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　　インパーフェクト・ワールド







　　　　◇◇◇◇◇◆




　桜舞う春の日のことだった。六年経たった今でも記き憶おくは些いささかも色褪あせてはいない。目を瞑つむれば、いつでもあの日の鮮せん烈れつな光景が脳裏に蘇よみがえる。

　部屋に飛び込んだ幼い彼が最初に目にしたのは姉に良く似た〝抜け殻がら〟であった。

　姉はたおやかで思し慮りよ深く美しかった。姉は彼にとって唯一の肉親であり最愛の人だった。

　その姉がである。めかした洋服や髪かみを振り乱し憔しよう悴すいした表情で両膝ひざを床ゆかに落としていた。せっかくの化け粧しようも涙なみだで流れ下へ手たくそが塗ぬった水彩画のように無残である。

　別人かと思った。少なくとも彼の知る姉の姿ではなかった。

　姉の背後には裸はだかの男女がいた。男はリビングで女はベッドでそれぞれ倒れたまま動かない。ベッドのシーツは乱れに乱れ、観葉植物の鉢はちは倒れ土を零こぼし、カーテンはレールごと引き千ち切ぎられている。局所的なハリケーンにでも遭あったかのように室内が散乱していた。

　姉を凝視して慄りつ然ぜんとする。力なく垂たれ下がる右腕うでに赤く濡ぬれた包ほう丁ちようが握にぎられていたのだ。

　ケチャップの容器が破は裂れつして中身が飛び散ったみたいな赤い斑まだら模様が、洋服にそして姉の白い頬ほおに染みを作っている。得体の知れない姉の姿に彼の全身が総そう毛け立だった。

　呆ぼう然ぜんと立ち尽つくす彼を見つけた瞬しゆん間かん、姉の瞳ひとみは大きく見開かれる。瞳が「なぜ？」と訴えかけてくる。姉はひどく動揺しているようで、凍こごえるかのように身を縮め「ごめんなさいごめんなさい」とフローリングの床ゆかに向かってしばらく譫うわ言ごとのように唱となえ続けていた。

　やがて姉は深呼吸を繰くり返す。我を取り戻したのか、落ち着いた表情で彼へと歩み寄ってくる。両肩かたを強く握り締められる。思い詰めた眼差まなざしだった。

　びくりと身体からだを震ふるわせる彼へと姉は言った。

「悠ゆうくんごめんね……お姉ねえちゃん良いお姉ちゃんじゃなかったね……ごめんね……」

　そこには彼の良く知るたおやかで優しい姉の顔があった。

「お姉ちゃんの分まで幸せに生きてね……」

　姉は一度だけ強く深く彼を抱だき締めると、ゆっくりとした足取りでベランダへと向かう。姉は彼に向かって一度だけ振り返り優しく微ほほ笑えむ。

　そうして──ベランダからその姿を消した。

　最後に見た姉は彼の愛した姉の姿をしていた。そしてこれまで見たどんな姉よりもその瞬間の姉は美しかった。






　　その女子高生、サイケデリックにつき







　　　　◆◇◇◇◇◇




　彼女が彼と出会ったのはまったくの偶ぐう然ぜんであった。しかし彼女が彼に興味を惹ひかれたのは宇宙的な必然であった。

　十六年と数ヶ月程度の彼女の人生ではあるが、それなりに多くの人間を観みてきたと自負している。なぜならば人間観察は彼女のライフワークであり人間考察こそが彼女の人生最大の探求テーマなのである。

　中でも彼は別格だった。彼ほどおかしな人物にはそうそうお目に掛かれるものではない。

　あの日、彼は声を掛けた彼女にこう尋たずねてきたのだ。




「死にたくなる季節ってありませんか？」




　初対面の相手に対してこのような狂った第一声を発する人物など彼をおいて他ほかにいやしまい。

　それは彼女にとって忘れたくとも忘れえぬ非常に印象深い出会いであった。







　春眠暁あかつきを覚えずである。

　目覚まし時計の忠告を無視すればどうなるかなど、一人暮らしの彩さい家け亭てい理り子こにとっては火を見るより明らかである。案の定、理子が目覚めたのは昼前であった。

　低血圧の理子は猫ねこが時々するみたいに虚こ空くうの一点をしばし見詰めてから、血糖値を上げるためにベッド脇わきに渦うず高たかく積まれた財宝のような金貨チョコを一つ食べる。それから枕まくら元もとの携帯電話を緩かん慢まんな動作で手に取り朦もう朧ろうと眺ながめるのである。ディスプレイには友人の円えん馬ま佐さ那なからの着信履り歴れきが十件以上残っていた。

　到底、学校に行く気分にはなれなかったのだが、とは言え翌日佐那から小言を聞かされるのも面倒である。理子は小さく肩かたを竦すくめてから、目についた適当な紐ひもで少し長くなったアシンメトリーな髪かみを無む造ぞう作さに纏まとめ、最低限の身支度を数分で整えると渋しぶ々しぶと家を出た。

　それは学校の目と鼻の先にある大橋に差し掛かった時である。

　朝の通勤時間はとうの昔に終わり道路には行き交う車の影さえない。理子の視界の中で動いているものと言えば、電線で囀さえずる雀すずめたちと風に舞まい踊おどる桜の花びら、それとチョコバーを口に咥くわえながらのんびりと自転車で走る自分くらいのものであった。

　ところが。そう思っていたら大橋のアーチ状になった坂を登り始めてすぐに学生の後ろ姿を発見する。

　直後、理り子こは自転車を止め「ほう」と溜ため息いきに似た声を洩もらす。映画のワンシーンと見み紛まごうような光景がそこにはあった。

　雲一つない晴れ渡った春の昼下がり、桜吹雪ふぶきが舞い散る橋の上を繊せん細さいそうな面おも立だちの少年が悠ゆう々ゆうと歩いている。手て触ざわりの良さそうな色素の薄うすい髪かみが風に吹かれ揺れる様は、男とは思えないほど艶つやっぽかった。

　男子学生の折り目正しい制服からして新入生か。理子と同じく遅刻に違いない。慌あわてた素そ振ぶり一つないところを見るに、繊細そうな見た目とは裏腹に意外と肝はらは据すわっているのかもしれない。まあそれは良い。気になるのは男子学生の歩いている場所である。

　酔すい狂きようなことに、男子学生は歩道ではなく橋の欄らん干かんを歩いていた。

　幅はばにして二十センチもない欄干の上を平然と歩いてゆく。足取りに迷いは感じられない。幾いくら橋きよう架か下かに川が流れているとは言え、足を滑すべらせ落ちたら無事ではいられないだろう。むしろ三十メートル近い高さや所々に覗のぞく尖とがった岩肌はだを考こう慮りよすれば命の保証はなさそうである。

　理子の口元に悪わる巧だくみするような笑みが浮かぶ。眠気は最早もはや吹き飛んでいる。細胞が好こう奇きにざわめいている。居ても立ってもいられなくなった理子は、自転車を走らせ男子学生の正面側へと回り込む。理子の目線の高さに男子学生の足がある。

「やあ少年。ずいぶんとご機き嫌げんな場所を歩いているね」

　間近にすると〝繊細〟というよりは〝生気のない〟という表現のほうがしっくりきた。そう思うと、散り逝ゆく桜と男子学生の儚はかなげな存在感が気味が悪いほど重なって見えた。

「君のその一見しなくとも馬鹿げたとしか思えない行動には、なにか哲てつ学がく的な意味でもあるのかい？」

　おそらく年頃の男子学生にありがちな自己顕けん示じ的な〝度胸試し〟ではない。

　男子学生は理子を一いち瞥べつしてから周囲に視線をゆるりと巡めぐらせる。見たところで雀すずめしかいやしないというのに。

「君だよ少年。私は君に尋たずねているんだ。今この場所に君と私以外他ほかに誰がいるというんだい？　それとも私が雀に話し掛けるような変人に見えるかい？」

　すると男子学生は色のない眼差まなざしを理子へと向ける。

「まあ実は変人だと周囲からは日常的に言われていることだったりする。だからもし君の私への第一印象が変人であったとするのならば、それはあながち間違いはないね。むしろ的確だ。だがしかし、仮に私が変人で君が変人に対して世間並みの偏へん見けんを抱いだいていたとしてもだ。此こ処こは悪いが私の知的好奇心を満たすために是ぜ非ひとも答えてくれないだろうか。君の行動に意味はあるのか？」

　男子学生は理り子こを観察しているのかしばらく無表情で見み詰つめていた。やがて実につまらなさそうに言うのである。
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「死にたくなる季節ってありませんか？」

　理子はぶるっと身体からだを震ふるわせる。

「俺おれにとってそれが春だというだけの話です」

　見た目通りの淡白な口く調ちようであった。男子学生は再び歩き始める。やはり歩みに躊躇ためらいは見られない。理子はすぐさま自転車を押し後を追う。

「うーん、それは仮に足を踏ふみ外し結果として死ぬことになったとしても、君は一向に構わないと、人生に別段未練はないと、そういう解かい釈しやくでいいのかい？」

「ええ」男子学生は理子を見ることなく答える。

「それは『宿命論』あるいは『運命論』と言ったイデオロギーからかい？」

　いわゆる人には定められた未来があり例えば十年後に死ぬという定めならば、逆に十年間は命をどのような危険に曝さらそうとも絶対に死なないであろうという考え方である。

「いいえ」

「では宗教や信仰？」

「いいえ。特別な理由なんてありません。『いつ死んでも構わない』ただそれだけです」

　仮面のような表情に一切の変化は見られない。

　冗じよう談だんで言っているわけではなさそうだ。実際、綱つな渡わたりの達人でもない限り、いつ落下してもおかしくない状況下に男子学生はいる。

「生きることに消極的ということか……いや生きていることが人としての常態なのだから、生への消極はむしろ死に対する積極と言えるか。なんにせよ非常に曖あい昧まいな存在だな君は。さながら幽ゆう霊れいのようだ。そう考えると、今こうして生きている君と会話していることが奇き跡せきのように思えてくるね」

　アドレナリンが潤じゆん滑かつ油ゆとなって思考がフルスロットルで回り始める。理り子こはあごに指先を添そえると「ふふ」と嬉うれしそうに呟つぶやくのだ。

「どうにも愛いとしいね」

　こうなってしまうと判わかっていても自分で自分を止められはしない。

「なあ、一体、どのような生き方をすれば、君のような考え方に辿たどり着くんだい？　君のことを知りたくて堪たまらない。君のことを私にもっと教えてくれないか？　交友関係は？　出身中学は？　学校の成績は？　最近見た夢は？　好きな食べ物は？　好きな色は？　好きな芸能人は？　好きな心理学者は？　好きな異性のタイプは？　どうして今日きようは遅刻をしている？　家族構成は？　君の過去になにがあっ──」

　矢や継つぎ早に質問する理子の眼前に、突とつ然ぜん、男子学生がふわりと着地する。

　瞬しゆん間かん、男子学生の腕うでが居い合あい斬ぎりの抜刀のように薙なぎ払はらわれる。理子の前髪がみがはらはらと舞い上がり、気づくと自転車がアスファルトに倒れ耳障ざわりな音を鳴らしていた。

　直後、男子学生が欄らん干かんを強打する。撓たわみくぐもった音を理子の耳じ朶だに響ひびかせる。鼻先には白く端たん整せいな面おも立だちがあり、その双そう眸ぼうは蔑さげすむように理子を見下ろしていた。

「……君はクールな見た目の割にずいぶんと情熱的なんだな。まあ構わないさ。此方こちらが段取りしなけりゃ手も握にぎれないような奥手じゃ私の相手は務つとまらない。けれど私もレディの端はしくれだということを忘れないでくれよ？　扱いは優しくな。特にキスは最初はゆっくりとだ。言っとくがキスより先は正式に交際をスタートさせデートを数回重ねた後だからな？」

　理子は値踏みするように瞳ひとみを眇すがめくちびるを悪戯いたずらっぽく歪ゆがめてみせる。

「……自らの生に執しゆう着ちやくのない俺おれが、同様に他人の生に対しても希き薄はくな価値観しか持ち合わせていなかったとしても不思議ではないとは思いませんか？」

　感情を読み取れない無機質な声だった。

「なるほど。正論だね」理子は視線を逸そらさない。

「忠告じゃない。これは警告だ。我が身が可愛かわいいのなら俺のことは詮せん索さくしないことです」

　その声は喉のど元もとに突つきつけられたナイフの冷たさだ。優しさなど微み塵じんもない額面通りの警告だった。

　男子学生は別れの挨あい拶さつもなしに踵きびすを学校へと返し歩いてゆく。

　理子は「ふう」小さく息を吐はく。片手を額ひたいに添そえると、指先に汗あせが纏まとわりついた。鼓こ動どうは早はや鐘がねを打ち、全身に鳥肌はだが立ち、喉のどはからからだった。

　だから理り子こは笑った。小こ気き味み良い声を高らかに上げ笑わずにはいられなかった。

「少年よ！　君は『悪法も法なり』と言って毒入りワインを飲んだソクラテスを愚おろかだと思うかい？」

　遠ざかる男子学生の背に向かい理子は叫ぶ。




「私は彼のような賢けん人じんではないからね、一つしかない貴重な命を天てん秤びんに掛ける気はないが、己の美学に反するような真ま似ねはさ──死んでも御ご免めんなんだ！」




　男子学生は返事をしないばかりか、此方こちらを見ようともしなかった。

　もっともな反応だ。自分が非常識なことを宣のたまっていると一応は自覚している。理子が変人と呼ばれる由ゆ縁えんが、このようなイデオロギーに則のつとり行動しているからだと理解もしている。

　しかし仕方があるまい。これが彩さい家け亭てい理子の生き方なのだから。

　理子は自転車を勢い良く起こすとそのまま押して男子学生の真横に並ぶ。

「私は二年の彩家亭理子だ。お近づきの印にこの金貨チョコをプレゼントだ。金貨を五つ集めたらもれなく熱いキスをプレゼントしよう。ちなみにたった今思いついた企画だったりする」

　男子学生はチョコに見向きもしない。構わず理子は続ける。

「それとこの名めい刺しに書いてある部活の部長をやってる。それと下のアドレスにあるＢＢＳの管理人も同じくやっている。なにかあれば部室に直接訪ねて貰もらっても構わない。部室は保健室の隣となりだからすぐ判わかると思う」

　無言で歩き続ける男子学生へと捻ねじ込むように名刺を握にぎらせる。しかし、どうやら一ひと筋すじ縄なわではいかないらしい。目の前で握り潰つぶされ捨てられた。

「私の見立てでは君はなにやら複雑な事情を抱かかえている模様だ。どうだろうか？　話すだけ話してみては？　別に私はカウンセラーでもないし君を救おうなどともこれっぽっちも考えていないからね、まったく責任は持てないが、胸の内を語ることで救われたりすることは割と珍めずらしくないと思うのだがどうだろうか？」

　男子生徒は我われ関せずと歩き続ける。視線さえ寄越してはこない。

「まあ、どちらにせよ私の知的好こう奇き心しんは大いに満たされるだろう。これはだけは責任を持って言えるぞ？」

　にっこりと笑って男子学生の顔をひょいと覗のぞき込む。男子学生の眉間みけんにはありありと不快感が刻まれていた。

　校門を潜くぐったところで、五限目の始まりを知らせるチャイムが校内に鳴り響ひびく。

「おっと、チャイムが鳴った。急いだほうがいい」理子はそう言って男子生徒の腰こし辺りを叩たたく。ついでにポケットへとこっそり名刺を忍しのばせるのも忘れない。

「それではまた近いうちに語り合おう」早口で告げると駐ちゆう輪りん場じように向かうため男子学生と別れた。

　授業が始まっても理り子この胸は高鳴っていた。先ほどの男子学生のことが延々と脳裏を駆かけ巡めぐっている。まるで恋する生き娘むすめのようではないか。

　そのように考えたら思わず「ふふ」と笑えてしまった。お陰かげで教師からは溜ため息いき交まじりに呆あきれられ、少し離れた席に座る佐さ那なにはじっとりと睨にらまれる羽は目めになったのだった。




　　　　◇◇◇◇◇◆




　彼が六歳さいの時、両親が事故で他界した。両親の代わりに彼を支えてくれたのは八つ年の離はなれた姉だった。

　早くに両親を亡くしてしまった姉弟だったが、両親が残した遺い産さんや保険金に不足はなく経済的に困ることがなかったのは救いだった。

　幾いく度ど目めかの法事の時だった。姉は大勢の親しん戚せきや祖父母を前にして「私たち姉弟だけで暮らします」と宣言をした。姉がまだ未成年であることや彼が幼いことを理由に一同から反対された。しかし姉は譲ゆずらなかった。

　数時間後、祖父母の近くで暮らすこと、なにかあったらすぐに皆を頼ることを条件に姉の意志が尊重された。

　彼が知る姉はこのような主張をする人ではなかった。両親の死を境に姉は変わったようだ。

　大人おとなたちを前にして自身の主張を一歩も譲らない凛り々りしい姉の姿は、未いまだに思い出す度に胸が熱くなる。「悠ゆうくんはなにも心配しなくていいからね」姉は柔やわらかに笑っていた。姉からは『弟は自分が守る』という強い意志を感じた。

　彼は深く頷うなずいた。この人にすべてを委ゆだねようと、そう誓ちかった。

　姉は常に彼に良くしてくれた。両親の代わりに学校の面談や行事にも積極的に参加してくれた。だから両親のいる他ほかの子供たちを羨うらやましいと思ったことはなかった。なぜならば彼には誰よりも美しく優しい自じ慢まんの姉がいたからだ。

　姉の学力レベルを考えれば大学進学という道はあった。姉が無理して働かなくとも、彼が成人するくらいまでならば十分に食べていけるだけゆとりはあった。それなのに姉は高校卒業と同時は働きに出た。そのくせ彼には「お金の心配はいらないから将来は大学に行きなさい」と言う。

　彼は姉に感謝した。しかし姉は気にしなくて良いと笑う。自分がしたくてやっていることだと笑う。

「だって私、お姉ねえちゃんだから」

　この人の弟に生まれて良かったと思った。彼は幸せだった。




　　　　◇◆◇◇◇◇




　彩さい家け亭てい理り子こがうずうずしているのは背中からでも一いち目もく瞭りよう然ぜんだった。授業中も時折「ふふ」と笑ったり終始気もそぞろだった。

　案の定、ＨホームＲルームが終わるやいなや待ち切れないとばかりに理子は席を立つ。円えん馬ま佐さ那なは理子を急いで追い掛け首根っこを捕つかまえる。

「理子！　俺おれに挨あい拶さつもなしに何ど処こへ行く気だよ？　何度も電話をしたんだぞ？　〝変人〟と呼ばれるお前の非常識にはもう慣れたが、それでも一言なにかあっても良いんじゃないのか？」

　佐那は悪友を鋭く睨にらむ。長身で眼めつきの鋭い佐那が凄すごみを利きかせれば、老ろう若にやく男なん女によ問わず大抵の人物は怯ひるむのだが、

「君はまったく無む駄だなことをするね」

　理子は悪びれることなく平然とした態度で言った。

「二度とその減らず口が利けないようにしてやろうか？」

　腹が立ったのでさらに強く首根っこを捻ひねり上げてやった。

「まるで猫ねこにでもなった気分なのだが、君は私が人間だということを忘れてしまったのかい？」

「できれば忘れたいね！　お前が口答えをすることのない『にゃあ』と鳴くだけの猫だったら俺はどれほど幸せか」

　佐那から思わず大きな声が出る。帰り支度をしていたクラスメイトが佐那たちへと一いつ斉せいに驚おどろいた表情を向ける。佐那が不ふ機き嫌げんな顔でぐるりと周囲を見回すと、クラスメイトらは即座に視線を逸そらし我先にとばかりに教室を出て行った。

　佐那はこれ見よがしに盛大な溜ため息いきを洩もらす。二人だけの教室には溜息が良く響ひびく。

「……自分を人間だと主張するんなら、せめてもう少し身み嗜だしなみにも気を使ってくれよ。仮にも女子高生だろ？」

　身嗜みだけなら圧倒的に佐那のほうがしっかりしている。制服は折り目正しくネクタイに歪ゆがみはなくワイシャツも真っさらだ。前髪がみは多少長めだがこまめに毛先を揃そろえているので清潔感は失ってはいない。

「おかしいかい？」ところが当人に自覚はなく形の良い頭を傾かしげている。

　素材は抜群に良いのだ。ヘアスタイルこそ奇抜だが、目鼻立ちがくっきりしていて顔立ちは美しい。スタイルだって理想的なバランスである。身嗜みに気を使いさえすれば、千せん光こう一と評判の月つき森もり葉よう子こにも引けは取らない美少女なのだが、いかんせん本人が無む頓とん着ちやくなのだ。

「……おかしいもなにも、その髪を纏まとめている赤い紐ひもはなんだ？」

「なかなか可愛かわいらしいだろ？」

「俺の記き憶おくが確かなら、一昨日おととい、俺がお前のマンションに遊びに行った時に忘れてきてしまった携帯の充電器のコードじゃないのか！」

「ああ、そうだ。一昨日おととい、君が私のマンションに遊びに来た時に忘れていった携帯の充電器のコードで間違いない」

「なんで偉えらそうなんだよ！」

　呆あきれるあまり佐さ那なの口く調ちようが自然と荒くなる。

「どうせ今日きようは、伸のびた髪かみが邪じや魔まだったからたまたま手近にあったその充電器のコードで結んだとか、そんなところだとは思うが……」

「丁ちよう度ど良い細さと長さなんだなこれが」

「知るか！　返せ！」

　宝の持ち腐ぐされとはこのことだろう。佐那がうるさく言い続けた甲か斐いもあってか、これでも幾いくらか改善されたほうである。中学の頃など今よりぶっ飛んでいた。

　夏場に「クールビズだ」と言ってシャツの下半分をカットしへそ出しルックで登校してきたこともあるし、冬場には「此方こちらのほうが温かい」と男子学生の制服で登校してきたこともあった。ちなみに中学の『残念女子ランキング』は理り子こが三年連続でぶっちぎりでトップだ。

　もちろん見た目ではなく理子の変人ぶりがトップの理由だったのだが。当の本人が「今年も一位だった」と喜んでいたのは未いまだに謎なぞである。

「それと新学期になったばかりなのだから遅刻は控ひかえろと、口を酸すっぱくして言っただろ？　お前の素そ行こうの悪さは去年一年でこの高校でもすでに有名なんだ。当然のように教師からの覚えも最悪だ」

「素行が悪いとは人聞きが悪い……というか語ご呂ろも悪いね」

「いいから黙だまって俺おれの話を聞け！　高校は義務教育じゃないんだ。このまま好き勝手なことをやってたらいつか退学になるぞ」

「それは困るな。私にとって学校は最高の遊び場だからな。ただ教育の場としての学校の有り様に関しては否定的だからね、あちらが拒きよ絶ぜつするというのならば私は喜んで身を引くさ」

　自じ嘲ちようにも侮ぶ蔑べつにも取れる曖あい昧まいな笑みを理子は口元に浮かべる。

「かの有名なアインシュタインは言った。『独創的な表現と知識の悦よろこびを喚かん起きさせるのが、教師の最高の術である』とね。同感だね。引き換え今の教育はどうかな？　佐那は学ぶ喜びを感じているかい？　記き憶おくさせたことをテスト用紙へと正確に書き写させる行為が教育だとは、私にはどうしても思えないね。こんなものただの作業だろ？　まったくもって退屈な仕組みだとは思わないかい？　このような独創性の欠片かけらもないルーチンワークの中から、優れた人材が生まれると本気で考えているのだろうか？　私には甚はなはだ疑問だよ」

「ああ、もう！　お前の屁へ理り屈くつなんて知るか！　そんなもんは俺にではなく文部科学省に直接文句を言うか犬にでも食わせちまえよ！」

「いや、こんなモノを食わせたら犬がお腹なかを壊こわしてしまうさ」理子は「ふふ」と笑う。

　佐さ那なからは心底の溜ため息いきが洩もれる。

「……理り子こを退学になんてさせるか。お前を自由にしたらなにをしでかすか判わかったもんじゃない。俺おれの目の届く場所に置いておかないと心配で夜も落ち落ち眠ねむれん」

「君はまるで逃げ出した猛もう獣じゆうの心配をする獣使いのようなことを言う」

「自覚してるんだったら自じ重ちようしろよな！」

「まあいいだろう。我が友の精神衛生のためにも学校という〝檻おり〟にしばらくは捕まっておいてやるさ」

　理子がそう飄ひよう々ひようと言い放つのに対して佐那は短い溜息を吐つく。

「なにが『捕まっておいてやるさ』だ。檻の中で散々暴れておいて良く言えたもんだ」

「私は私の美学に従順なのさ。いや奴ど隷れいと言っても過言ではないね」

　理子は澄すまし顔である。腰こしに手を当てると溜息と共に佐那は項うな垂だれた。

「……できれば当たって欲しくない予感だが、その浮かれた様子からしてお前の口くち癖ぐせの〝愛いとしい〟なにかをまた見つけたのか？」

　すると声を弾はずませ理子は語る。

「さすがは我が友よ。察しが宜よろしい。君が先ほど責めた遅刻というやつのお陰で、私は素す晴ばらしい出会いをした。彼は稀まれに見る〝愛しき人〟だ」

　佐那は眉まゆ根ねを顰ひそめる。しかしすぐさま警けい戒かいを解く。理子の言葉を、うっかり額面通り受け止めてしまったことに気づいたからだ。

「今の私はまるで遠足前日の子供のようにときめいている」

　理子の言う『愛しい』とは好意を示す言葉ではなく『面白い』だとか『興味深い』と同意義に使われる。要は『面白い人物を見つけた』と理子は言っているのだ。

「それで？　今からその男に会いに行くのか？」

「そうだね。あちらが私に会いたがっていないのを承知で行こうとは思ってる」

　相手の拒きよ絶ぜつは想像に容た易やすい。彩さい家け亭てい理子という人間は、初対面だろうが年上だろうがお構いなしなのだ。おおよそ物もの怖おじというものをしない。誰に対しても変わらず不ふ遜そんなのである。

「こうやって俺の気苦労が増えるんだ。俺が早死にしたら間違いなくお前のせいだからな」

　理子の性格が災わざわいしこれまで幾いく度どトラブルが起こったことか。その度たびに佐那がトラブルの収拾に奔ほん走そうすることとなる。中学校時代からのお決まりのパターンだった。

「皆のように『彩家亭理子は変人だから下へ手たに関わり合いにならないほうが身のためだ』と、佐那も私と距離をおけば良いものを。それが世間で言うところの〝賢かしこい生き方〟というやつなんだろ？」

　理子は「ふふ」と鼻で笑う。

「まったく君は〝賢くない〟と言わざるを得ないね」

　理子に悪びれた素そ振ぶりは微み塵じんもない。当然だ。悪いだなんてこれっぽっちも思っていないのだから。

　彩さい家け亭てい理り子こにとって最も興味があることは人間観察であり人間考察であり、彩家亭理子にとってそれ以外のあらゆる事こと柄がらは些さ末まつなことなのである。

「……判わかった」佐さ那なが頷うなずく。

「判ってくれるか。では、ついでに先ほどから私の襟えり首くびをハンガーのように吊つるし上げているその手を放して貰もらえないだろうか？」

「俺おれも理子について行く」

「剣道部のほうはいいのか？」理子が怪け訝げんそうな眼差まなざしを浮かべる。

「……休む。どうせお前のことが気になって練習にならないからな」

　此方こちらの気も知らず理子はパチンっと指を鳴らす。

「宜よろしい！　ならば私について来たまえワトソンくん！」

「誰がワトソンだ！　お前のように自分勝手なホームズがいてたまるか！」

　佐那からは数えるのも嫌いやなる本日幾いく度ど目めかの溜ため息いきが零こぼれるのであった。
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　川合かわい優ゆ衣いが日誌を担たん任にんに届け職員室から戻ってくると、教室前の廊ろう下かで男子生徒と女子生徒が口論していた。女子生徒のリボンタイから恐らく二人は二年の先せん輩ぱいだろう。

「名前を知らないだって？　お前って奴やつはいつもそうだ！」

　男の先輩の声が廊下に反はん響きようする。鋭するどい迫力に優衣を含む周囲の新入生がびくりと身体からだを震ふるわせる。

「呆あきれた。実は本当に猫ねこだろ。どうしてそう考えなしに動くんだ」

「かの有名な詩人ゲーテはこう言っている。『向こう見ずは天才であり、魔ま法ほうであり、力です。さあ、今すぐ、始めなさい』とね。彼の言う通り、ぐだぐだ考えてないでちゃっちゃと動いたほうが良い結果に巡めぐり会える場合が確かにあると思わないかい？」

　背の高い先輩から睨にらみつけられているのに、度胸があるのか女の先輩の語り口は飄ひよう々ひようとしていてまるで臆おくするところがない。

　背はすらりとして優衣より高い。ただ背の高さ以上に堂々として見み栄ばえのする人だった。それと美人だ。目鼻立ちがはっきりとした綺き麗れいな人である。化け粧しようっ気はないし全体的な制服の着こなしも男の子みたいにざっくりとしているのだが、なんとも魅み力りよく的な不思議な先輩だった。

「……ったくゲーテも余計なことを言ってくれたもんだ」

「後世、君に嘆なげかれることになるとはまさかゲーテも思うまい」

「他ひ人と事ごとみたいに言うな。俺はお前に嘆いているんだ！」

　背の高い先輩が怒おこるのを見ながら女の先輩は「ふふ」と楽しそうに笑ってる。

　どうやら言い合いをしてはいるが仲が悪いわけではないらしい。優ゆ衣いはほっと一安心して鞄かばんを取りに教室へと移動する。

「名前も知らないのにどうやって目的の人物を探し出すつもりだ？」

「顔は覚えているさ」

「今は放課後だぞ？　帰ってしまっていたらどうするんだ？」

「心配するな。当てはちゃんとある」

「お前の当てを心配するなとは無理を言ってくれる。どうせロクでもない当てだろ？　今残っている新入生の一人一人に顔の特徴を言って尋たずねて回るつもりか？　そんな面倒にはさすがに付き合いきれないぞ？」

　優衣が鞄を取る間も二人は廊ろう下かで言い合いを続けている。

「なにスマートかつ手っ取り早い方法さ──」

　優衣が廊下に出た直後のことだ。




「──新入生諸しよ君くん、緊きん急きゆう事態だ！　私の隣となりにいる円えん馬ま佐さ那なが今から全ぜん裸らになると言っている！」




　溌はつ剌らつとしたソプラノボイスが一年生の廊下に響ひびき渡る。

「悪いが私と一いつ緒しよに佐那の暴挙を止めてくれないだろうか！」

　それは各教室内にも届いていたらしく残っていた幾いく人にんかの生徒らが教室から姿を覗のぞかせる。優衣もその名前にどことなく引っ掛かりを覚え足を止める。

「お、お前！　バ、バカヤロウ！　どこがスマートだよ！」

「手っ取り早いってのは嘘うそじゃないだろ？」

　只ただ事ごとではない内容に女の先せん輩ぱいの下へと徐じよ々じよに人が集まってくる。「ああ、もう、くそっ……」背の高い先輩は顔を片手で覆おおい長い前髪がみを左右に揺らす。

「ありがとう！　皆が集まってくれたお陰で佐那は思い止まってくれたようだ！」

　女の先輩は一身に周囲からの視線を集めながらも口元に余よ裕ゆうの笑みを浮かべている。

「そうだ。集まったついでに、君たちに一つ質問をさせてくれ。私は二年の彩さい家け亭てい理り子こという者なのだが、実はとある新入生の男子学生を探している。特徴はそうだね……この円馬佐那と同じくらい背が高い。それと本日遅刻をしている。昼過ぎというふざけた時間に登校したのにも関わらず悪びれた素振りもない輩やからでね。ちなみにかなり無ぶ愛あい想そでもある。うちの佐那とどちらが無愛想だろうか？　まあそれは良いとして誰か心当たりはないかい？」

　女の先輩の真ま隣となりでは円馬佐那と紹しよう介かいされた背の高い先輩が「……いっそ尊敬するよ」ジト目で嘆なげいていた。

　不意に誰かが「それって神かみ宇う知ちのことじゃ……」重そうな声を洩もらす。

「そうか！　心当たりがあるのか！」女の先輩が嬉うれしそうな声を上げる。

　しかし尋たずねられた男子は「なんでもないです、すいません……」あからさまに不ふ審しんな態度で先せん輩ぱいから顔を逸そらし「……失礼します」そのまま走り去る。

　見ていた他ほかの新入生たちも居い心地ごこちの悪そうな態度で、逃げるかのようにそそくさと去ってゆく。『関わりたくない』という表情がみんなの顔にはありありと浮かんでいた。

　女の先輩は特に咎とがめるでもなく、みんなの様子をあごに白い指を添そえ瞳ひとみを眇すがめ、興味深そうに眺ながめていた。

「おいおい、理り子この探してる男子学生ってのはえらく嫌きらわれてるようだぞ。新学期が始まってまだ二週間も経たってないのに、新入生の連中から警けい戒かいされるとか。相変わらずお前はトラブルの種たねを見つけ出す天才だな」

　背の高い先輩は「言っとくけど褒ほめてないからな」呆あきれた口振りで付け加える。

「千せん光こうのジョン・マクレーンと呼んでくれたまえ」女の先輩は飄ひよう々ひようとしていた。「だから褒めていないから」背の高い先輩は憮ぶ然ぜんとしていた。

　女の先輩と視線が合ったような気がした。

「──君、良かったら理由を教えてくれないだろうか？　どうして皆はこれほどまでに警戒しているんだい？」

　自分に話しかけられているとは思わなかった。女の先輩から見み詰つめられていることに気づき「え？　あ、はい！」優ゆ衣いは上ずった声を上げてしまった。

　ぼんやりとしていたら逃げ遅れてしまったらしい。この場所に残っている新入生はもう優衣だけだった。

「……あの、その、えっと──」

　先輩二人からの視線に耐えられなくて優衣は俯うつむいてしまう。

　理由は知っている。彼のことも良く知っている。しかしこの二人と彼がどのような関係なのか判わからなくて優衣は躊躇ためらっていた。

　興味本位で彼のことを知りたがっているのだとしたら、どちらにとっても幸せな結果にはならないことを優衣は知っていた。

「君には迷めい惑わくを掛けないことを約束しよう。なんなら神父の前で誓ちかいを立てようか？」

「あ、私は平気なんですけど、あの、彼が……彼はちょっと〝繊せん細さい〟なところがあって……できればそっとしておいてあげて欲しいんです……」

　女の先輩は実験体でも観察するみたいに、優衣の全身を上から下までさっと眺ながめてから「ふむ」小さく頷うなずく。

「実は私はこういった部活の部長をしている」

　女の先輩はそう言いながら優衣に名めい刺しを渡してくる。

　名刺を見ると『変動変質する現代恋愛における男女の思考及び行動を考察することにより人間の本質そして人間の未来を研究する部』と書いてある。やたらと長い名称の部活だった。

　優ゆ衣いが首を傾かしげていると「説明しよう」女の先せん輩ぱいが語り始める。

「『変動変質する現代恋愛』という部分はさして重要ではない。『人間考察』こそが活動の核心なんだ。ただ恋愛を主題にしたほうが周囲の理解や協力が得やすくてね。十代における最大の関心ごとはなにをさておき恋愛だ。中でも女子高校生はスイーツやファッションの話と並んで恋愛話が好きだからね。君も恋愛に興味がないなんてことはないだろ？」

「……はい」優衣はこくりと頷うなずく。想おもい人が脳裏に浮かび頬ほおが少し熱あつくなる。

「そのようなわけで〝恋愛〟と謳うたっておけば、考察するためのモデルケースが労せず向こうからネギを背負ってやって来るという寸法さ。ほら、名めい刺しにＨホームＰページのアドレスがあるだろ？　そこに恋愛に関するＢＢＳを用意してあるんだが、毎日〝百件〟以上の書き込みがあるのがなによりの証しよう拠こさ」

　名刺の下部にはＨＰのアドレスだけではなく丁てい寧ねいなことにＱＲコードまであった。

「人間関係において恋愛ほど濃のう密みつな関係はないよ。恋愛は人生の縮図だ。さながら小さな宇宙である……とはやや言いすぎかもしれないが遠からずだとさえ思っている。つまり恋愛における人間の思考や行動を観察することが、人間の本質について考察するための早道だと考えているという話さ」

　女の先輩は理り路ろ整せい然ぜんと言葉を次から次へと並べてゆく。正直、優衣には少々難しい。けれど先輩がとても楽しそうに語る姿は、見ている此方こつちも幸せな気分にしてくれた。

「つまり私の彼への興味は恋愛感情ではない。少々キザな言い方をすれば学術的な興味だ。断じて誰かを貶おとしめることが活動の目的ではないことも付け加えさせて貰もらうよ」

　ここまで話を聞いて優衣が抱いだいた一番の感想は〝変わった先輩〟だということだった。ただ悪い人ではなさそうだとも思った。

「まあベストアンサーは自分の知的好こう奇き心しんを満たすためなんだがね」

　女の先輩は「ふふ」大人おとなっぽくてそれでいて可愛かわいいというなんともチャーミングな笑い方をした。屈くつ託たくのない先輩の微ほほ笑えみを見て優衣の気持ちが大きく揺らぐ。

「あの、少しだけなら話をしても……」

　優衣が言い切る前に、女の先輩は「エクセレント！　君に幸さちあれ！」花咲く笑顔を浮かべパチンと指を鳴らす。それから優衣の返事を待たずして、

「ではお嬢じようさんを我が城へと招待しよう！」

　優衣の手首をしっかりと握にぎり締めると勢い良く廊ろう下かを走り出す。

「あ、ちょ、ちょっと、せ、先輩！」

　優衣が慌あわてるのにも構わず女の先輩はずんずんと進む。助けを求めて背の高い先輩へと振り返ると『諦あきらめろ』と言わんばかりに頭を振って優衣へと応こたえるのだった。







　優ゆ衣いは保健室の隣となりにある教室へと案内される。スライドドアの上部には『カウンセリングルーム』と印字されたプレートが掲かかげられている。

　先せん輩ぱいが鍵かぎを開けるのを背の高い先輩と並んで待つ。優衣の頭は先輩の肩かた口ぐちにも届かなかった。

「わははは、よくぞ我が城へと辿たどり着いた勇者よ」まさしく魔ま王おうのような不ふ敵てきな笑みを浮かべる先輩を「そういうのいらないから」背の高い先輩は冷たくあしらい室内へと進んでゆく。「……失礼します」優衣も続いて中程へと進む。

　室内には幾いくつかの学習机とノートＰＣが一台。それと部屋の片隅すみにロッカーが一つ。特に目を引くのは窓際にある校長室にでもあるような立派な机と椅い子すのワンセット。全体の印象としては殺風景な部屋だった。

　優衣が椅子に座ると「一つどうだい？」女の先輩が金貨の形をしたチョコレートを勧めてくる。「あ、結構です」遠えん慮りよしたのだが「美お味いしいのに」女の先輩が少し残念そうな顔でぱくりとチョコを食べるのを見て悪いことをしたような気分になる優衣だった。

　先輩たちがそれぞれに自己紹しよう介かいをする。女の先輩は先ほど名乗った彩さい家け亭てい理り子こという名前に通称『変へん恋れん部』の部長という肩かた書がきを加える。

「彩家亭が呼び難にくいのなら理子と下の名前でフランクに呼んで貰もらっても構わんよ」

　続いて背の高い先輩が円えん馬ま佐さ那なと名乗り、自分は『変恋部』とは関係のない『剣道部』の人間で、今日きようは仕方なく付き合いでいるだけだと強く主張する。

　彩家亭理子先輩に円馬佐那先輩。優衣は忘れないように胸中で名前をなぞる。

「──あ！」

　優衣が突とつ然ぜん声を上げたので二人の先輩は不思議そうな表情を浮かべる。「……すみませんなんでもありません」俯うつむいて誤ご魔ま化かした。

　二人の名前を並べた途と端たん、入学式前日に兄から無む理り矢や理りに聞かされた話を思い出したのだ。

　部屋に入ってこないでと優衣は拒否したのだが「待て待て！　これは重要な話だから！　千せん光こう高校に通うのなら知っておかないと困ることだから！」あまりに兄が必死だったので渋しぶ々しぶ部屋へと招き入れた。

　一歳さい年上の兄も千光の生徒だ。兄は千光高校に通う上で関わってはいけない幾いく人にんかの生徒の名前とその理由を細かに説明した。顔も見たことのない相手について語られても正直ピンとこなかった。兄は話が終わっても、優衣の少女漫画を読んだりとなんだかんだ二時間近く優衣の部屋に居座っていた。

　つまりその兄が語った中に二人の名前があった。兄は確かこう言っていた──。




「──特に気をつけなきゃいけないのが『変恋部』の連中だ。長ったらしい正式名称もあるが〝変な連中が集まっている部〟という意味を込めて俺おれたちは『変へん連れん部』って呼んでるけどな」

　怪談話でも語るかのように兄は声を潜ひそめて続ける。

「中でも要注意は『ストレンジサイケデリコ』こと部長の〝変人〟彩さい家け亭てい理り子こと『閻えん魔ま様』こと彩家亭の友人である円えん馬ま佐さ那なの二人だ。この二人にだけは絶対に関わるんじゃない。敵てきになんて回した日にはもう学校にはいられないだろうよ」

　悪夢でも思い出したかのように兄は肩かたを寄せる。

「円馬は『閻魔様』の異名通り怒おこった時の迫力が半はん端ぱない。先せん輩ぱい連中でもビビっちまうくらいだ。けどさ気は強いけど円馬って見た目は悪くないからな。しかも男なのに妙みような色気があってさ結構〝アッチ〟系には人気でよ、前々から〝ガチ〟なんじゃねえかって噂うわさされてた柔じゆう道どう部の主将が円馬に言い寄ったらしいんだ。岩石みたいごつくて気性が荒い三年の先輩だ。……それがどうなったと思う？　アイツ、先輩をノックアウトしちまってよ。柔道部の主将をだぞ？　幾いくら円馬が剣道部で強いって言ってもよ、相手は大男の上に柔道部なんだぜ？　信じられるか？　あの日以来、猛もう獣じゆうのような先輩がさ、円馬の姿を見る度たびに怯おびえるように身体からだを小さくしてたのを今でも覚えてるよ……」

　兄は大おお袈げ裟さな溜ため息いきを吐つく。

「それとはまた違った恐ろしさを持つのが『ストレンジサイケデリコ』と呼ばれる彩家亭理子だ。彩家亭はじっとしてれば美人なんだよ。千せん光こうでもトップクラスかもな。でも動き出したら即アウトという俺たち男子にとってあれほど残念な奴やつはいないな。アイツはとにかく口が達者でさ、うちの学校でアイツと口論して勝てる奴なんていんのかねえ？　教師もあいつを見かけると避さけて通るくらいだからな。誰もいないだろうな。彩家亭の厄やつ介かいなところはさ口だけじゃなく行動力もあるってとこだ。普通に考えたら同好会止まりの『変へん恋れん部』なんて意味の判わかんないのをさ『美しすぎる恋愛カウンセラー』としてＴＶなんかにも出てる塚つか井い先生を巻き込んだりしてさ、遂ついには学校に部活として認めさせちゃったからな。千光に新しい部活が創設されるなんて数十年振りのことだって国語のお爺じいちゃん先生とか驚おどろいてたっけな。それとなにより彩家亭が恐ろしいのはあの円馬を軽くあしらってるところだな。『閻魔様』に対してあんな態度を取れるのは『ストレンジサイケデリコ』くらいのものだ」

　言い終えて兄は苦い風か邪ぜ薬でも飲んだ後みたいな表情を浮かべるのだった。




　兄の話を思い返し優ゆ衣いは即座に後悔した。どうして此こ処こに来る前に思い出さなかったのかと。けれど嘆なげいたところで最早もはや手遅れである。すでに優衣は先輩たちの懐ふところに入ってしまっているのだから。

　ただ逆にほっとしている部分もある。兄の話を聞いた限りで、彩家亭理子と円馬佐那とはとんでもなく恐おそろしい人たちなのだと想像していた。不良だとかヤンキーだとかもっと古い例えで言うならばスケ番とか。

　実際の二人は恐ろしい先輩ではなく綺き麗れいな先輩と格好良い先輩だった。それとすごく大人おとなびている。高校生における一学年の差とはこうも大きな違いを生むものなのか。優衣がいつまで経たっても子供っぽいから、羨うらやましくて余計に大人おとなっぽく見えているだけかもしれないが。

「悪いんだが佐さ那な。保健室の冷蔵庫に麻ま穂ほがストックしてる『おーい紅茶』があるから、私と彼女の分を持ってきてくれないか？　もちろん君も飲みたければ飲んで構わないぞ？」

「構わないって麻穂さんの飲み物だろ。そもそも自分で取りに行けよ」

「私は忙いそがしいのだよへイスティングス大たい尉い」

「誰だそれ？」

「へイスティングス大尉とはポワロでお馴な染じみの人物さ。シャーロック・ホームズに対するワトソンくんだな」

　理り子こ先せん輩ぱいはそう言いながらノートＰＣの電源を入れる。

「そういうわけで急ぎで頼んだよクラリスお嬢じようさん」

「いやだから誰だよ？　さっきと変わってるじゃないか」

「『アカデミーにお帰りクラリスお嬢さん』とはかの有名なハンニバル・レクターの科白せりふさ。アンソニー・ホプキンスの怪演はアカデミー主演男優に相応ふさわしかったね。で、ＦＢＩの訓練生クラリス・スターリングを演じたのがこれまた有名なジョディ・フォスターだ。あの頃のジョディは実に美しいよね。ちなみに彼女もホプキンス同様クラリス役でアカデミー主演女優賞を取っていてね、他ほかにもゴールデングローブ──」

「判わかった！　判ったよ！　取ってくればいいんだろ……」

「エクセレント」理子先輩は満足気な笑みを浮かべて頷うなずく。円えん馬ま先輩は「なんで俺おれが……」文句を言いながら席を立つ。

　背後で扉とびらの閉まるけたたましい音が響ひびく。理子先輩があまりに平然としているので、なんだか優ゆ衣いが円馬先輩に対して申し訳ないような気分になった。

「ではさっそく聞かせて貰もらおうか」

　気づくと理子先輩が机に頬ほお杖づえを突つきながら落ち着いた表情で優衣を見み詰つめていた。

「少し長い話になるかもしれませんが……」

「望のぞむところさ。どんな些さ細さいな話でも良いんだ。彼についてできるだけ多くのことを聞かせて欲しい」

　優衣は小さく頷き「私が彼と、あ、えっと神かみ宇う知ち悠ゆう仁じんくんと出会ったのは今から五年前の小学五年の冬でした」ぽつりぽつりと昔を思い出しながら語る。

「神宇知くんが私の小学校に転校してきたんです。夏休み明けなんて変わった時期に転校してきたんでなんでかなあって不思議だったんですけど、後からお姉ねえさんを亡くしたからって聞きました。神宇知くんに両親はいなくってお姉さんと二人暮らしだったそうで、それで身寄りを亡くした彼は遠くの街から親しん戚せきを頼ってこの街にやって来たそうです。先輩も神宇知くんに会ったんならご存ぞん知じだとは思いますけど、彼は透とう明めい感のある不思議な存在感を持った男の子で、当時も『すごい美少年が転校して来た』って学校で話題になったんですよ」

　当時の騒さわぎを思い出し優ゆ衣いの口元が少しだけ緩ゆるむ。けれど後に続く内容を思うとすぐに億おつ劫くうな気分に戻った。

「……ただ彼に話しかけてみると判わかるんですけど……神かみ宇う知ちくんほとんど喋しやべらないんです。無口っていうのとは違うんですよね。話し掛ければ結構喋ってくれるんです。神宇知くんが無口なのは、他人を避さけているとか他人に興味がないとか、どちらかと言えばそんな感じかもしれません。だから最初は美少年だって騒いでいたみんなも徐じよ々じよに彼から離れて行ってしまって、次第に彼は学校の中で孤立するようになっていったんです。そんな神宇知くんが完全に孤立してしまう事件が起きたんです。あれは彼が転校して来て最初の春のことでした──」

　背後で扉とびらの閉まる音がする。振り返ると円えん馬ま先せん輩ぱいが戻ってきていて、優衣と目が合うと「ほらよ」と紅茶を投げて寄越す。紅茶を受け取った優衣は居た堪たまれなくて「わざわざすみませんでした……」深く頭を下げると「気にするな」円馬先輩は瞳ひとみを細めて僅わずかに微ほほ笑えむ。

「ご苦労。褒ほう美びに金貨チョコを取らそう」真顔で言う理り子こ先輩に「お前は気にしろ！」不ふ機き嫌げんそうに睨にらみながらも紅茶をちゃんと手渡しする円馬先輩は見た目や態度よりずっと優しい人なのかもしれない。

　優衣は良く冷えた紅茶で喉のどを潤うるおすと、大きく息を吐はき覚かく悟ごを決めて口を開く。




「────神宇知くんが小学校の二階の教室から飛び降りたんです」




　円馬先輩は「……おいおい」呆あきれたような声を上げ長めの前髪がみを揺らす。

　その隣となりでは、あごに白い指先を添そえた理子先輩が瞳を細めとても楽しそうに微ほほ笑えんでいた。




　　　　◇◆◇◇◇◇




「神宇知くんが小学校の二階の教室から飛び降りたんです──」

　川合かわい優衣と名乗る新入生の言葉に佐さ那なは「……おいおい」嘆なげかずにはいられなかった。プルトップを上げる最中だったので、僅かに開いた口の隙すき間まから空気の音がしていた。

　理子が『愛いとしい』と呼ぶ相手だ。どうせ変人だろうとは思ってたが、今回は飛び降りをするような奴やつだとは。まったくコイツときたら……。

　ジト目で視線を飛ばすと、宝石を狙ねらう計画を企くわだてている女怪かい盗とうみたいに隣の友人はニヤニヤと笑っていた。

「──奇き跡せき的に彼は無事でした。アベリアの生いけ垣がきがクッションとなったのが良かったそうで、大きな怪け我がもなく一週間ほどで学校に戻ってきました。けれどこのことが切っ掛けとなって彼は学校で完全に孤立してしまったんです。感情をほとんど表に出さない神宇知くんは、ただでさえ考えていることがとても判り難にくい人なのに飛び降りですから、みんな彼を怖こわがっちゃって……彼には関わらないほうが良いというのが暗あん黙もくのルールになっちゃって……彼と言葉を交わす人は本当に僅わずかな人だけになってしまいました」

　優ゆ衣いは理り子ことは対極と言える女の子らしい女の子だった。小こ柄がらな優衣が言葉を選び一いつ生しよう懸けん命めいになって話す姿は、まるでハムスターが口一杯にひまわりの種たねを詰め込んでいるかのような可愛かわいらしさを感じさせる。そのように褒ほめられて本人が喜ぶかどうかは疑問だが。

「君は？　彼とは話すのかい？」理子が尋たずねると「少しだけですけど……」優衣は寂さびしそうな顔で笑う。さらに理子は尋ねる。

「彼は私に『春は死にたくなる季節』だと言っていたんだが、君に心当たりは？」

「ずいぶんとイカれた奴やつだな」

　話を聞くほどに眉間みけんのしわがだんだんと深くなってゆくのが自分でも良く判わかる。またいつものように面倒なことにならなければ良いが。

　優衣は頷うなずく。「神宇知くんにとってはそうなんだと思います……」下くちびるをぎゅっと噛かみ締める。

「神宇知くんとは小学校以来、中学高校とずっと一いつ緒しよの学校なんですけど、私が知る限り彼はこれまで五回の自殺未み遂すいを繰くり返しています──彼は春になると毎年〝死にたがる〟んです」

　自然と片手が顔を覆おおっていた。理子や優衣と異なり神宇知という男子生徒を実際に見ていない佐さ那なの脳裏には、幽ゆう霊れいのような得体の知れない存在としか最早もはや思い浮かばない。

「……つまり五回ということは──」手首にあごを乗のせ黙だまり込んでいた理子は顔を上げると、おもむろに口を開く。

「──今年もすでに？」

　睫毛まつげを伏せた優衣がこくりと小さく頷く。

「入学して三日目に……」

　横目で理子を見ると乾かん燥そうしてしまったのか、ちろりと赤い舌したでくちびるを舐なめる。つうっと細めた瞳ひとみは優衣に釘くぎ付づけである。

「経けい緯いは？」

　先ほどまでの微ほほ笑えみこそ鳴りを潜ひそめてはいるが長年の付き合いで判る。この妙みように艶なまめかしい面おも持もちは理子が心底楽しんでいる時の表情だった。

「先が思いやられる……」佐那は呟つぶやき嘆たん息そくする。

「えっと……自殺未遂を繰り返すことから中学のみんなから彼は『死にたがりの宇宙人』と呼ばれていました。千せん光こう高校は私たちの通っていた中学の県外にあるので、神宇知くんや私を含め数人だけしか私たちの中学からは通っていないんです。だから神宇知くんが『死にたがりの宇宙人』と呼ばれていたことを知る人はいないだろうと思っていたんですが……クラスメイトの男子の一人がどこで聞きつけたのか神宇知くんに『お前、死にたがりの宇宙人って呼ばれているんだってな』ってからかうようなことを言って……」

　優ゆ衣いが息苦しそうに荒い深呼吸を繰くり返す。気を落ち着けようとしているのか紅茶に口をつける。見ているほうも息苦しくなるような姿だ。

「無理すんなよ？　話したくなければ話さなくていいんだぞ？」

　お守もり役の佐さ那なは別として『ストレンジサイケデリコ』と呼ばれる変人の理り子こに優衣が付き合う必要などないはずである。

　しかし優衣は「平気です」と小さく微ほほ笑えむ。平気だとは思えないのだが話を止めるつもりが優衣にないのははっきりと伝わった。「なら良い」佐那は様子を見守ることにする。

「ありがとうございます」優衣は佐那にぺこりとお辞じ儀ぎしてから「えっと、すみません、続けますね」理子へと向く。

「入学して三日目の移動教室の時のことです。まだクラスに仲の良い子がいなかったので、同じ中学出身の三人で固まることが多かったんですね、あの時も神かみ宇う知ちくんと伊い庵あんと私で音楽室へと向かっていました。すると移動中に一人の男子が神宇知くんのことをからかったんです。場所は三階の渡り廊ろう下かでした」

　音楽室へと続く渡り廊下は非常階段の渡り廊下版と言った古びた作りで、雨が降ると鋼板に水溜たまりができ風の強い日はスカートが捲めくれるという理由で特に女子からは不評だった。女子の中には遠回りになっても新校舎に掛かっている箱型の渡り廊下を使う者も結構いる。

「いつものように神宇知くんは興味がなさそうに男子を無視していたんです。だけどそれがいけなかったみたいで……男子は無視されたことに腹を立て執しつ拗ように神宇知くんへと絡からんできたんです。見かねた伊庵が『止やめなよ』って男子の間に割って入ってくれたんですけど、男子はそれでもお構いなしで『どうせ口だけなんだろ』って『死ぬ度胸もないくせに死にたがりとか笑わせるぜ』って『死ねるもんなら死んでみろよ』って神宇知くんを挑ちよう発はつしたんです……私は不ま味ずいって思ったんです。でも動けなくて……気づいたら神宇知くんが男子の胸ぐらを掴つかんでいました」

　優衣は一つ深呼吸をする。呼吸が振動している。

「……神宇知くんは驚おどろいた表情の男子の耳元で言いました。『よく見てろ』って、そう言って神宇知くんは男子を突つき飛ばすと、軽やかに鉄てつ柵さくを飛び越えて中庭へと──飛び降りたんです。そうしたら、木の枝が連続して折れる音が聞こえてきて、近くで様子を窺うかがっていたクラスメイトからは悲鳴が上がって……」

　台風にでもやられたみたいに中庭にある松の木が数本へし折れていたのは、このせいだったのかと理由を知る。

「……私は震ふるえるだけで声も出ませんでした」

　状況を思い出したのか、スカートの上で握にぎり締められた優衣の手が小刻みに震えている。

「確かに今回も無事でした。大した怪け我がもなくすぐに学校に復帰してくれました。だけど、それは運が良かっただけだと思うんです。結果として生きていただけなんだと思うんです。きっと神かみ宇う知ちくんはまた来年の春になったら死のうとするに決まってる……」

　直後、項うな垂だれる優ゆ衣いは床ゆかへと涙なみだ交まじりに叫んだ。




「このままじゃいつか本当に──神宇知くんが死んじゃう……」




　か細い声が尻しり切きれに消えてゆく。優衣は小さな肩かたを震ふるわせ嗚お咽えつを洩もらし始めた。

　なんと声を掛けてやれば良いのか佐さ那なには判わからない。はっきり言ってそんな危なっかしい男とは関わらないほうが身のためだとは思うのだが、優衣にとってはそれほど簡単な問題ではないというのは話を聞いていればなんとなくは判る。

　隣となりへと視線を送る。理り子こは表情を変えることなくじっと目の前の優衣を見み詰つめていた。

　しばらくして優衣は制服の袖そでで目元を拭ぬぐうと顔を上げ「すみませんでした」と呟つぶやく。

「──ようやく理解できたよ。私が新入生たちに彼のことを尋たずねた時の皆のよそよそしい態度の理由がさ」

　落ち着くのを待っていたとばかりに理子が優衣へと微ほほ笑えむ。

「ところで一つ質問だが、彼の自殺未み遂すいの方法はすべて〝飛び降り〟ということで良いのかな？」

「……え？　はい、どうして判ったんですか？」優衣が円つぶらな瞳ひとみをさらに丸くしている。

「いやね、彼は高いところが〝得意〟みたいだからさ」

　理子は「ふふ」いかにも含みのある笑みを浮かべるのである。

「貴重な話をありがとう。いろいろと参考になったよ」

　理子はそれだけ告げると、カタカタとノートＰＣを打ち始める。『用は済んだので帰れ』というようなひどくあっさりとした態度だった。

「あ、あの！　先せん輩ぱい！　神宇知くんをどうか助けてあげて下さい！」

　ディスプレイとにらめっこする理子へと優衣が齧かじりつくみたいに席を立つ。

「最初は余計な真ま似ねは止やめて欲しいと思っていたんです。これまでも興味本位で彼に近づく人は何人もいましたし。だけどその度たびに彼といざこざを起こすだけで結局なにも成果はなかったように思います……でも先輩たちが人間考察を専門にされているなら、もしかしたら彼を救うことができるかもしれないって！　このまま手を拱こまねいていても彼は来年も同じことを繰くり返すだけだと思うんです！　悔くやしいけど私一人じゃ神宇知くんの力にはなれないから……」

　小こ柄がらな身体からだを目一杯使って訴えかける優衣の必死な姿に、神宇知悠ゆう仁じんへの想おもいの強さを垣かい間ま見みる。

「私！　神宇知くんに救われたんです！　今の自分があるのも彼のお陰かげなんです！　神宇知くんから受けた恩を今度は私が返したい！　どうか力を貸して下さい！　お願いします！」

　優衣は理子に向かって小さな丸い頭を深々と下げる。しかし理子は気づいていないのか。変わらずキーボードを軽やかに叩たたいている。

「理り子こ……先せん輩ぱい……？」優ゆ衣いが上うわ目め遣づかいで理子の顔色を窺うかがっている。

「──優衣。君はなにか勘かん違ちがいをしていないかい？」

　ディスプレイを見ながら理子がおざなりに返す。

「か、勘違いですか……？」

「私は言うなれば研究者であってカウンセラーやセラピストではないんだ。研究者の研究が常に世界を救うなんてことは地球が四角くなっても有り得ない。研究者の知的探究心ってやつはね、時に世界を滅ほろぼしかねない研究でさえ彼らにさせるのだよ。まるで悪夢のようだろ？」

　理子は「ふふ」と鼻で笑う。

「研究者とはメフィストに魂たましいを売り渡したファウスト博士のごとくだよ。己の求める真理を得るためにだったら悪あく魔まとも喜んで契けい約やくする。さすがにこの例えは言いすぎだとは思うがね。まあ少なくとも探求者を自称する『変へん恋れん部』部長のことをヘレン・ケラーだなんて風には思わないことさ」

　優衣は声を失い立ち尽つくす。あからさまな困こん惑わくを表情に浮かべている。見ていられない。

「おい理子。幾いくらなんでもその態度は冷たすぎるんじゃないのか？」佐さ那なは助け舟を出す。

「安やす請うけ合いが罪でないとでも？　できもしないことを期待させてどうするのさ？」

「まだ優衣から話を聞いただけだろ？　行動もしてないのに無理だってどうして判わかるんだ？」

「話を聞いたからこそ簡単ではないと判るのさ。彼はこれまで五回も自殺未み遂すいを繰くり返しているんだぞ？　なんらかのカウンセリングやセラピーを複数回は受けているだろう。そして幾いく人にんもの大人おとなたちが彼を救おうと努力してきたことだろう。中には臨りん床しよう心理士等々専門家もいたはずだ。しかし結果はどうだい？」

「それは……」佐那は黙だまり込む。「そういうことさ」理子は小さく肩かたを竦すくめてみせた。

「君の期待に添そえなくて申し訳ない。最初に言った通り、人間考察は私の知的好こう奇き心しんを満たすためのごく個人的な活動であって、誰かを救えるような大層なものではないのさ」

　理子は優衣へと自じ嘲ちようするような笑みを向ける。すると優衣は左右に力一杯頭を振る。でんでん太だい鼓このようにサイドの髪かみも一いつ緒しよに揺れていた。

「あ、いいえ。わ、私こそすいませんでした……自分はなにもできないくせに理子先輩に期待だけ押しつけるなんて勝手ですよね……」

　優衣は恥はずかしそうに俯うつむきスカートの裾すそを両手の指先で摘つまむ。

「円えん馬ま先輩もすみませんでした……私のこと気き遣づかってくれてありがとうございます……」

　そう言って勢い良くお辞じ儀ぎすると、優衣は「……失礼しました」扉とびらへと歩いてゆく。小さな背中には落らく胆たんが滲にじんでいた。

　なんとも居たたまれなくて「理子」佐那は隣となりへと囁ささやく。すると「君は本当に昔からお人好しだな」理子はおかしそうに口元に三日月を作る。

「──そうそう。一つ言い忘れていたことがあった」

　理り子こからの突とつ然ぜんの声に、優ゆ衣いは扉とびらの取っ手に指先を掛けたままびくりと肩かたを震ふるわせる。

「万が一の話ではあるが、個人的な知的好こう奇き心しんを満たすために活動をする中で、何ど処こかの誰かが勝手に救われる分には私の与あずかり知らぬことだ」
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　瞬しゆん間かん、振り返った優衣の笑顔は路上に咲くたんぽぽのように健気けなげで可愛かわいらしかった。






　　インタビュー・ウィズ・スペースマン







　　　　◇◇◇◆◇◇




　茜あかね色いろの教室で江え入いり伊い庵あんは、運動部が活動する校庭を眺ながめながら友人の戻りを待っていた。友人が職員室に出向いてからすでに一時間が経過していた。

　待つ時間をさほど苦痛だとは感じていない。静せい寂じやくの教室で、背景の一部に同化するように息を潜ひそめひっそりとすごす時間も時には悪くない。此こ処こが普段は喧やかましいくらいに騒さわがしい教室で、滅多にお目にかかれない別の顔を自分が独り占めしていると思えばそれなりの感かん慨がいもあるというものだ。

「──こんな時間までどうした伊庵？　給食に出てきた人にん参じんが食べられなくて担たん任にんに居残りでもさせられているのか？」

　振り向かなくとも声で判わかる。

「僕ぼくは小学生か。そもそも高校に給食はないし、高校生になった僕は人参だって鼻歌交まじりで食べられるんだよ？」

「なんだ本当に人参が苦手だったのか」

「もし僕の食事に人参が入っていたら、馬か兎うさぎにでもくれてやれって悪態の一つもつきたくなるくらいにはね」

　伊庵が苦笑いを浮かべながら「ありがとう。君のお陰で小学生の頃の忘れたい記き憶おくを思い出せたよ」振り返ると「礼には及ばない」半身を夕日に染めた背の高い男子が教室の戸口に立っていた。端たん正せいな面おも立だちに映える陰影がレンブラントの肖しよう像ぞう画がを思わせた。

「悠ゆう仁じん、君を待っていたのさ」

「そいつはご苦労なこった」眉まゆ一つ動かすことなく悠仁は言う。

　伊庵は神かみ宇う知ち悠仁のことを中学から知っている。悠仁は人に感謝したりなんかしない。なぜならば悠仁は人になにかを期待したりはしないからだ。伊庵もまた感謝されたくて悠仁を待っていたわけではない。待ちたかったから待っていた。ただそれだけだ。

「ずいぶんと早かったんじゃない？　僕はてっきりもっと時間が掛かると踏んでいたんだけどね。どんな魔ま法ほうを使ったの？」

　悠仁は此こ処こ二日検査入院のため学校を休んでいた。そして学校に復帰して早々に担任や学年主任に呼び出しを受けた。飛び降りについての事情聴ちよう取しゆだ。当初、学校は悠仁が三階から落下したのを事故だと信じていた。しかし悠仁が過去にも今回と同じような飛び降りをしたという事実を知るのは、さほど難しいことではなかっただろう。新入生の間にもすっかり知れ渡っているのだから。

『死にたがりの宇宙人』──神かみ宇う知ち悠ゆう仁じんとして。

「なにを訊きかれても『うっかり足を滑すべらせた』の一点張りで通した。後はひたすら無言だ」

　悠仁がつまらなさそうに答える。

「担たん任にんの女教師には『先生は眼鏡めがねがないほうが素す敵てきだと思います』とお世辞を言ってやったら『もう帰って良い』だと」

　悠仁は大して面白くもなさそうな顔で口角の端はしだけを器用に歪ゆがめてみせた。

「気の毒に。また一人君の犠ぎ牲せい者の誕生だ」伊い庵あんは大おお袈げ裟さに頭を振って応こたえる。

　お世せ辞じにも愛あい想そが良いなんて言えない悠仁だが、容姿はお世辞抜きで抜群だ。悠仁のような眉び目もく秀しゆう麗れいな男子に見み詰つめられて舞い上がらない人間はいないだろう。もっとも本人には容姿が優れているという自覚がさほどないようで、お世辞よりも彼の容姿が女教師の説教を終わらせた最大の要因だとは気づいてはいないだろう。

「帰ろう伊庵」鞄かばんを手に取ると悠仁はあごをしゃくり促うながしてくる。「うん」伊庵は頷うなずくと急いで悠仁の後を追う。

「そうそう。悠仁に絡からんできたアイツいたじゃない？　学校休んでるんだよ」

　悠仁が飛び降りたことへの責任を感じているのだろう。事実、悠仁が飛び降りた後、男子生徒は茫ぼう然ぜん自じ失しつとしていた。『死ねるもんなら死んでみろ』と言われてまさか本当に実行する人間が存在するなどと思いもしなかったのだろう。事の重大さに気づいた時、男子生徒は激しい後悔からか頭を抱かかえその場に蹲うずくまった。

　伊庵はぼそりと呟つぶやく。

「まあ……追い打ちを掛けたのは僕なんだけどねえ」
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　当然の報いだ。あんな品性のない輩やからのせいで悠仁が死ぬかもしれなかったんだ。存分に責任を感じて貰もらわなければ伊庵の気が済まなかった。

　あの時伊庵は悠仁の無事を知らなかった男子生徒へと囁ささやいたのだ。『ねえ？　教えてよ？　人を殺した気分ってどんなんだい？』と『満足？　お望みどおり人が死んだよ？　愚おろかな君の軽はずみな一言でさ』と。

　改めて振り返ると、我ながらずいぶんと冷れい酷こくな言葉を吐はいたと反省するところだ。しかし後悔は微み塵じんもなかった。

　今回が初めてではない。伊庵はこれまで中学の三回、現場に居合わせたのが一回、悠仁の飛び降りを経験している。幾いく度ども心臓が張り裂さけそうな恐きよう怖ふを味わってきた。

　しかしそれは同時に、幾度も〝奇き跡せき〟を目まの当たりにしてきたということでもある。悠仁は運命の女め神がみとの賭かけに勝ち死の淵ふちから必ず戻ってくるのだ。

　そう神宇知悠仁はそこいらの凡ぼん人じんとはわけが違うのだ。特別な人間なのだ。

　それでも万が一、悠ゆう仁じんが死んでしまうことがあったら男子生徒を百万回殺してやろうとあの瞬しゆん間かんは本気で考えていた。もちろん今回も悠仁は無事だった。

　だからと言って、伊い庵あんの怒いかりが収まったわけではない。内心で男子生徒が学校を休んでいることを自じ業ごう自じ得とくだと蔑さげすんでいた。

「興味ないな」

　悠仁からの返事はあっさりとしていた。

「その反応、君らしいよ」

　伊庵からは自然とくすくすと笑いが零こぼれる。予想された返答だった。

「そうか？」

「うん、そうさ」

　悠仁は誰かに対して特別な関心など抱いだかない。男子生徒が自責の念で塞ふさぎ込もうが伊庵が憂ゆう慮りよに胸を痛めようが誰にどう思われようが、悠仁は一切動じない。

　こうして会話を交かわし一いつ緒しよに帰宅しても構わない程度には邪じや魔まにされていないのは確かだが、悠仁が伊庵のことをどう思っているのかは正直判わからない。

　しかし当然と言えば当然なのかもしれない。




　なぜならば神かみ宇う知ち悠仁は〝死〟さえ恐おそれてはいないのだから。




　別の言い方をすれば、生きることにさえ悠ゆう仁じんは無関心であるように映った。

　人々はそんな悠仁を異い端たんだと忌いみ嫌きらい遠ざける。伊い庵あんにも皆の気持ちは良く判わかる。神かみ宇う知ち悠仁のことを初めて知ったのは中学に入学してすぐのこと。同じクラスだった。出会った当時の伊庵にとって悠仁は〝悪〟そのものだった。

　隣となりを歩く背の高い男の横顔を見上げじっと眺ながめているうちに、出会いの頃が思い出されて伊庵から自然と笑い声が零こぼれる。

「急に笑い出しておかしな奴やつだ」

「君くらいおかしな奴におかしいと言われるなんて一周回まわってむしろ光栄だよ」

「中学の頃のことを思い出していたんだよ」伊庵はくすくすと笑いながら告げる。

「そうか」悠仁はいかにも興味がなさそうに応こたえた。事実、悠仁にとっては取るに足らない思い出なのだろう。

「そうだ忘れてた。悠仁が職員室に行っている間に、二年の先せん輩ぱいが君のことを尋たずねてきたよ。今度は一体なにをしでかしたのかな？」

　伊庵は悠仁の顔を覗のぞき込む。

「さあ？」心当たりがないという表情だった。

「あれ？　知らない？　彩さい家け亭てい理り子こって先輩なんだけど？　この学校では割と有名な人だよ」

「彩家亭理子……？」

「なかなか綺き麗れいな人だよ。もっとも有名なのはその容姿よりも、変人と言われる性格とか行動のほうなんだけどね。『ストレンジサイケデリコ』ってみんなに呼ばれてる。それと『変へん恋れん部』っていう部活の部長さん。専用ＨホームＰページの掲示板で恋愛相談なんかをやってるね」

　しばらく無言で歩き続けていた悠仁だったが突とつ然ぜん立ち止まる。どうやらなにかに気づいたらしく制服のズボンを探る。ポケットから抜き出した掌てのひらには名めい刺しが載のっていた。

「なにこれ？」伊庵が尋たずねると「……あの女いつの間に」珍めずらしいことに悠仁が驚おどろいているようだ。伊庵は悠仁から名刺を受け取る。『変恋部』の名刺だった。

「なんだやっぱり面識があるんじゃない」

　伊庵は悠仁へと笑い掛ける。悠仁はすぐに頭を振る。

「違う。あの図ずう々ずうしい女が勝手に俺おれへと絡からんできただけだ」

　瞬しゆん間かん、伊庵は言葉を失った。

「……へえ、そうなんだ」声が掠かすれた。伊庵は悠仁から視線を逸そらす。この言葉を区切りに伊庵はもうなにも言えなくなってしまった。

　無言のまま駅へと向かいそのまま無言のまま帰宅ラッシュの車内へと乗り込む。無言は「また」と先に電車を降りる悠仁を「うん。また」伊庵が見送るまで続いた。

　悠仁が完全に視界から消えるのを待って伊庵は溜ため息いきを洩もらす。先ほどの悠仁の表情を思い出す。未いまだに信じられない気分だった。

　あの何者にも関心を示さないはずの悠ゆう仁じんが、彩さい家け亭てい理り子こという二年の先せん輩ぱいを語る時、なんとも忌いま々いましげに眉まゆ根ねを寄せ、どうにも鬱うつ陶とうしそうな声こわ色いろで言ったのだ。悠仁が誰かのことであんなにも感情を顕あらわにするなど伊い庵あんの記き憶おくにはなかった。

　言いようのない胸むな騒さわぎがする。

　あの見た目だ。これまで悠仁に近づいてくる女は幾いく人にんもいた。しかし悠仁は相手がどれほど美人だろうがまったく相手にはしなかった。中には諦あきらめの悪い女もいたが、悠仁の冷たい言葉や態度にいつまでも耐えられるはずもなく例外なく去って行った。

　しかし今回の相手はこれまでの女とは異なる。〝変人〟と言われる彩家亭理子がこれまでの女のように恋愛目的で悠仁へと近づいてきたとは考え難にくい。強いて言えば、これまで幾いく度どか悠仁を更こう生せいさせようと近づいてきた大人おとなたちに立場は近いのかもしれない。

　もっとも数々の教師たちもカウンセラーもセラピストも悠仁の前では等しく無力だった。誰も悠仁を変えることは叶かなわなかった。

　伊庵は瞳ひとみを閉じると奥歯をきつく噛かみ締める。

「……大だい丈じよう夫ぶ。これまで通り。悠仁には誰も近づけやしないさ」

　満員の車内で伊庵は自分にだけ聞こえる音量で呟つぶやくのだった。




　　　　◆◇◇◇◇◇




　理子は板チョコの端はしっこをカリッと齧かじる。チョコレートの香りがふわりと広がった。

　暗あん中ちゆう模も索さくである。放課後の部室で、彩家亭理子は腕うで組ぐみしながらノートＰＣのディスプレイを神しん妙みような表情で眺ながめていた。川合かわい優ゆ衣いから仕入れた情報をソースに神かみ宇う知ち悠仁のことを独自に調べ始めたのだが早々に手て詰づまりになってしまったのだ。

　神宇知という苗みよう字じは実に珍めずらしい。名前を検けん索さくして即、幾いくつもの情報へと比較的簡単に辿たどり着けた。悪評も手伝って、過去五回の彼の飛び降り情報をサルベージすることは理子にとって容た易やすいミッションだった。

　しかし理子が最も欲しいと願う情報にだけどうしても辿り着けないでいた。

「本人に直接尋たずねるのが目的地への最短のルートなんだがね」

　ただし通行止めでなければの話である。昨日きのうの神宇知悠仁の態度からして、正攻法では到底話を聞き出せるとは思えなかった。

　理子は頬ほお杖づえを突つきながら、マウスのホイールをくるくると指先で弄いじる。視線の先にあるディスプレイには『変へん恋れん部』のＢＢＳが映っている。ＢＢＳのチェックは理子の日課だった。

　実は優衣に語った〝一日百件以上の書き込み〟というのはまったくの嘘うそである。一日一件ないし二件の書き込みがあるかないかというのが実情である。

　やはり恋愛の看かん板ばんを掲げているからだろう。匿とく名めいの書き込みなので正確な性別は判断しかねるが、内容からして女子だと思われる書き込みが圧倒的に多かった。

　そして例外はあるだろうが、書き込んでいるのはほぼ千せん光こうの生徒で間違いない。なぜならば『変へん恋れん部』のＨホームＰページやＢＢＳの存在は名めい刺しでしか知らせていないからだ。理り子こが名刺を配るのは基本的に千光の生徒だけと決めている。あまり公にして冷やかしが増ふえるのも煩わずらわしいことであるし、書き込みが多くなりすぎても理子の手に余る。できる限り一つのケースに時間を費ついやすというのが理子の方針なのだ。

　理子はカウンセラーではない。カウンセリングする気もない。名刺を配る相手には必ずそう説明もしている。しかし書き込まれるのがまず間違いなく『恋愛相談』なのは仕様である。

『変恋部』を立ち上げた時から予想していたことだ。『恋愛』を謳うたえば『相談』が集まるのは風が吹けば桶おけ屋やが儲もうかるくらい必然である。むしろどこにいるというのだ。学術的な考察のために自らの恋愛体験を提供しましょうなんて奇き特とくな人間が。

「まあ、いるとすれば私くらいのものだろう」

　理子はひとりごちて「ふふ」喉のどを鳴らす。自覚はあっても省かえりみたりはしないのが彩さい家け亭ていクオリティであった。

　いずれにせよ理子のスタンス次第でどうとでも片付く些さ細さいな問題である。

『書き込みに対して必ずなにかしらのレスポンスを示すが特別なアドバイスはしない』

　以上のようなシンプルなルールに従うだけで彩家亭理子のイデオロギーの純血は守られる。

　ＢＢＳの利用者の総意が恋愛相談であるというのならそれはそれで構わない。他ほかの利用者のアドバイスに関してもご自由にどうぞ。むしろ歓迎。皆が他人の恋愛をどう捉とらえているのかを見るのは常に興味深かった。

　それとＢＢＳには一つ大きな特徴がある。『変恋部』という通称がもたらすイメージなのか、恋愛相談は恋愛相談でも一風変わった内容の相談が集まってくるのだ。

　例えば不ふ倫りんや横よこ恋れん慕ぼなどの禁断の愛イリシツト・ラブ。例えばホモセクシャリティやレズビアンやトランスジェンダー。例えばファザコン、マザコン、シスコン、ブラコンなどのラブコンプレックス。例えば各種セクシャルマイノリティ。

　有り難がたいことである。レアケースが向こうさんからやって来るのだ。これらは理子にとって予期せぬ収穫だった。『変恋部』という略称自体想定外であったのだから、信じてもいない神に感謝したくなるほどの幸運である。

　もちろん人間の本質を求めることが最終的な目的であるのならば、レアよりスタンダードをより多く収集して統計学的に結論を導き出すことが正しい道筋であることは論をまたない。ただどちらに対してより面白味を感じるかと尋たずねられたのならば、理子は迷わず〝レアケース〟と答えるだろう。

「早い話が個人的な趣味の問題なんだけどさ」

　理り子こは舌した先さきで板チョコの欠片かけらを転がしながら鼻歌交じりでＢＢＳを確認する。

『自身の〝変愛〟に悩んでいます。皆さんからアドバイスを戴いただけたらと書き込みさせて貰もらいます──』本日も新たな書き込みがあった。ケースとして同性愛に類する相談だった。

「わお、エクセレント」

　理子はにんまりと微ほほ笑えむと視線を書き込まれた文章へと走らせる。




『──親友に彼氏ができました。初めての彼氏です。友達として応援してあげなきゃって思ってます。だけど嬉うれしそうに彼氏の話をする親友を見ているとなぜだか胸が苦しくなります。最初は彼氏のいない私の妬ねたみなのかなって思ってました。でも最近は違うような気がしています。もしかしたら私は親友のことが好きなのかもしれません……。女の子同士なのにこんな気持ちは変だというのは判わかってます。それでも辛つらいのです。親友が私以外の誰かと楽しい時間をすごしていると考えるだけで泣きたくなります。自分ではもうどうして良いのか……。どうぞ宜よろしくお願いします』




　匿とく名めいのＢＢＳとは思えない丁てい寧ねいな言葉遣づかいによる書き込みは此こ処この慣例だ。初期の利用者にたまたま慇いん懃ぎんな書き込みをする人物がいたために、いつのまにか丁寧な言葉遣いで書き込むのがこのＢＢＳの様式となっていた。

　それと相談者が使用する〝変愛〟とはＢＢＳ内で生まれた造語である。〝変わった恋愛〟を略した言葉である。注目すべきは〝変へん恋れん〟ではなく〝変愛〟であるという点だ。部活の呼び名が『変恋部』ならば〝変わった恋愛〟の略も〝変恋〟で良さそうなものなのだがＢＢＳの利用者が選んだのは〝変愛〟だった。

　背景としては『変恋部』が学内で『変連部』──〝変な連中の部〟という蔑べつ称しようで呼ばれていることに起因する。〝変連〟を喚かん起きさせる〝変恋〟はあまりイメージが宜よろしくないということで、一部の利用者たちが〝変愛〟を好んで使い始めたのが定着したのだ。

　実に興味深い事象である。コミュニティ内で独自の文化が自然発生的に生まれる過程を知る貴重なサンプルであった。

　理子は内容を吟ぎん味みし終えるとキーボードを軽やかに叩たたく。『管理人のデリコです』ちなみに『デリコ』とは理子のＨハンドルＮネームである。




『フロイトの精神分析の観点より少々。フロイトの精神分析によるといわゆる我々が『思春期』と呼ぶ時期のことを『同性愛期』とも呼びます。この時期は同性との親交が深まり同性との交友を通し、人とのコミュニュケーションを学ぶ時期なのです。またこの『同性愛期』で得た経験を活いかし異性との交友に入ることから『同性愛期』は『異性愛の準備期間』であると考えられています。つまり『思春期』における『一過性の同性愛（便べん宜ぎ上、このような呼び方をします）』とはそれほど珍めずらしいケースではないということです。過去にも貴女あなたと同様の書き込みがあるのでそちらも参考にしてみると良いでしょう』




　結論を述べたりはしない。此方こちらの書き込みをどう捉とらえるかという最終的な判断は相談者本人の裁量で良い。あくまでも理り子こは観察者としての立場に徹すると決めている。

　すると、五分もしないうちに相談者から返信があった。

　管理人の理子が毎日、放課後にＢＢＳへと書き込むのは利用者にとって周知である。もしかしたら理子の書き込みを今か今かと相談者は待っていたのかもしれない。




『管理人様、返信ありがとうございます。特別なことではないと知れたことでだいぶ気が楽になりました。正直、焦あせりや不安はありますが、しばらくは自分の気持ちを見極める時間に当てたいと思います。アドバイス本当にありがとうございます』




　理子には学術的な見解に終始した自分の機械的とも言える書き込みを『アドバイス』と呼ぶつもりはない。ただ書き込みの内容云うん々ぬんに関わらず〝返信をするという行為〟それ自体に『アドバイス』と同等の価値を見出す利用者もいるということだ。

「それぞれがそれぞれに悩みそれぞれに想おもいそれぞれに決めれば良いことさ」

　理子の行動規き範はんは、個人的なイデオロギーに則のつとった独自のスタイルであり他者に強要する類たぐいのものではないのである。

　日課のＢＢＳの書き込みを終えた理子はノートＰＣを閉じると席を立つ。一つを区切りに次なる方針へと臨むことに決めた。

「孔こう子しよろしく『彼かを知り己を知らば百戦危うからず』ってね」

　部室を早足で飛び出す。もちろん向かう先は新入生の教室だった。







　一年生の教室前に来たところで「理子先せん輩ぱい？」タイミング良く優ゆ衣いと出会った。

　クラスを尋たずねると「此こ処こです」目の前の教室を指さす。即座に教室内の隅すみから隅へと理子は視線を走らせる。神かみ宇う知ち悠ゆう仁じんの姿はなかった。

「今日きようはどうしたんですか？」

「彼は今日は休みかい？」

「神宇知くんですよね？　さっきまで居たんですけど……もう帰っちゃったのかな？」

　優衣は「ちょっと待ってて下さいね」教室に取って返すと、クラスメイト数人と言葉を交わし戻ってくる。

「神かみ宇う知ちくんたった今帰ったそうです」

「おーけー。ならば今から私は女ジョン・マクレーンだ──」

　言うや否や理り子こは走り出す。気分は空港内を駆かけ回る『ダイ・ハード２』である。

「わっ！　速い！」背後では優ゆ衣いから驚きよう嘆たんの声がしていた。

　下げ駄た箱ばこへと向かう新入生の群れを躱かわし間をすり抜け、階段を三段跳びで下り、教師の制止の声を振り切り、スカートが捲めくれるのにも構わず理子は廊ろう下かをひた走る。佐さ那なが居れば「はしたない真ま似ねは止やめろ」小言を言われること請うけ合いであるが、幸いにして現在佐那は剣道部にて竹刀しないを振ってる最中であった。

　滑すべり込むように新入生の下駄箱前に到着する。直後、帰宅する新入生の群団の中に神宇知悠ゆう仁じんらしき背の高い男子生徒の後ろ姿を見止める。

「神宇知悠仁！」

　叫ぶと周囲の視線が一いつ斉せいに理子へと集中する。

　そんな中、まるで一人だけが周囲とは異なる時間軸じくに存在しているかのように、背の高い男子生徒が緩ゆるやかに振り返った。

　果たしてお望み通りの神宇知悠仁である。

「やあ！　奇き遇ぐうだね！」肩かたで息する理子がにこやかに片手を上げる。すると神宇知悠仁は遠目からでもはっきりと判わかるくらいの深い溝みぞを眉み間けんに刻み、すぐさま踵きびすを返し玄げん関かんへと歩き出す。

「レディの顔を見て逃げ出すなんてジェントルマンのすることかい？」

　下履ばきに替えてる暇ひまはなさそうだ。理子は仕方なしに上履きのまま神宇知悠仁の背中を追う。隣となりに並び顔を覗のぞき込むと、

「消えろ」

　凶きよう器きのように鋭い言葉と眼差まなざしでお出迎えである。

「ずいぶんと歓迎されているようで嬉うれしいよ」

　理子はにこやかに返す。

「なあ私に君の時間をくれないかい？　三十分でいいんだ。いや十五分でも構わない。面と向かって少し話がしたいんだ」

　時々小走りになりながら理子は神宇知悠仁の隣を歩く。

「昨日きのう、説明した通り私は『変へん恋れん部』という部活の部長をしていてだね、人間の本質とはなんぞやという宇宙的規模のテーマに取り組んでいる。宇宙的規模という表現は少々大おお袈げ裟さに聞こえるかもしれないが、人間が内包している精神世界は時に小宇宙と言われてたりもするわけだし、あながち誇こ張ちようでもないと私は思っているのだがどうだろうか？」

　神宇知悠仁に歩調を速める様子はない。もっとも足を止める気配もないのだが。

「君にも多少なりとも善意があるというのならば、私の知的探求に僅わずかばかりの協力をお願いしたいと、そういうわけなんだ。もちろん君が望むのならば見返りだって検討するさ。私にできることだったらなんなりと。ただし私に女としての見返りを期待するのは構わないが、過度な期待はしないように。言っておくが自信がないわけじゃないんだぞ？」

　理り子こはぐいっと胸を両サイドから持ち上げて見せる。

「見ての通り特別大きいわけではないが形は良いらしい。体育の着替えの時間などに私の胸を見たクラスメイトたちは『お主ぬしなかなかやりおる』と揃そろって褒ほめてくれるんだぞ？　あまりハードルを上げられても困るというだけの話さ。予あらかじめ断っておくよ」

　理子の説得が功こうを奏そうしているのか神かみ宇う知ち悠ゆう仁じんの表情は益ます々ます忌いま々いましげである。予定通りだ。ベクトルは正しい。

　どのような美び辞じ麗れい句くを並べたところで、神宇知悠仁が素直に此方こちらの要望に応こたえるとは思えない。だったら感情のベクトルがマイナス方向にあったとしても、先まずは此方に強い関心を持たせることが次のステージへのトリガーだ。

「君だって嫌いやだろ？　こうしていつまでも私に付き纏まとわれるのはさ。なにも難しいことじゃない。一度だけ話をさせて貰もらえれば私は満足するんだ」

　セルフダウトである。一度で満足するかどうかなんて話してみないことには判わからない。なにはともあれ同じテーブルについてしまえば此方の勝ちだと理子は思っている。

「人嫌ぎらいなのか女嫌いなのかは知らないが、少し我が慢まんするだけの簡単なお仕事さ。注射と同じで目を瞑つむってればあっと言う間に終わる。なにも取って食おうってんじゃないしさ、そう警けい戒かいしないでくれよ」

　──その時だ。繊せん細さいで透とう明めいなそれでいて嫌けん悪おに満ちた呟つぶやきだった。

「良く喋しやべる女だ……」

　神宇知悠仁は歩みを止めその場で不ふ愉ゆ快かいそうに頭を振る。

「アンタのような性格じゃあ長生きできないな」

　神宇知悠仁が拳こぶしの腹でトンっと理子の肩かた口ぐちを叩たたく。

「──俺おれにとってはアンタを殺すなんて〝生きる〟よりずっと簡単なことだ」

　神宇知悠仁の醸かもし出す独特な威圧感に、理子の身体からだがぶるっと震ふるえた。

「『死にたがりの宇宙人』に命の心配をされるなんて小こ粋いきなジョークだね」

『死にたがりの宇宙人』神宇知悠仁が誰かと話しているのが珍めずらしいのか『ストレンジサイケデリコ』彩さい家け亭てい理子がまたいつものようにおかしなことをしていると思われているのか、理由は定かではないがいつの間にか周囲の学生たちが遠巻きに此方を窺うかがっていた。

「心配じゃない。これは警告だ。長生きしたいのなら俺には関わるな。死にたいのなら俺の目の届かない場所で勝手に死んでくれ」

　神宇知悠仁は言い捨てると踵きびすを返す。

「……なあ。君はどうしてそんなにも死にたがっているんだ？」

　神宇知悠仁は首だけ捻ひねって「知る必要のないことだ」言うと再び歩き出す。

　徐じよ々じよに遠ざかる神かみ宇う知ち悠ゆう仁じんの背中を見ながら理り子こは逡しゆん巡じゆんしていた。否定的な内容ではあったが、ようやく粘ねばり勝ちをして会話を交わすことができたのだ。せめてもう一押し次に繋つながるなにかが欲しい。

「リスクを承知で煽あおってみるか……」理子は溜ため息いきに合わせて肩かたを竦すくめる。理子はぐっと拳こぶしを握にぎり締めると「私は知ってるぞ！」神宇知悠仁へと向かって声を張った。




「君の死にたい理由には君の『死んだ姉』が深く関わっていることをさ！」




　勘かんと言っても差し支つかえない。不完全は承知の上だ。このネタは万全の状態ならば切り札に成り得たはずである。本音としては大切に育てたかった。

　しかし彼を止めるためにはこれ以上に有効な手が今はなかった。

　どうやらパンドラの箱を開けてしまったらしい。お陰かげさまでナイトメアパーティの始まりだ。

「──今、なんて言った？」

　神宇知悠仁の両肩かたにスイッチが入ったかのように大きく跳はねる。ゆらりと振り返る。それはまるで幻まぼろしのように。

「なんて言ったって？　聞こえなかったのかい？　あれだけはっきりと言ったのに？　いいだろう。私は親切だからね。もう一度言ってあげよう」

　神宇知悠仁の瞳ひとみが射抜くように鋭く眇すがめられた。だから理子は笑ってみせた。




「このシスコン野や郎ろう！　って言ったのさ」




　直後、理子は中指を天へと突き立てウィンクしてやった。

　目が合う。意志とは無関係に理子の全身が総そう毛け立だった。この瞬しゆん間かんの神宇知悠仁はまるで獣けもののような眼めつきをしていた。最早もはや、話し合いなど成立する雰ふん囲い気きではない。脳内ではエマージェンシーコールが鳴り響ひびく。

　──しかしすでに時は遅い。

　理子が動き出すより遙はるかに速く獣は肉薄した。運動神経の良さを自負する理子が反応もできないほどの尋じん常じようならざる速度だった。

　獲え物ものに襲おそいかかる蛇へびのように怪かい物ぶつの右腕うでが伸のび理子の胸ぐらに噛かみ付く。ブラウスを捻ひねり上げられ理子の両足が爪つま先さき立だちになる。直後、怪物が無む造ぞう作さに腕を払はらうと、理子の身体が子供に振り回されるぬいぐるみのように容た易やすく宙を舞う。

　糸が切れる音に続いて宙空にプラスチック製の白いボタンがキラキラと弾はじけ飛び、赤いリボンタイが呪のろいのアイテムがごとく細首にきつく喰い込む。呼吸が詰まる。

　数秒後、背中に感じる重い衝しよう撃げきに肺が圧迫され、自身が地面に叩たたき付けられたことを知った。

　息も絶え絶えで呻うめき声さえでない。朦もう朧ろうとする理り子この顔面に濃こい影が差す。悪あつ鬼き羅ら刹せつの形ぎよう相そうだ。生きながらにして獣けものに蹂じゆう躙りんされる無残な人の姿が脳裏をよぎり戦せん慄りつが走る。

　相手の琴きん線せんに触ふれる話題を意図して選んだ。事実、煽あおったのだ。まさか我を忘れるほどに怒り狂ってしまうとは思いもよらなかった。完全に見誤った。




「死ねよ」




　神かみ宇う知ち悠ゆう仁じんの両腕うでが理子の首筋に伸のびる。歯し牙がのように突つき立った親指が喉のど元もとに食い込む。「かはっ」理子から掠かすれた呻うめきが洩もれた。

「……最さい期ごに無神経なアンタに教えてやるよ。人には触ふれてはいけない場所がある。アンタは俺おれの触れてはいけない場所に土足で踏み込んできた。人のテリトリーに入り込んだんだ。殺されても文句は言えない。自じ業ごう自じ得とくだろ？」

　神宇知悠仁はえらく饒じよう舌ぜつだった。無表情だが内心では激げつ高こうしているようだ。普段からこれくらい喋しやべってくれたら話を聞き出し易やすくて助かるのに。霞かすみゆく意識の中でひどく場違いな感想を理子は抱いだいていた。

　本格的に不ま味ずい。脳内麻薬と呼ばれる『エンドルフィン』の効果だろう。「くぅ」苦痛が徐じよ々じよに快楽へと変わってきている。

　途と切ぎれがちな思考で理子はぼんやりと思う。これが落ちてゆく感覚なのかと。これはなかなか貴重な体験をしているなと。まったく自分は生きるか死ぬかって時まで緊きん張ちよう感のない奴やつだと。

　視界が明滅し意識がシャットダウンする寸前のことだった。




「理子から手を放せえ！」




　気道が圧迫から解放される。回復する生命のライフライン。十分に供給される酸素に生きた心地を覚える。

「大だい丈じよう夫ぶか！　理子！」

　磨すりガラスの視界の向こうには、剣道着姿にスニーカーというアバンギャルドなファッションをした人物が跪ひざまずいていた。見慣れたこのシルエットは円えん馬ま佐さ那なだ。どうやら部活をしていた佐那が騒そう動どうを知り駆かけつけたらしい。

「おや、閻えん魔ま様がいるということは……わ、私は地じ獄ごくに落ちたらしいね──」

　直後、理子は咳せき込む。

「無理して喋るな！　良いから寝てろ！」

　悲痛な表情で佐那が叫ぶ。忠告に従い地面に全身を横たえ理子は呼吸をゆっくりと繰くり返す。

「──おい！　一年坊！」

　佐さ那なは立ち上がると『閻えん魔ま様』の呼び名に相応ふさわしい迫力で一点を睨にらみつける。視線を辿たどると、少し離れた場所で神かみ宇う知ち悠ゆう仁じんが立ち上がろうとしていた。制服は砂に塗まみれ所々白くなっている。どうやら佐那に蹴けり飛ばされたのだろう。

「うちの理り子こが世話になったな！」

「……誰か知らないが邪じや魔まするな。これは俺おれとこの女の問題だ」

　神宇知悠仁が湯ゆ気げのごとくゆらりと立ち上がる。

「悪いがこの女は俺の連れでな。代わりに俺が相手になってやるよ！」

　佐那の怒ど声せいが朱しゆ色いろに染まり始めた空を劈つんざく。佐那のよく通る声が呼び水となり周囲にギャラリーを集める。

　長身の二人は僅わずか数メートルの幅で対たい峙じする。

『閻魔様』と恐れられる佐那の強さを知らない千せん光こうの生徒は恐らくいまい。一年の時に柔じゆう道どう部の主将を伸のしたできごとは最早もはや伝説でさえある。よって周囲の大勢は『円えん馬ま佐那に喧けん嘩かを売る無む謀ぼうな新入生がいる』という見方だった。

　しかし実際に神宇知悠仁と相あい対たいした理子の感かん触しよくは異なる。繊せん細さいそうな見た目に惑まどわされてはいけない。あれは獣けものだ。幾いくら佐那でも相手が悪すぎる。

　止めなければ──しかし理子の杞き憂ゆうも虚むなしく先に動いたのは佐那だった。

　現役バリバリの剣道部らしい瞬しゆん発ぱつ力のある跳ちよう躍やくで一いつ足そくで間合いを詰めると、神宇知悠仁の顔面めがけて撃うち放たれた弾だん丸がんのごとき拳こぶしを鋭く振り抜く。

　タイミング、スピード、共に申し分なくギャラリーの誰もが神宇知悠仁の鼻っ柱に佐那の拳が入る様を想像したことだろう。

「…………え？」

　ところが地面に倒れたのは佐那で立っていたのは神宇知悠仁だった。驚おどろきの声を洩もらしたのはもちろん佐那だ。周囲は予想外の状況に声を失っている。

　瞬またたく間のできごとだった。神宇知悠仁は鋭い佐那のストレートを首を逸そらしただけで易やす々やすと躱かわすと、バランスを崩くずした佐那をそのまま投げ飛ばした。無む駄だのない見み惚ほれるほどに流りゆう麗れいな動作であった。

　神宇知悠仁は地面に倒れ込む佐那を、石ころでも見るような冷さめた眼差しで見下ろしている。そして石ころでも蹴け飛とばすみたいに躊ちゆう躇ちよなく佐那の脇わき腹ばらに向かって右足を振り下ろす。

「くふぅ」肺の空気が無む理り矢や理りに搾しぼり出されたような呻うめき声が佐那から洩れる。

　再び無表情に右足を振り上げる神宇知悠仁に佐那は驚きよう愕がくの眼差まなざしを見せると咄とつ嗟さに亀かめのように丸くなる。二発目。神宇知悠仁の蹴りが身体からだの側面を捉とらえると「うぐっ」奥歯を食いしばるような声が佐那からした。

　理子は気力を振り絞しぼり立ち上がる。まだ意識は霞かすんでいる。しかし佐那を助けなければ。

「ヘイ！　ダーリン！　浮気は困るねえ！　君の相手は私のはずだろ？　私のような良い女をその気にさせておいて途と中ちゆうで止やめるなんて最低野や郎ろうのすることだ！　さあ、きっちり最後まで〝イカせて〟くれよ！」

　不ふ敵てきに笑ったつもりだが、果たして上う手まく笑えたかどうかは怪しいものである。意識は未いまだくらくら足もふらふらなのだ。

「……お望み通りあの世に〝逝いかせて〟やるよ」

　どうやら挑ちよう発はつは成功だ。神かみ宇う知ち悠ゆう仁じんが理り子こへと向き直った。

「ば、馬鹿！　理子止めろ！」威い勢せいに反して佐さ那なの声には苦痛が滲にじむ。

　ゆっくりと近づいてくる具現化された『狂気』に理子は身み震ぶるいする。まるでジェットコースターの一番頂上から落下する直前のような期待と不安に満ちていた。

　理子はおおよそどんな物事に対しても物もの怖おじしたりはしない。少なくとも理り屈くつで理解できる事象に恐おそれを抱いだくことはない。

　しかし眼前にある『暴走する狂気』に理子の理屈は通じそうにはないのである。

　或いは情報と時間さえあれば『狂気』を紐ひも解とくことも可能であろうが、この瞬しゆん間かんにそのどちらも有りはしない。

　やがて人の形をした『狂気』が目の前に直立する。生気のない表情で静かに立っている。

　理子はにやりと一つ笑むと瞳ひとみを閉じ、あごを上げ、真っさらな首筋を『狂気』へと剥むき出しにする。不思議と恐きよう怖ふはない。

　きっとこんなことを白状すれば佐那は激げき怒どするに違いない。死への好こう奇き心しんが少しだけ疼うずいているということを──。

　首筋に冷たい指先の感覚を感じる。牙きばの指先が徐じよ々じよに皮ひ膚ふへと喰い込んでゆく。

「り、理り子こっ！」

　なに苦しいのは途と中ちゆうまでさ。峠とうげを越えればそれこそ〝イク〟ように〝逝いける〟かもしれない。佐那にはいろいろと迷めい惑わくを掛けてきた。機会があれば地じ獄ごくで本物の閻えん魔ま様のサインでも貰もらってきてやろう。

　──その時である。




「神宇知くん！　お願い止めてよ！」




　女子生徒の甲かん高だかい声が周辺に木霊こだまする。

「ま、間違ってるよ！　こんなの絶対間違ってる！　わ、私……こんな神宇知くん見たくないよ……」

　呆あつ気けに取られ声を失っていた周囲の生徒たちから、沸ふつ騰とうするようなざわめきが湧わき上がる。一気に辺りが騒そう然ぜんとした雰ふん囲い気きに包まれた。

　直後、首から指先が外れ「……次は本当に殺す」小さく呟つぶやく。「ちっ……」面倒だとばかりに神かみ宇う知ち悠ゆう仁じんは地面に落ちている鞄かばんを拾い上げると早足でこの場を去ってゆく。

　理り子こは地面にぺたりと腰こしを落とす。

「だ、大だい丈じよう夫ぶですか！　理子先せん輩ぱい！」

　息急せき切らせて駆かけ寄ってきたのは優ゆ衣いだった。

「……すまない優衣、感謝する。君のお陰かげだ。今は空気がやたらと美う味まいよ」

　優衣がふるふると頭を揺らす。

「いいえ、先輩たちが身体からだを張っているのに、私だけいつもみたいに怯おびえてるわけにはいきませんから……」

　優衣は引き攣つった笑みを浮かべていた。

「そ、それより！　理子先輩！　と、とりあえず〝前〟を隠かくしましょう！」

　なぜか優衣が頬ほおを赤らめている。

「ん？　前……？」優衣に言われて視線を落とすと、ボタンがはじけ飛んだブラウスの前面が大きくはだけ肌はだが顕あらわになっていた。谷間だとかブラだとか理子の胸元は南国リゾートもかくやという開放感であった。

「は、早く隠しましょう！　男の子たちが見てますから！」

　おろおろと慌あわてふためく優衣を尻しり目めにちょっとした悪戯いたずら心ごころが理子には芽生える。

　理子は周囲の男子生徒らに向かって手を振りプレイガールよろしく投げキッスを放つ。すると、予あらかじめ打ち合わせでもしていたかのような息の合った歓かん声せいがギャラリーから一いつ斉せいに上がる。

「……あれは誰かが金で雇やとった〝歓声を上げるだけのエキストラ〟連中かね？」

　理子は皮肉を込めた笑みで隣となりの優衣に肩かたを竦すくめてみせる。

「まあでも今日きようは運が良かった。偶ぐう然ぜんにもいつもより可愛かわいらしいブラだったからね」

　そうやって理子が「ふふ」笑うと「もう理子先輩ってば！　そういう問題じゃありませんよ！」見兼ねたらしい優衣が脱ぬいだ自分のカーディガンで理子の胸元を覆おおってきた。

「優衣は存外とお節せつ介かい焼きだな。私のことはもう大だい丈じよう夫ぶだからそれより佐さ那なを頼む」

　佐那が脇わき腹ばらを片手で押さえながら片足を引きずり此方こちらへと向かってくるのが見える。険しい表情が痛みのほどを物語る。

「佐那先輩！　動いちゃ駄だ目めです！　保健の先生を呼んできますから大人おとなしくしてて下さい！」

「佐那──」優衣に続き理子も声を掛けようとしたのだが、言うより先に佐那の胸に頭をひしと掻かき抱いだかれた。

　理子の頬ほおが押し潰つぶされてしまうほどに深く抱だきしめられる。戦場で離れ離れになってしまった子供とようやく再会することが叶かなった母親のようである。理子の抱いたイメージが加味されてか、剣道着の饐すえた匂においや汗あせ混まじりの匂いと一いつ緒しよにどこか懐なつかしい匂いがした。

　小言の一つも言われるだろうと覚かく悟ごしていたのだが佐那は無言のままだ。訝いぶかしげに見上げると、ぽつりと雨粒のような雫しずくが理子の頬を濡ぬらす。雫は後から後から佐那の尖とがったあご先から滴したたり落ち理り子この顔全体を満まん遍べんなく濡ぬらしてゆく。

　それは聞く者の胸を絞しめつけるような心痛な叫びだった。

「……お願いだから頼むから無茶はしないでくれ！」

　寒さに凍こごえるように佐さ那なの身体からだが小刻みに震ふるえている。

「理子……ああ理子……無事で良かった……本当に良かった……」

　あの『閻えん魔ま様』と皆から恐れられる佐那が怯おびえていた。小さな子供のように。

　初めて見る友のあられもない姿に理子は言葉を失う。一体、なんに対しての謝罪なのか。意味を理解せぬまま「……悪かった」今の理子にはそう小さく呟つぶやくことしかできなかった。

　茜あかね色いろの校庭には立ち尽つくす一つの影と重なり合う一つの影だけが濃こく長く伸のびていた。






　　深い青







　　　　◆◇◇◇◇◇




　翌日、円えん馬ま佐さ那なが教室に顔を出したのは昼過ぎのことだった。病院に寄ってから登校したからだ。

　表おもて向むきは怪け我が人には見えない佐那ではあるが、検査の結果、肋ろつ骨こつにヒビが入っていたらしく、これ見よがしに披ひ露ろうされた脇わき腹ばらには幾いく重えにも白い包ほう帯たいが巻き付けてあった。幸いにして足首は軽い捻ねん挫ざで済んだらしい。

「お前のせいだからな」

　認知しないさいよねと言わんばかりの勢いである。直接的には理り子このせいではないと思うわけだが、かと言って無関係でもなく、余計な発言は火に油を注ぐに等しいと口を噤つぐむ理子なのである。

　剣道部は休むようで「理子が無茶をしないようにしばらくは常に見張ってる」堂々ストーカー宣言である。さらには、

「絶対に神かみ宇う知ち悠ゆう仁じんには近づけさせないからな！」

　どこの馬の骨とも判わからん男に娘むすめはやらんという頑がん固こ親父おやじのコラボレーションまで実現だ。

　以上のように、昨日きのう、一時だけ現れた弱々しい佐那は朝方見る夢のようにすでに消え失うせ、やや凶きよう暴ぼうがスタンダードである友人はどうやらいつもの調子を取り戻していた。

　元気なのは有り難がたいことではある。ただ佐那が剣道部に復帰するまで窮きゆう屈くつな目に遭あいそうなのは間違いない。

　口答えをしない代わりにせめてもの抵抗として、理子は大おお袈げ裟さな嘆たん息そくを佐那の眼前でするのだった。

　お待ちかねの放課後である。

　公約通り佐那は理子にぴったりついて離れない。しかも脇腹が痛むのか昨日の今日きようだけにいろいろと警けい戒かいしているのか、シークレットサービスばりの険しい表情で後をついてくるものだから、すれ違う生徒が佐那を見るなり一様にぎょっとした表情を浮かべ理子たちへと道を空ける始末だ。モーゼよろしくである。

「シュワルツェネッガーを供に従えていたエドワード・ファーロングの気分が今の私には良く判るね」

「人をターミネーター扱いするな。大体、目を離すとなにをしでかすか判らないお前が悪いんだろ。なんと言われようとも学校にいる間は俺おれは理り子こから片時も離れないぞ」

「まあまあ情熱的なことで。口く説どき文句だとしたらフランス男も今の君には敵かなわないだろうね。実際に熱狂的な円えん馬ま佐さ那なファンが聞いたら卒そつ倒とう間違いなしだ」

　理子のからかいの言葉にも「好きに言ってろ」ご立腹ではあるが身を引くつもりはないらしく、当然の顔をして部室にまで佐那はついて来る。仕方なく刑けい務む官に監かん視しされる囚しゆう人じんがごとき気分で理子は日課のＢＢＳを確認するのである。

　ＢＢＳを開いて理子はすぐに気づく。『警告』というタイトルのスレッドが立ち上がっていることに。昨日きのうまでなかったはずだ。

　ＨハンドルＮネームは──『死にたがりの宇宙人』。理子はすぐさまダブルクリックする。




『これ以上関わるな。忠告ではない警告だ。次は本当に殺す──』




「──次は本当に殺す……っておい！　これ！」

　ディスプレイに集中するあまり背後の佐那に気づかなかった。

「『死にたがり宇宙人』ってアイツの呼び名だろ？　これってあの神かみ宇う知ちって奴やつの書き込みじゃないのか？」

「さあ、どうだろう？」

　確かに表向きは神宇知悠ゆう仁じんの書き込みであるのだが、あくまで匿とく名めい掲示板である。他人が彼になりすまして書き込んでいないとも限らない。ともあれ管理人権限を行使して即座に消去。

「……消して大だい丈じよう夫ぶなのかよ？　脅きよう迫はくの証しよう拠ことして残しておいたほうが、後々のことを考えたらいいんじゃないのか？」

「平気さ。君と私と最低でも二人の証人がいることだし。それよりＢＢＳの利用者を余計な荒事に巻き込みたくないという気持ちのほうが強いね」

「理子にしては真っ当な意見だな」

「当然だろう？　私から良識を奪うばったらなにも残らんよ」

「どの口が言うか。初めからないものをどうやって奪い取るのかむしろ教えて欲しいな。本音を言えよ」

「まあそうだね……放課後、『変へん恋れん部』の部室で一人しみじみとＢＢＳの恋愛相談を眺ながめるというのが私の学校での最高のラグジュアリーでね。無ぶ粋すいな横よこ槍やりによって、楽しみが奪われてしまうなんて実にナンセンスだと思わないかい？」

「……結局、私利私欲かよ」佐那が呆あきれた表情を浮かべる。

「善人にはなれないと開き直っているところが逆に潔いさぎよくて好感が持てるだろ？」

「図ずう々ずうしい奴やつだとしか思えないね」

　睨ねめる佐那へと「ふふ」理子は愉ゆ快かいな気分で喉のどを鳴らす。

「笑ってる場合じゃないだろ。悪いことは言わない。もうアイツからは手を引け」

　一転して真剣な声こわ色いろの佐さ那なだ。

「──嫌いやだと言ったら？」佐那の顔色を窺うかがい問う。

「答えろよ……その首筋にうっすらと残る痣あざはなんなんだよ？」

「キスマークって答えたらクラスメイトはきゃあきゃあ言って喜んでくれたが？」
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　瞬しゆん間かん、佐那の目め尻じりが吊つり上がる。

「ふざけんなって！　昨日きのうの今日きようで忘れたとは言わせないぞ。お前、アイツに殺されそうになっただろうが」

　確かに、あの時の神かみ宇う知ち悠ゆう仁じんからは強い殺意を感じた。しかし真実、神宇知悠仁が理り子こを殺すつもりだったのかは判わからない。現に理子はこうして生きているのだから。

　理子は自じ嘲ちようめいた笑みを口元に浮かべて肩かたを竦すくめる。

「まあそう心配するな佐那。私も昨日今日で彼に特とつ攻こうするほど神経はぶっとんじゃいない」

「俺おれの常識からすれば彩さい家け亭てい理子は十二分にぶっとんでると思ってるから、こうやって忠告してるんだよ」

「さすがにほとぼりが冷めるまでは大人おとなしくしているさ」

「手を引くとは言わないんだな」

「できない約束はしない主義でね」

「俺おれがこんなにも言っているのにか？」

「相手が君だからこそ私は本音で語っているのだが？」

　しばらく理り子こと佐さ那なは互たがいに見み詰つめ合ったまま無言だった。やがて「……まあいいだろう」佐那が決意に満ちた眼差まなざしで言う。

「俺がしっかりと理子を見張って、もう二度と無茶させなければいいだけの話だ」

「我が友よ……判わかって言ってるのかい？　それは鳥に空を飛ぶなと命じるに等しいぞ？」

　理子が剣けん呑のんに瞳ひとみを眇すがめるも佐那は平然と受け止める。




「俺はな！　残ざん酷こくだと罵ののしられようとも！　危険から守るためなら理子を籠かごの鳥にだってするし翼つばさだってもいでやる！」




　佐那の張りのある声が暮れなずむ室内に響ひびく。大声を発した上に身振りをも交えたからだろう。「くうぅ」佐那は苦痛の表情を浮かべ脇腹を押さえた。

「それで嫌きらわれたって鳥がいつまでも元気に囀さえずってくれるなら俺は後悔しない……」

　佐那は脇腹を抱かかえ俯うつむき黙だまり込み、理子はおもむろに視線を窓の外へと移す。途と端たんに室内が静せい寂じやくのベールに包まれる。

　これが心しん象しよう風景というやつだろうか。瞳ひとみに映る夕暮れの校庭にどことなく哀あい愁しゆうを感じてしまった。

　もちろん主張は山ほどある。だが今は返す気にはなれなかった。

　それは怪け我がをさせてしまった負い目だけが理由ではない。佐那が本気に自分のことを心配してくれているのが判るからだ。

　断言できる。今回のように理子が危険に曝さらされたとしたら、次も間違いなく佐那は身を呈ていして理子を守ろうとする。それが例え佐那には敵かなわない相手だったとしてもだ。

「佐那……私はさ、君が傷つく姿を見たくはないんだ」

　理子は頬ほお杖づえをつき校庭をぼんやりと眺ながめながら洩もらす。

「だから、まあ、可能な限り善ぜん処しよするさ……」

　すると佐那が俯いたままぽつりと呟つぶやく。「ああ、そうしてくれ……」と。

　互いの言葉は途と切ぎれる。しかし時間は止まることなく一日の終わりに向けて刻まれてゆく。下校を知らせる『蛍ほたるの光』が今日きようはやけに遠く感じた。




　　　　◇◇◇◇◇◆




　姉は街の百貨店に就職した。経理に配属され、備品等の管理や発注を担当しているのだと嬉うれしそうに語っていた。

　仕事を終え家に帰って来ると姉は職場の話を聞かせてくれた。

　姉は仕事柄がら、他部署の人たちとも関わることが多いらしく、化け粧しよう品ひん売場の高こう生せいさんはテキパキ仕事もこなす上に美人だからすごく憧あこがれるだとか、食品部長の金かね美みさんはバレバレのカツラを被かぶっていて百貨店の全員がそのことに気づいているだとか、催さい事じ担当の伊い佐さ地ぢさんは出張の度たびに地方限定のお土産みやげを買ってきてくれるだとか、そんな彼にとって未知なる世界の話を丁てい寧ねいに聞かせてくれた。

　小学生の彼には姉の話を半分も理解できてはいなかったのだが、熱心に話す姉の姿を眺ながめている時間は割と好きだった。ただ社会人の姉はこれまで以上に生き生きとしていて、彼の手の届かない遠くへ遠くへと離れて行ってるみたいに思えて少し不安だった。

　月日が進むにつれ彼の杞き憂ゆうは色を濃こくしてゆく。たおやかで美しく社交的な姉が皆に好かれないわけがなかった。

　就職して一年も経たつと「ごめんね。会社の人たちと約束があって……」「ごめんね。会社の人たちとの付き合いで……」会社を理由に姉の帰りが遅くなったり彼を置いて休日に出掛けたりすることが徐じよ々じよに増えていった。会社に姉を取られたような気がして彼は不満だった。

　もちろん不満を口にすることはなかった。姉は彼のために大学進学を犠ぎ牲せいにして働きに出てくれたのだ。感謝こそすれ文句など言えるはずもなかった。

　姉と水入らずの生活が幸せすぎていつの間にか贅ぜい沢たくになってしまったのだ。

　二人でスーパーに買い物に行ったり一いつ緒しよに料理をしたり掃そう除じをしたり洗せん濯たくをしたりＴＶを観みたり──姉との生活が宝物のように大切で、すべてを手に入れたいと欲張りになってしまったのだ。

　そう自分に言い聞かせ続けるのにも限界はあった。

　日に日に姉が綺き麗れいになってゆく。化粧が上う手まくなり、髪かみの手入れの時間が長くなり、服装が別人のように大人おとなびてゆく。

　何ど処こへ行っても姉は注目を集めた。誰もが美しい姉へと羨せん望ぼうの眼差まなざしを寄せていた。鼻が高かった。自じ慢まんの姉が皆に評価されるのが我がことのように嬉うれしかった。

　けれど同じくらい憂ゆう鬱うつだった。

　この頃から姉の会話の中に特定の人物の登場する回数が増えてきた。それは百貨店の人間で男だった。

　その男のことを話す時の姉はいつにも増して笑顔になる。幸せそうな姉の姿を毎日見ていたらさすがに小学生の彼にも判わかってしまった。姉は男のことを特別意識していると。

　彼には〝恋〟という概がい念ねんが朧おぼろげであった。なので彼にとって重要なのは、姉にとってより大事なのは彼と男のどちらなのかという問題だった。

　ある日曜日のことだ。彼は姉を試すことにした。

　男にドライブに誘さそわれ朝から出掛けるために忙いそがしく身み嗜だしなみを整える姉へと、彼は今日きようは自分と一いつ緒しよに買い物に行って欲しいと頼んだ。彼が姉にこのような我わが儘ままを言うのはおそらく初めてのことだった。

　もちろん買いたい物なんてなにもない。姉に自分をはっきりと選んで欲しかったのだ。

　自惚うぬぼれでもなんでもなくて姉はこれまで多くを彼のために捧ささげてくれた。きっと今回の不安だって気の迷いにすぎなくて、最後には姉が優しい笑顔で「いいよ」と言ってくれるに違いない。そう彼は信じていた。

　ところが姉はひどく戸と惑まどっているようだった。「えっと……」言葉を詰つまらせ時計をちらちらと気にしながら困こん惑わくした表情を浮かべて立ち尽つくしていた。姉を困らせているという罪悪感が胸中にじわりと滲にじむ。

　姉の言葉に頭の中が真っ白になった。

「……ごめんね」

　この瞬しゆん間かんにおいて、これほど聞きたくない言葉が他ほかにあるだろうか。

「今度、絶対に埋うめ合わせするから」「次の日曜日は悠ゆうくんのために一日空あけておくから」姉は申し訳なさそうな顔をしながら早口でそう言うとそそくさと家を出て行った。

　その日、彼は家から一歩も出なかった。一人きりの部屋で彼は布ふ団とんに小さく蹲うずくまり途と方ほうに暮れるのだった。

　大好きな姉が知らない男に奪うばわれてしまったと。
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『借りてきた猫ねこ』とはこのことを言うのだろう。常に獲え物ものを求めて草原を駆かけ巡めぐる貪どん欲よくなライオンのごとき理り子こが、部室に来てからかれこれ一時間は経たとうというのにノートＰＣの前でじっとしている。さながら縁えん側がわで日向ひなたぼっこする家猫のようである。

　彩さい家け亭てい理子という人物は他人の言うこと素直に聞くような殊しゆ勝しような玉ではない。

　そのことを誰よりも知る佐さ那なは、いつライオンが暴走しても対応できるようにと緊きん張ちよう感を持って理子の傍そばに控ひかえていた。しかし理子は眠ねむたげな眼差まなざしでディスプレイを眺ながめ時々小さな欠伸あくびを零こぼすだけ。至って大人おとなしく身構えていただけに拍ひよう子し抜ぬけの気分だった。

「ふう……」

　理子から気け怠だるげな吐と息いきが洩もれる。監かん視しする佐那への当て付けかと思ったが、ぼんやりとした横顔を見るにどうやら無意識に洩れた溜ため息いきらしかった。

　ひどく退たい屈くつそうな友の姿に二日目にして早くも若じやつ干かんの後ろめたさを抱いだいてしまった。もちろん無茶をさせないと宣言しそれを理子に強要したのは佐那なのだから、心苦しさを感じるなど身勝手にもほどがある。

　これは悪い癖くせだった。昔から佐那は理子に甘あまいのだ。一つにそれは諦あきらめだった。

　どれほど諭さとしても己の主張が正しいと思えば理り子こは実行するし、万が一己の主張が間違っていたとしてもどうしてもやりたいと思えば理子は実行する。そもそも説得しようにも口が達者な理子を言葉でどうにかしようなど土台無理な話なのである。

　つまりいつだって最終的な実行の有う無むは理子次第なのだ。

　見ると、ずるずると頬ほお杖づえが崩くずれ理子は机に突つっ伏ぷすようなだらしない体でディスプレイを眺ながめている。崩くずした肘ひじがボールチョコの入った箱に当たり、一粒つぶがころころと机を転がり床ゆかへと落ちた。

　しょうがない奴やつだと思わず口元が綻ほころんでしまったのに気づき、佐さ那なは慌あわてて顔の筋肉を引き締める。救いようのないことに、時に自由奔ほん放ぽうに時に傍ぼう若じやく無ぶ人じんに振る舞う理子の性格を佐那は嫌きらいじゃなかった。

　好きなことを好きなようにしている時の楽しげな彼女が一番魅み力りよく的なのだ。だからなんだかんだと心配をしたり文句を言ったりしつつも、できるだけ理子のやりたいようにさせてやろうという気になってしまう。

　しかし今回ばかりは話が違う。アイツは駄だ目めだ。神かみ宇う知ち悠ゆう仁じんは危険すぎる。

　天てん秤びんに掛けるまでもない。なにより大事なのは命だ。理子を守るために多少の罪悪感など気にしていてはいけない。佐那は改めて自分自身に強く言い聞かせる。

　すると突とつ然ぜん、部室の扉とびらが勢い良く開く。

「久しぶりね円えん馬まくん。一週間ぶりかしら？」タイトなスカートが似合う美人が、キャットウォークを闊かつ歩ぽするモデルのようにきびきびとした足取りで室内へと入ってくる。

「水曜日に来るなんて珍めずらしいじゃないですか？　どうしたんですか今日きようは？」

　来るはずのない人物の来訪に佐那は驚おどろかずにはいられなかった。ここ最近忙いそがしい麻ま穂ほさんが千せん光こうに顔を出すのは毎週金曜日と決まっていた。

「少しだけ空あきができたからね。はい。駅前の『シャトー・ル・ブラン』で買ってきたチョコクリームエクレア」

　麻穂さんはエクレアの箱をぽんっと佐那の前に置くと、踵かかとのヒールをリノリウムの床ゆかに響ひびかせ部屋の隅すみにあるロッカーへと向かう。

　この美女は塚つか井い麻穂という千光高校の元保健医だ。さらに名ばかりではあるが『変へん恋れん部』の現顧こ問もんでもある。そして巷ちまたで話題の『恋愛カウンセラー』だった。

「いや最近は前にも増して麻穂さんがＴＶに出てるのを観みるから、忙しすぎて曜日の感覚が麻ま痺ひしてるんじゃないかと」

「そうね。今日きようが日曜日だったらどんなに幸せだろうって毎日思っているわ」

　麻穂さんは疲れた表情で小さく嘆たん息そくしてみせる。

　朝の情報番組から夜のバラエティに到るまで一週間に幾いく度どか、麻穂さんをＴＶで観み掛かける。

　麻穂さんは現在売り出し中のカウンセラーで、人目を引くその容姿から『美人すぎる恋愛カウンセラー』として世間の注目を集めている。最近発売の女性雑誌に載のっていた『憧あこがれの女性ランキング』にも華はな々ばなしい女優やタレントに混ざってランクインしていた。

「つい去年まではただの保健医だったのにね。こんなことになるなんて世の中なにがあるか本当に判わからないわ」

　麻ま穂ほさんはロッカーの中から真っさらな白衣を取り出し羽は織おる。〝颯さつ爽そう〟という表現が良く似合う身の熟こなしである。

「大学時代の先せん輩ぱいカウンセラーからどうしてもって頼まれて、代理でＴＶ出演したらなんだかウケちゃってね。これっきりのＴＶ出演だと思って開き直ってコメントしたのが良かったみたいでね。気づいたらこの通り」

　麻穂さんは肩かたを竦すくめて天てん井じようを仰あおぎ見てから、窓際にあるリクライニングチェアにスマートな仕し草ぐさで腰こしを下ろす。世の多くの女性が憧れるのももっともだろう。言葉遣づかいや身の熟しがいちいち様さまになっているのだ。

「ところで円えん馬まくん。一つ質問させて欲しいのだけれども──」

　麻穂さんが不意に改まった表情を浮かべる。

「──最近、マリリンを見かけないけどあの娘こは元気にしているのかしら？」

「昨日きのう、廊ろう下かでばったりマリリン先せん輩ぱいに会いました。今週末も山に焼き物を造りに行くって元気そうに言ってましたよ」

「陶とう芸げい家かの男性とまだ続いているのね」

「……どうでしょう。付き合いは順調なのかって尋たずねたら『陶芸は楽しいよー』って言ってましたから」

「うーん、マリリンの背後に新たな墓ぼ標ひようが立つ日も近いかもしれないわね」

　麻穂さんは苦笑いを浮かべる。

　通称マリリンこと三年の真ま利り凛りん花か先輩は理り子こを除く唯一の『変へん恋れん部』の部員であり『あばずれガール』の異名が示すように〝恋多き女〟である。麻穂さんの表現を借りるなら、マリリン先輩の背後には丘を埋うめ尽つくさんばかりの男たちの墓標が乱立しているのだ。

　中学時代から色恋のトラブルが絶えない先輩だが、同性でも理子とは相性がいいらしく佐那が気づいた時には『変恋部』の部員だった。

「円馬くん。おまけにもう一つ尋ねるんだけど──」

　先ほどよりさらに険しい表情を麻穂さんは浮かべて言う。

「──部活の顧こ問もんが来たというのに挨あい拶さつもしないで、あまつさえお土産みやげまで持って来てあげたのに感謝の言葉もなく、間違って南の島に流れ着いたペンギンみたいにぐったりしているそこの娘はどうにかならないのかしら？」

　見ると、理子はもそもそとした動きでエクレアの入った箱を開け中身を覗のぞき込んでいた。「もう黙だまって食べようとしないの」無言でエクレアへと手を伸のばす理子を麻穂さんが諫いさめる。

「理り子こ。シャキッとする。エクレアを食べるんなら隣となりの保健室から三人分の『おーい紅茶』を取ってきなさい」

　まるで母親みたいに麻ま穂ほさんが嗜たしなめると、猫ねこが時々するみたいにしばらく一点をぼんやりと見み詰つめる理子だったが、やがて「やれやれ人使いの荒い〝魔ま女じよ〟だ」麻穂さんへと悪態を残し部室を出て行く。

「……かつてこれほどやるせない気持ちになったことがあるかしら」

　麻穂さんは呆あきれた表情で理子の消えたスライドドアを見詰めていた。

「調子が狂うわね。いつもは引っ切りなしに喋しやべりまくる理子がこうも大人おとなしいと、ドッペルゲンガーやらメタモルフォーゼやらアンドロイドやらクローンやらの超常現象的な『理子に良く似た別の代しろ物もの』というような想像までしたくなってしまうわ」

「……なんかすいません」

　佐さ那なから力ない言葉が洩もれる。責任を感じずにはいられない。

「それに円えん馬まくんも。二人して様子がおかしいわよ？　一体どうしたの？」

「……その麻穂さん、この後、ちょっと時間大だい丈じよう夫ぶですか？」

　今の気持ちを少しだけ誰かに話したかった。

　麻穂は一いつ瞬しゆんだけ品定めするような眼差まなざしで佐那を見み詰つめる。しかしすぐにいつも通りの整った笑みを浮かべると「お姉ねえさんに任せなさい」くいっとあごを動かした。







　気の抜けた炭酸みたいな理子を一人で帰らせるのは忍しのびなかった。表情に現れていたのかもしれない。

「まるで初めてのおつかいに子供を送り出す親のような顔をしてるわよ？」

　麻穂さんが此方こちらを見ながら笑っていた。

　麻穂さんの仕事机の前に座る。ここ最近の理子と自分の身に起こったできごとを順番に話してゆく。

　真剣な表情を浮かべ話の内容を手元のノートに頻ひん繁ぱんにメモする麻穂さんの様子に、カウンセリングを受けているような気持ちになる。たぶんこの感覚は正しい。この時の麻穂さんはＴＶで見せるカウンセラーの顔をしていた。

　すべての話を聞き終えた麻穂さんは「相変わらずね、あの娘こは」おかしそうに笑った。理子が死にそうになったという話なのに然さ程ほど驚おどろいているようではなかった。

　麻穂さんと理子の間あいだ柄がらは姉妹に近い。昔から心理学や哲学に興味を持っていた理子が麻穂さんに惹ひかれたのは必然であろう。似た者同士の二人は最初から馬が合った。今ではプライベートでお気に入りの英えい国こく風ふうカフェへと一いつ緒しよに食事に出掛ける仲だ。

　もしかしたら今回の騒そう動どうに関して学校関係者から事前に話を聞いていたのかもしれない。わざわざ忙いそがしい身を押して水曜日に来たこともそれならば納なつ得とくできる。

　なんだかんだで麻ま穂ほさんも理り子このことが可愛かわいいらしい。

「どうりで理子の様子が変だったわけか。まるで禁断症状ね」

　麻穂さんが呆あきれたように洩もらす。

「理子にとって知的探求とは最早もはやライフワークになってしまっているのでしょう。ありがちなケースね。例えば趣味で始めたことが時間経過と共に『責任』『使命』『義務』などが付加され、やがては強い『依存』に繋つながる。気晴らしに始めたはずの趣味がむしろ重荷になるといった本ほん末まつ転てん倒とうの事態ね。けれど大なり小なり誰しも一度は経験したことがあるはずよ。傾向としては生き真ま面じ目めな人物ほど陥おちいりやすい。だけど、どう見ても理子は生真面目じゃないわ」

　考えを纏まとめているのか麻穂さんはボールペンの後ろでとんとんと机を叩たたく。

「理子を自じ重ちようさせている最たる要因は、円えん馬まくんを怪け我がさせてしまったことへの負い目かな」

　瞬しゆん間かん、佐さ那なは掌てのひらをきつく握にぎり締める。

「つまり理子は二に律りつ背はい反はんの現状に戸と惑まどっているのね。『知的探求は続けたいけれど友人に怪我もさせたくもない』というところかしら。当然、理子はそのことを自覚しているはず。解決方法も知っているはずよ」

　麻穂さんが「ところで円馬くんは『防衛機制』という言葉は知っているかしら？」尋たずねてくるので佐那は「いえ」頭を横に振る。

「『防衛機制』とは精神分ぶん析せき用語でね、かの有名なジークムント・フロイトの娘むすめであるアンナ・フロイトが児童精神分析の研究の中で使い始めた言葉なの。大おお雑ざつ把ぱに説明するなら『本能的自己防衛システム』とでも言ったところよ。精神衛生上本人にとって悪いことから身を守ってくれる有り難い機能とでも思って貰もらえば良いわ」

　麻穂さんは「じゃあ少し専門的な話をするわね」前置きして続ける。

「今回のケースを精神分析における『防衛機制』に当てはめた場合、理子が知的探求を『抑圧』することはまず考えられないのだから、選せん択たく肢しとして『置き換え』か『昇しよう華か』が妥だ当とうなの。さっきも言ったように理子は知識としてそれを知っているはず。けれどどうやら割り切れていないみたいね。つまりその理子の興味の対象たる、その……なんだったっけ……」

　麻穂さんは手元のノートに視線を落とす。

「──そうそう『神かみ宇う知ち悠ゆう仁じん』。その男子生徒に対して理子は、余程強い興味を惹ひかれているのでしょう。知的探求だけが目的ならば他ほかのもっと安全な対象へと興味を移行するれば済むことだもの。いわゆるこれが『防衛機制』で言うところの『置き換え』や『昇華』に分類されるわ。少なくともいつもの理子なら迷わずそうするはずよ」

　麻穂さんは「理子は本当に困った娘こね」口ではそう言いながらも表情は優しげだった。

「──麻穂さん。どうしたらいいんだろう。俺おれはただ理子に傷ついてほしくないだけなんです。だから理子に『神宇知悠仁には近づけさせない』って宣言したんだ。それぐらい強く言わないと理り子こは絶対に諦あきらめるような奴やつじゃないから……」

　自然と佐さ那なからは溜ため息いきが洩もれる。

「でも……矛む盾じゆんしているけど、あんならしくない姿は見たくないんです。理子は身勝手なくらいで丁ちよう度ど良いから……」

　麻ま穂ほさんは席を立ち佐那の正面に回ると肩かたへと掌てのひらをそっと添そえる。

「大だい丈じよう夫ぶ。円えん馬まくんの判断は正しいわ。実際に円馬くんのお陰かげで理子が無事であることに疑いの余地はないんだもの」

　麻穂さんの優しさが今の佐那には辛つらかった。自己嫌けん悪おに奥歯を噛かみ締める。

「だけど俺が理子を苦しめているのかと思うと……理子の自由を奪うばう足あし枷かせになってるんじゃないかって思うと堪たまらない……」

　麻穂さんが静かに尋たずねてくる。

「理子のことが大切なのね……」

　佐那は答えられなかった。黙だまり俯うつむくだけだった。

「──恋愛カウセリングなんてことをやってると時々思うの。果たしてこの世の中に真実、正しい愛し方なんてものは存在するのだろうかってね。結局、最後に辿たどり着くのは、それは人それぞれだよね、人の数だけ愛し方があるよね、そんなカウンセラー失格としか思えない曖あい昧まいな結論なのよ」

　麻穂さんが苦笑いをして小さく肩を竦すくめる。直後、麻穂さんが「でもこんな風にも考えられると思うの」微ほほ笑えみながら囁ささやいた。




「愛し方に間違いはあっても〝誰かを愛する〟という気持ちは間違いじゃないんだって」




　麻穂さんは佐那の肩を柔やわらかに叩たたく。あまりにその手が優しくて目め頭がしらが熱くなった。

　すべてを曝さらけ出し甘あまえることができたらどれほど楽だろうか。しかし今の自分にそんな資格はない。

　麻穂さんがくれた宝石のような言葉を佐那はただ噛み締めることしかできなかった。






　　サイケデリコに花束を







　　　　◆◇◇◇◇◇




　オレンジ色に染まる廊ろう下かを下げ駄た箱ばこへと歩きながら理り子こは力なく呟つぶやく。

「……生きるべきか死ぬべきかそれが問題だ」

　かの有名なシェイクスピアの戯ぎ曲きよく『ハムレット』の一節である。

　乱暴に言ってしまえば『やることなすこと上う手まくいかないこんな世の中くそつまんねえから死んじゃおっかなあ』という主人公のそんな嘆なげきである。

　まさしく現在の理子の心境も『なんだか楽しくないなあ』というところなのである。原因が明確なだけに季節変わりのカゼのように性た質ちが悪い。

　理子の信念に些いささかの変化もない。以前、神かみ宇う知ち悠ゆう仁じんに対しても堂々宣せん言げんした通りだ。

『一つしかない貴重な命を天てん秤びんに掛ける気はないが、己の美学に反するような真ま似ねはさ──死んでも御ご免めんなんだ！』

　しかしそれは誰かを犠ぎ牲せいにしてまで貫かなければならないほどの価値を持つのか。それは許されるものなのか。そもそも誰にも迷めい惑わくを掛けずに生きるなんて真似が可能なのか。不可能だとするならば誰かに迷惑を掛けることでしか人は生きられないということなのではないか。

　皮肉にも友に怪け我がを負わせて初めてそのような命題と正面から向き合うこととなった。

　理子は投げやりに言い捨てる。

「……人との交わりがなければ人は生まれてこないのだから考えるまでもないね」

　生まれる前から誰かの世話になっているのだから、前提として誰にも迷惑を掛けない生き方なんて有り得ない。けれど迷惑を掛けることを恐れて遠えん慮りよするなんて愚おろかしい。実にナンセンスだ。人生は有限だ。遠慮してやりたいことを我が慢まんするなんて時間の無む駄だだ。誰に迷惑を掛けたって我が儘ままだと罵ののしられたって構うものか。自分は自分の生きたいように生きてやる。

　そう理子は決めていた。

「まったくらしくないね」

　理子は足を止めると小さく頭を揺らす。廊下に伸のびる女子生徒の形をした黒影も揺れていた。

　決めていたはずなのに迷いが生まれた。佐さ那なの苦痛に歪ゆがむ顔が、痛みを堪こらえる呻うめき声が、心痛な叫びが理子の脳裏にこびりついて離れないのだ。

　他人の評価など知ったことか。勝手に言いたいことを言わせておけば良い。彩さい家け亭てい理子の価値を決めるのはいつだって自分自身だ。

「ふふ……私にも結構可愛かわいらしいところがあるじゃないか……」

　大勢の他人にどう思われようと平気なくせして、一人の友人には嫌きらわれたくはないらしかった。

　下げ駄た箱ばこを出て駐ちゆう輪りん場じように向かおうとしていた時だ。

「理り子こせんぱーい！　今から帰るんですかー？」

　背後から聞き慣れた声がする。振り向くと笑顔の優ゆ衣いが手を振っていた。

　家は何ど処こだと聞かれたので「駅前の近くのマンションに住んでいる」そう答えたら優衣に「駅まで一いつ緒しよに帰りましょう」と誘さそわれた。どうやら優衣は電車通学らしい。

「ところで彼は？」

　理子は先ほどから優衣の後ろに黙だまって控ひかえている男子生徒のことが気になっていた。

　小こ柄がらな男子だった。女子の中でも小柄な優衣と然さ程ほど変わらない。癖くせっ毛けなのだろうが、毛先のカールした柔やわらかそうな栗くり毛げが印象的である。

「紹しよう介かいします。同じクラスの江え入いり伊い庵あんです」

　聞き覚えのある名前だった。ただどこで聞いた名前だったのかまでは思い出せない。優衣に促うながされ「初めまして」江入伊庵が見た目通りの柔らかな笑みを浮かべる。

「私は彩さい家け──」

「知ってますよ。『変へん恋れん部』部長の彩家亭てい理子先せん輩ぱいですよね」

　理子より先に伊庵が言う。

「いやはや新入生にも知られているとは、私の悪名も遂ついに此こ処こまで来たか。佐さ那なが知ったらさぞや喜ぶことだろう」

　理子が笑い掛けると優衣は困ったような表情で苦笑いを浮かべるのだった。

　優衣たちと一いつ旦たん別れて駐輪場へ。そして再び合流するため、自転車を手で押しながら校門へと向かう。校門に近づくと二人のやり取りが聞こえてきた。

「前もって言っておくけど理子先輩に失礼な態度取らないでよ？」

「優衣はずいぶんとあの先輩に入れ込んでいるみたいだね」

「だって理子先輩美人なんだもん。しかもすっごく頭がいいの。美人で知的だよ？　素す敵てきだと思わない？　憧あこがれない？」

「知的かどうかは知らないけど、まあね見た目は悪くないね。それに優衣より胸も大きい」

「わ、私の胸は関係ないじゃん！　そりゃ……羨うらやましいと思ってるけど……」

「だけどどうしてあの先輩なの？　この学校には他ほかに綺き麗れいな先輩がいると思うけど？　君の理子先輩は化け粧しようっ気けもないし身形みなりもいい加減だし垢あか抜ぬけてないよ」

「判わかんないかなあ、他の先輩たちみたいに作り込んでないところが理子先輩はいいんじゃん。なんて言うの〝天然の美人さん〟とでも言えばいいのかな……？」

「確かに磨みがけば光りそうな素材ではあるね」

「もう！　すぐそうやって偉そうなこと言って！　素直に理り子こ先せん輩ぱいが素す敵てきだって認めなよ！」

「嫌いやだね。生なま意い気きな優ゆ衣いの言うことを素直に認めるなんて僕ぼくのプライドが許さない」

「なにそれ！　ばっかじゃないの！」
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　遠目から見るとまるで口論をしているかのように互たがいに遠えん慮りよがない。それだけ気心が知れている証しよう拠こだろう。それと先輩の理子の前では遠慮して控ひかえているだけで、どうやら優衣は勝気な性しよう分ぶんらしい。

　新たな発見が嬉うれしくて理子は「ふふ」つい笑ってしまった。

「大体さあ！　中学の頃から伊い庵あんはさあ──」

「優衣、深呼吸することを僕からお薦すすめしておくよ」

　理子の存在に気づいた江え入いり伊庵が冷静な眼差まなざしで優衣を促うながす。すると「わ、わあ！」振り返るなり優衣は驚きの声を上げる。

「えっと、ひょっとして理子先輩……き、聞いてました……？」

「ん？　なにをだい？」理子は首を傾かしげてみせる。

「あ、いえ、だったらいいんです！　なんでもないんです！」

　優衣はほっとしたような表情を浮かべている。だから優衣の耳元へと、人の悪い笑みで理子は囁ささやくのである。

「──ただどうしてだろうか。もし私がイタリア男だったら君を今すぐベッドに押し倒して、朝日が昇るまで君の体中にアモーレを囁ささやきたい気分だよ」

『顔から火が出る』とは今の優ゆ衣いの状態である。

「……ああ、もう、消えてしまいたいです」

　優衣はそう弱々しく洩もらすと掌てのひらで顔を覆おおいその場で蹲うずくまる。

　縮こまる優衣を呆あきれ顔で眺ながめながら江え入いり伊い庵あんはくちびるだけ動かして『バカ』と言う。間近で見ると江入伊庵はまるで女の子のように長い睫毛まつげをしていた。

「君たちはずいぶんと仲がいいんだな」

「いいえ。ただの腐くされ縁えんですよ」

　理り子こが尋たずねると江入伊庵は小さな笑みを浮かべる。

「君は優衣の彼氏ではないのかい？」

　並んだ二人はどちらかと言えば姉弟に見えなくもないが、〝お似合い〟の二人ではある。

「……伊庵と私がですか？」優衣が蹲ったままおかしそうに身体からだを揺らす。

「優衣？　尋ねられたのは僕ぼくなんだけど？　それとどういう意味で笑っているのかな？」

　江入伊庵がジト目で優衣を見下ろす。

「伊庵とは帰る方向が一いつ緒しよなだけです。同じ中学出身なんですよ」

　瞬しゆん間かん、とくんと理子の鼓こ動どうが跳はねた。

　思い出した。江入伊庵とは以前、優衣から聞いた話の中に出てきた男子生徒の名前だ。直後、居ても立ってもいられなくなって理子は思わず周囲をぐるりと見回してしまった。

「どうかしました？」優衣が不思議そうに丸い頭を傾かしげている。

「いや──」喉のど元もとまで出掛かった言葉を理子は必死で飲み込む。

　決してその名前を口にしてはいけない。それは天空の城を崩ほう壊かいさせる滅びの呪じゆ文もんがごとく。一度口にしてしまったら理子の理性はいとも容た易やすく瓦が解かいする。

　だから理子は「なんでもない」と答えるつもりだった。しかし理子より先に江入伊庵が口を開く。ひどく冷めた態度だった。




「──悠ゆう仁じんのことを探しているんですか？」




　強きよう烈れつなボディブローを喰らった感覚とでも言おうか。心の奥底に押し込んでいた感情が逆流するみたいに溢あふれてくる。

「悠仁は〝あの日〟の翌日から休んでいますよ」

〝あの日〟とは三日前の放課後のできごとのことだろう。すると、走そう馬ま灯とうのようにあの日のできごとが倍速でプレイバックする。

「先せん輩ぱいも懲こりない人だ。あんな目に遭あったのにまだ悠仁に関わろうだなんて、噂うわさほど賢かしこくないんですね」

「伊い庵あん！　理り子こ先せん輩ぱいにそんな口の利き方しないでよ！　理子先輩は神かみ宇う知ちくんを助けてくれようとしてるんだから！」

　理子は『助ける』と言った覚えは一切なく『個人的な知的好こう奇き心しんを満たすために活動をする中で、何ど処こかの誰かが勝手に救われる分には私の与あずかり知らぬことだ』と言ったはずなのだが、どうやら彼女の中ではいつの間にか『彩さい家け亭てい理子が神宇知悠ゆう仁じんを助ける』ということになっているらしかった。

「……そういうことか。優ゆ衣いも一枚噛かんでいたということか。どうりで君が先輩を助けに入ったわけだ」

「……悪い？　そうだよ。私が理子先輩に神宇知くんのことを頼んだの」

「また君は勝手なことを……」

「私には神宇知くんをこのまま放っておくなんてできないもん！」

「君は何様だよ！　なにか？　優衣は悠仁から助けてくれるように頼まれでもしたの？　君が勝手に〝救わなければ〟と思い込んでるだけなんじゃない？　優衣のエゴを悠仁に押しつけるなよ！　彼はそんなこと望んではいない！」

　感情的になる優衣のテンションに煽あおられてか、これまで冷静だった江え入いり伊庵の口く調ちようまでが荒々しくなる。

「エゴだってなんだって良いもん！　神宇知くんが生きてくれるなら私はなんだってするよ！　入学してすぐ神宇知くんが飛び降りたことを伊庵は忘れたの？」

「僕ぼくを侮ぶ辱じよくするのか！　僕が悠仁に関することを一つだって忘れるわけがない！」

「だったら……なおさらだよ。ねえ伊庵、あの時、私たちになにができた？　目の前にいながら神宇知くんを止められなかったじゃん……」

「それは……」

「あの時みたいに……ただ震ふるえて見てるだけなんてもう嫌いやなの……」

　優衣は下くちびるを噛かみ締める。




「愛いとしいね。実に愛しい」




　口から自然と零こぼれた。真剣なやり取りを見ていたら、二人のことが愛おしくて堪たまらなくなってしまった。ぐだぐだと思い悩んでいた自分のなんと下らないことか。

　二人が揃そろって理子へと振り返る。不思議そうな眼差まなざしだった。

　理子は自じ嘲ちようの笑みを湛たたえ大おお袈げ裟さに頭を振る。誰に聞かせるでもなく「……すまない佐さ那な」懴ざん悔げの気持ちを小さく呟つぶやいた。

　直後、理子はあごを突つき出し胸を張る。

「──かの有名なゲーテがこう言ってる。『空気と光と友人の愛。これだけ残っていれば気を落とすことはない』とね」

　後は喜き色しよく満まん面めんに口元へ笑みを浮かべ瞳ひとみを自信の光に輝かせれば『ストレンジサイケデリコ』の完成である。

「案ずるな優ゆ衣い。神かみ宇う知ち悠ゆう仁じんには君たちという希望が残されている。そして彩さい家け亭てい理り子こという頭脳がそこに加わったのだ。『果報は寝て待て』よろしく後はプールサイドでトロピカルジュースでも優ゆう雅がに飲みながら朗ろう報ほうを待っていれば良いさ」

　言うまでもなく心にもない言葉だ。神宇知悠仁を救おうだなんて自分でもどこまで本気なのやら。ただこの無む謀ぼうさこそが自分らしい。最早もはや、鬱うつ屈くつした感情など微み塵じんもない。

　この瞬しゆん間かんの理子の心境は、晴れ渡った真夏の青空のようにすっきりとしていた。




　　　　◇◇◇◆◇◇




「ああ、理子先せん輩ぱい……素す敵てきです……美しいです」

　隣となりの優衣はまるでヒーローの登場に瞳をハート型にする乙おと女めのごとく。そして彩家亭理子は最初こそ控ひかえ目な態度だったが、なにやら吹っ切れたかのように今は生き生きとしている。

　二対一。伊い庵あんにとって明らかに分ぶが悪い状況である。伊庵は嘆たん息そくして呟つぶやく。

「……いいでしょう。では僕ぼくから彼について少し話をさせて貰もらいます」

「え？　伊庵も協力してくれるの？」

「勘かん違ちがいしないで欲しいね。僕はあくまで悠仁の味方だ」

「どういうこと……？」

　胡散うさん臭くさそうに見み詰つめてくる優衣を無視して伊庵は彩家亭理子へと語り掛ける。

「見ての通り優衣は感情的なタイプなんで彼女に任せておくと、彼のことをどんな風に脚色して喋しやべるのか知れたもんじゃないですから。僕から改めてきちっとお話しさせて貰います」

「失礼だよ！　もう伊庵ってほんと生なま意い気きなんだから！」

「助かるよ伊庵くん」にこりと微ほほ笑えむ彩家亭理子を見て「……え？　理子先輩？」優衣は動揺した声を上げる。当然、彩家亭理子は自分に味方してくれるものだと思っていたらしい。

「そんな顔をするな。優衣のことを信頼してないわけじゃない」

　彩家亭理子が生徒を諭さとす教師の顔で言う。

「とある事象を論証する場合、より多くのケースを比較することが論証の精度に直結するのと同じでね。神宇知悠仁のことを理解するためには、彼を知るより多くの人物から話を聴きくことは有益なことなのさ。もちろん、すでに知っている話を幾いく度ども聴かされる羽は目めに遭あうなんてことはよくよくあるわけだが、そういった無む駄だを受け入れ、地道な作業を根気良く繰くり返す者にしか〝真実の女め神がみ〟は微ほほ笑えんでくれないものなのさ」

　優衣は「なるほど」なんてコクコクと頷うなずいているが、実際のところ話半分も理解しているかは怪しいものだ。

　優ゆ衣いが彩さい家け亭てい理り子こを信しん奉ぽうする理由が少しだけ判わかった気がする。彩家亭理子という女子は公明正大とは言いすぎだが、最初から偏へん見けんで以もつて相手の価値を決めて掛かるような人物ではないらしい。良く言えば『寛かん容よう』悪く言えば『無む頓とん着ちやく』と言ったところ。

　確かにそういった上うわ辺べの情報に踊おどらされない人物の懐ふところとは居心地の良いものである。

　もっとも理解し難がたい人物であることに変わりはない。誰が呼び始めたのか『ストレンジサイケデリコ』とは言い得て妙みようである。

「具体的にはそうですね。悠ゆう仁じんと出会った中学時代の話をしましょうか。ただ話をする前に一つ約束して下さい」

　伊い庵あんにも矜きよう持じがある。誰にも譲ゆずれない場所というものがある。少なくとも得体の知れないカウガールなぞに荒らさせてなるものか。

「構わんよ。〝お淑しとやかにしろ〟だとか〝慎つつしみを持て〟だとかいう約束以外ならね」

　彩家亭理子はくちびるの両端を吊つり上げウィンクしてみせる。くっきりした目鼻立ちもあってかそんな人を喰った態度がやけに様さまになる。

「冗じよう談だんは止やめて下さい！　僕ぼくは曖あい昧まいな約束など必要としていない！」

　伊庵は苛いら立だっていた。それは彼女のふざけた態度に対してなのか、あるいはそれ以外の部分に対してなのか。彩家亭理子に対する感情を伊庵は持て余していた。

「僕が悠仁の話をする代わりに、今後、彼には近づかないと約束して下さい。悠仁のことはそっとしておいて欲しいんです」

「理子先せん輩ぱいにそんな約束させられるわけないじゃん！」

　いきり立つ優衣を彩家亭理子が手だけで制す。

「いいだろう約束しよう」

「り、理子先輩……？」

「先輩が話の判わかる人で助かります」

「そうだろ？　私は約束を守る女として有名なのだよ」

　にこやかに応こたえながらも伊庵の内心は釈しやく然ぜんとしない。想像と異なりあまりに物分かりが良すぎるのだ。

「ああ、ただし前もって断っておくが──」

　しかし続く彩家亭理子のまるで悪びれた様子のない発言を耳にして、やはりこの女は油断がならないと伊庵は気を引き締めるのである。

「──記き憶おく力りよくにはあまり自信がないのであしからず」

　彩家亭理子は瞳ひとみをガラスの欠片かけらみたいに細め、ヴェネツィア仮面祭のペルソナのごとく美しく精密に微ほほ笑えむのだ。

　この時、伊庵は確信した。彩家亭理子が自分にとって〝敵てき〟であると。




　　　　◇◇◇◆◇◇




　神かみ宇う知ち悠ゆう仁じんと出会ったのは伊い庵あんが中学一年の時だ。クラスメイトだった。

　神宇知悠仁とは、良くも悪くも一言で言ったら〝際立った奴やつ〟だった。

　神宇知悠仁はクラスメイトの誰とも交わろうとはせず、入学してまだ日も浅いというのに上級生とは度たび々たび諍いさかいを起こし、教師が注意しても平然と無視を決め込み、そのくせ勉強ができるものだから学校側は扱いにすっかり困っていた。

　聞く話によれば神宇知悠仁は小学校の頃から孤立していたらしい。

　見み栄ばえが良くすでに顔が売れていただけに、神宇知悠仁という新入生の〝悪評〟は入学して三週間も経たたない間に学校中に広まった。

　集団生活において〝和〟を乱すことは〝悪〟だと教え込まれてきた。伊庵自身、和を上う手まく保つことのできる者が賢かしこい人間だと思っていた。

　さほど難しいことではない。適当に相あい槌づちを打ちタイミングを見て笑う。たったそれだけのことで和は保たれる。そんな簡単なこともできないなんて、神宇知悠仁とはなんと愚おろかな奴だと伊庵は卑ひ下げしていた。

　ところが、入学して一ヶ月経った頃の話だ。伊庵の中で神宇知悠仁への認識が変わる幾いくつかの出来事があった。

　まったく愚かしいことに集団には大なり小なり必ず〝仲間外れ〟というものが蔓延はびこる。伊庵のクラスにも当たり前のように存在し、その対象は一人の女子だった。

〝仲間外れ〟の発ほつ端たんとなった理由がまた非常に馬鹿馬鹿しく、クラスメイトの男子からの告白を断ったことが不ま味ずかったらしい。『ちょっと可愛かわいいからって生なま意い気きだ』とかなんとか。

　また悪いことに〝仲間外れ〟にされた女子は、口数が少なく感情の起伏の乏とぼしいどちらかと言えば誤解されやすいタイプであった。

　リーダー格の女子が所属するグループの女子が、その告白した男子に好意を寄せていたこともあり、数日の間に女子はクラスの〝仲間外れ〟に認定された。

　一ヶ月と言えばようやく学校やクラスに溶け込み始める頃である。そんな地盤の緩ゆるい時期に進んで波風を立てたがる人物などいるはずもなく、女子らが決めた方針に男子らも逆らいはしなかった。下心もあるのだろうが中には積極的に女子に協力する輩やからもいる始末だ。

　伊庵は内心では下らないと唾だ棄きしつつも、余計な面倒は御ご免めんだと沈ちん黙もくを友とし日々をすごしていた。

　しかしこのクラスには一人だけ例外が存在した。神宇知悠仁である。

　神宇知悠仁と仲間外れの女子は同じ小学校出身らしく、独立国家よろしく何者にも属さずどのような権力にも屈しない神宇知悠仁を女子は頼った。

　だが特に擁よう護ごするわけではなかった。むしろ無関心と呼べるような冷めた態度ではあった。ただ神かみ宇う知ち悠ゆう仁じんは他ほかのクラスメイトのように女子を積極的に邪じや険けんには扱わなかった。

　当然ながら女子たちはそんな神宇知悠仁が気に入らない。ただ神宇知悠仁の近寄り難がたい雰ふん囲い気きに中々手を出せずにいた。

　ところが、ある日の放課後、リーダー格の女子を筆頭に女子連合国が遂ついに神宇知悠仁に迫ったのである。

　リーダー格の女子が中心となって神宇知悠仁へと捲まくし立てるのだ。『私たちの邪じや魔まをしないで欲しい』というようなことを喚わめいているようだった。対する神宇知悠仁は無言だった。取り囲む女子らに顔を向けることもなく窓の外をつまらなそうに眺ながめていた。

　そのような不毛な光景は数分以上に亘わたり繰くり広げられることとなった。

　やがて煩わずらわしそうに席を立つ。なにごとかと警けい戒かい心しんを顕あらわにするリーダー格の女子に詰つめ寄ると一言「うるさい」と神宇知悠仁は冷ややかに吐はき捨てる。

　周囲の女子たちが怖気おじけ付き口を噤つぐむ中、伊だ達てに祭り上げられているわけではないらしく、怯おびえた表情を浮かべながらもリーダー格の女子だけは文句を言い続けていた。

　直後のことである。誰もが神宇知悠仁の行動に目を疑った。




　神宇知悠仁はリーダー格の女子の身体からだを強引に抱だき寄せると──自らのくちびるで眼前のくちびるを塞ふさいだのだ。




　驚きよう愕がくに教室の時が止まる。キスをされたリーダー格の女子もなにをされたのか判わからず呆ぼう然ぜんと立ち尽つくしていた。周囲が固まる中、神宇知悠仁は一人だけ涼すずしい顔で帰り支し度たくを始める。やがて我を取り戻したリーダー格の女子が真まっ赤かな顔で神宇知悠仁へと怒ど鳴なり散らす。同情する気はないが、キスをされて取り乱す心境は判わからなくもない。

　瞬しゆん間かんのことだった。様子を見守っていた伊い庵あんの背せ筋すじに怖気が走った。神宇知悠仁はリーダー格の女子の胸ぐらを捻ひねり上げ見下ろし告げる。




「──黙だまれ。また口を塞がれたいのか？」




　冷れい徹てつな眼差まなざしと声だった。息を呑のんだのは伊庵だけではない。神宇知悠仁の氷の眼差しに教室にいる誰もが凍こごえるように身を縮めていた。

　神宇知悠仁が手を放すと、リーダー格の女子は耳まで真っ赤にしてぺたりと床ゆかにへたり込む。羞しゆう恥ちと恐きよう怖ふが綯ない交ぜになった複雑な表情で固まっていた。

　神宇知悠仁は教室内をぐるりと見回し無表情で問う。

「他に誰か俺おれに文句がある奴やつはいるか？」

　今しがた〝死の接せつ吻ぷん〟を目まの当たりにしたばかりなのに文句を言えるはずもない。

　誰もが身動きすらできない。教室全体が恐きよう怖ふという名の暗雲に飲み込まれているかのように息苦しかった。

　周囲の無言の態度に納なつ得とくしたのか、神かみ宇う知ち悠ゆう仁じんは一人教室を出て行った。死神の去った教室には、男子らの安あん堵どの溜ため息いきと女子らの啜すすり泣く声が残るのだった。

　結果として仲間外れにされていた女子は救われ、伊い庵あんのクラスは学年で一番の結束の固いクラスとなった。なぜならば神宇知悠仁という厄やく災さいのごとき絶対的な対象を前にすれば、他ほかの誰かと争うことなど不毛に思えてしまうのだから。

　神宇知悠仁は孤独を愛しているかのように相変わらず誰とも交わりを持たなかったが、本人は至って平然としていた。周囲がどれだけ変化しても彼だけは些いささかも変わりないのである。

　この一件以来、伊庵の見方は完全に変わった。

　周囲に足並みを揃そろえて生きることが、多くの者にとって幸せであるという考えに偽いつわりはない。それなのに伊庵は神宇知悠仁の生き方を妬ねたましいとさえ感じるようになっていた。

　誰もが思い通り生きたいと心の底では思っている。しかし現実が社会がそれを許さない。我がを通せば他者との軋あつ轢れきが生まれ孤立することになる。誰だって孤独は怖こわい。一人で生きられるほど人は強くはないし万能でもない。

　結果として集団生活を円えん滑かつに進めるために、真なる自分を内に閉じ込めることになろうとも周囲との協調と共生を尊重することを多くの者たちは選ぶ。

　ところが神宇知悠仁の強きよう烈れつなアイデンティティは、周囲に足並みを揃えることを最良とする多くの者たちの価値観を嘲あざ笑わらうかのように奔ほん放ぽうで眩まぶしすぎて〝目め障ざわり〟なのだ。

　結果として多くの者が神宇知悠仁の存在を見て見ぬ振りをする。誰にでも真ま似ねできる生き方ではないのだから賢けん明めいな判断だと言える。彼のように自由に生きるためには、あまりに多くの犠ぎ牲せいを払はらう必要があるのだから。

　そんな神宇知悠仁という人間に興味を示してしまった伊庵は賢明ではなかった。

　あの大きな鳥のように空を自由に飛びたい。憧あこがれなのかもしれない。ないものねだりなのかもしれない。明確な理由は自分でも判わからないが、この頃から伊庵は悠仁に強い関心を抱いだくようになった。

　もっとも神宇知悠仁との接せつ触しよくは簡単ではなかった。〝未知との遭そう遇ぐう〟がごとくである。

　今日きようこそは神宇知悠仁に声を掛けよう。そう思いながら気づけば季節は巡めぐり、伊庵は中学になって二度目の春を迎えるのだった。







　その日の伊庵は誰もいない通学路を一人走っていた。目覚ましの電池が切れていたらしく新学期早々寝坊をしてしまった。このような間抜けな失敗は初めてだ。

　満開に咲き誇ほこる桜並木という素晴らしいロケーションにも目もくれず、伊い庵あんは学校へと自己嫌けん悪おに打ち拉ひしがれながらひた走る。

　桜並木を抜けると山なりの石橋に差し掛かる。すると石橋の上に人が立っているのに気づく。見間違いかと自身の目を疑った。近づくとそれが神かみ宇う知ち悠ゆう仁じんだと知りなおさら驚おどろいた。

　神宇知悠仁は石橋の上に直立して足下を流れる川を見み詰つめている。取り憑つかれたかのように身動みじろぎ一つしない。

　伊庵は神宇知悠仁に気け取どられないようにゆっくりと背後へと近づく。彼が一体なにをしているのか興味があった。

　あわよくばこの機会に声を掛けてみようかとも考えていた。この遅刻は天が伊庵に与えてくれたチャンスなのかもしれない。いや、本気でそう思っているわけではない。そうでも思わないと、とてもじゃないが神宇知悠仁に声を掛ける勇気など湧わいてこないからだった。

　慎しん重ちように歩を進める。伊庵の視界に水面が映り込む。朝の日差しを受けて水面はきらきらと乱反射し輝いている。散った桜の花びらが、川全体をピンク色の水玉模様に彩いろどる様さまには趣きが感じられた。

　なるほど。足を止めて眺ながめたくなる気持ちも判わからないでもない。たださすがに石橋の上に立つのはやりすぎであるような気はするが、相手は神宇知悠仁である。伊庵の常識では計はかってはいけないのだろう。

　とりあえず声を掛けるための言葉は決まった。「綺き麗れいな光景だね」無難だがこの状況ならこれで的外れではないはずだ。

　意を決して伊庵が声を掛けようとしたその時だ。突風が吹いた。

　アスファルトの桜の花びらが大きく舞い上がり、神宇知悠仁の手て触ざわりの良さそうな細い髪かみがカーテンのようにはためく。




　そして神宇知悠仁の身体からだが宙に放り出されていた。




　なにが起こったのか伊庵に理解ができなかった。それは神宇知悠仁の様子が、あまりにいつもと変わらなかったというのもある。身体が宙に浮いているというのに彼には驚おどろく素そ振ぶりすらなかったのだ。

　直後、水音が耳じ朶だに届く。音に我を取り戻した伊庵は鞄かばんを放り出すと橋の下へと走った。

　高さはそれほどでもない。問題は川底が浅いことだ。深さがある場所に落ちたのならば幸いだ。でなければ大怪け我がを負うことになるだろう。打ちどころが悪ければ命も危うい。

　土手を転がるように駆かけ下り砂じや利りを蹴け飛とばし川へと向かう。川かわ縁ぶちに辿たどり着くが神宇知悠仁の姿は見当たらない。伊庵は必死で神宇知悠仁の姿を探す。

　流されたのか沈んでいるのか。とにかく一秒でも早く見つけ無事を確認しないと、伊庵の心臓が張り裂さけてしまいそうだ。すると、数十メートル先に人らしき姿を発見する。

　急いで駆かけ寄ると、神かみ宇う知ち悠ゆう仁じんが水草に絡からまりぷかぷかと浮いていた。こんな時でも彼の表情はいつもと変わることなく平然としていた。

　この時、彼が最初に口にした言葉が「……なあお前。教えてくれ。此こ処こは天国かそれとも地じ獄ごくか？」だった。

「……いや、そのどちらでもないよ」

　そしてこれが伊い庵あんが神宇知悠仁と初めて交わした言葉だった。

「そうか。まだ俺おれは生きているのか」

　その言葉を聞き彼が自らの意志で飛び降りたのだと伊庵は知った。

　この事件を切っ掛けに伊庵は神宇知悠仁と急速に親しくなってゆく。細心の注意を払はらった。特に距離感。言い方は悪いが、猛もう獣じゆうを手て懐なずけるような慎しん重ちようさで以もつて彼とは接した。

　悠仁は自分のことを多くは語らない。伊庵から尋たずねたりもしない。それでも月日を重ねるうちに少しずつだが彼のことを知っていった。

　この街には小学五年の頃に越してきたこと。今は母方の祖父母の家で暮らしていること。幼い頃に両親を事故で亡くしたこと。美しい自じ慢まんのお姉ねえさんのこと。

　そして──そのお姉さんが彼の目の前で飛び降りたこと。

　彼が重い過去を背負って生きているのだと伊庵は知った。

　彼が深い悲しみを背負って生きているということ。




　　　　◆◇◇◇◇◇




　明めい鏡きよう止し水すいとはあながち大おお袈げ裟さではない。神宇知悠仁の過去を語る伊庵の静せい謐ひつな語り口や真しん摯しな眼差まなざしには、坊主ぼうずが説法を語るがごとく悟さとりめいた境地を理り子こに感じさせた。

「悠仁は十一歳さいの頃、お姉さんを亡くしているんです。それだけでも辛つらいのに、彼の見ている前でお姉さんはマンションのベランダから飛び降りたそうなんです。目の前ですよ？　そんな残ざん酷こくなことってありますか？　幼い彼がどれほど大きなトラウマを抱かかえてしまっているのか僕ぼくには想像もできない……」

　賑にぎやかなファミレスの中で唯一、理子たちのテーブルだけが別世界のように静まり返っていた。相当なショックだったのか優ゆ衣いは青ざめ声を失っていた。さすがの理子も軽口を叩たたく気分にはなれない。

「悠仁が特別なのは特別な過去があるからです。もし先せん輩ぱいが彼と同じような体験をしたとして普通でいられますか？」

　隣となりの優衣がびくりと身体からだを震ふるわせ縮こまる。理子は脳裏に佐さ那なの姿を思い浮かべる。佐那の飛び降りる様さまを想像しようとして途と中ちゆうで止やめた。

「ひどく落ち込むか泣き叫ぶか発狂するか、もしくはそれらすべてか……想像もできないし想像もしたくない。なんにせよ普通でいられないってことは断言できるね」

　理り子こはおもむろにカップを手に取ると口元に運ぶ。安っぽくて味の薄うすいコーヒーが冷さめて絶ぜつ妙みように不ま味ずかった。

「僕ぼくが悠ゆう仁じんをそっとしておいて欲しいと言ったのは以上のような理由です」

　話すべきことはすべて話し終えたとばかりに伊い庵あんは口を閉じると、手元のグラスを静かに傾ける。理子も合わせてカップを傾けた。

　しかし優ゆ衣いだけは一向にドリンクへと手を伸のばさなかった。

　手付かずのメロンソーダは水すい滴てき塗まみれで、グラス周辺のテーブルまで濡ぬらしている。気き泡ほうも勢いが失うせている。

　沈ちん黙もくが続く中「トイレへ」そう断りを入れて伊庵が席を立った。

　隣となりの優衣はスカートの膝ひざあたりで掌てのひらを強く結んでいる。頬ほおは紅潮し目元も潤うるむ。

「どうした優衣？　もしかして私を誘ゆう惑わくしてるのかい？　だとしたら効果は覿てき面めんだよ。私は弱った相手をいたぶるのが大好きだからね」

　理子は茶化した口く調ちようで言いながら、優衣の弾力ある頬を指先で突つ付つく。そんな些さ細さいな切っ掛けに、涙なみだの雫しずくがつうと優衣のなだらかな頬を伝った。

「……理子先せん輩ぱい、私、自分が恥はずかしいです。伊庵に聞かされるまで神かみ宇う知ちくんにこんな辛つらい過去があったなんて知りませんでした。知らないままずっと接してました」

　優衣は自分を責めていた。

「神宇知くんのことをなにも知らないのに彼を救おうだなんて私はなんて傲ごう慢まんなんだろう……こんなのただの我わが儘ままですよね、神宇知くんに生きて欲しいっていう私の一方的な押し付けですよね……」

　小中高と神宇知悠仁との付き合いが長いだけに優衣のショックは一ひと入しおであろう。

　理子は再びカップを摘つまみ冷めたコーヒーを含む。際立つエグ味に眉間みけんにしわが寄った。

「神宇知くんのこと少し考えさせて下さい……私から理子先輩に協力をお願いしたのにすみません……でもこんな話を聞いちゃったら……」

　試しに砂糖を足してみる。冷めたコーヒーに砂糖が上う手まく溶けるはずもなく、一口飲みその甘あまったるさに理子はくちびるをアヒルみたいに突き出す。

「ああ、そうだ、今から君に幾いくつか質問をする」

　前触ぶれのない理子からの言葉に「……へ？」優衣は素すっ頓とん狂きような声を洩もらす。理子はグラスの水で口内を潤うるおしてから話を始める。

「例えば目の前に怪け我がをした人がいたとする。それが君の大切な人だとする。君ならどうする？」

「え？　もちろん怪我の手当てをしますけど……？」優衣が不思議そうに瞳ひとみを瞬しばたかせている。

「誰に訊きいてもきっとそう答えるだろうね。しかしその大切な人が怪け我がの手当ては必要ないと言ったとしたらどうだろうか？」

「えっと、それは……」優ゆ衣いが途と端たんに困った顔で逡しゆん巡じゆんし始める。

「ではさらに条件を加えよう。怪我の手当てをしなければいずれその大切な人が死んでしまうとしたら君はどうする？」

　「──あっ！」優衣は突とつ然ぜん声を上げる。どうやらようやく理り子こからの質問の意図に思い至ったらしい。優衣は一つ頷うなずいてから理子の瞳ひとみを真まっ直すぐ見み詰つめて言った。

「手当てをします」

「大切な人から一生恨うらまれることになったとしてもかい？」

　理子の問いに優衣はゆっくりと頷く。

「……恨まれるのはもちろん嫌いやだけど、でも大切な人が死んでしまうくらいなら恨まれても生きていて欲しいです」

　理子は「ふふ」と微ほほ笑えみながら優衣の頬ほおに残る涙なみだの後を指で拭ぬぐう。

「ちゃんと判わかってるじゃないか……自分がどうしたいかってことをさ」

　理子は席を立ちカップにホットコーヒーを入れると再び優衣の隣となりに腰こしを下ろし脚あしを組む。

「迷った時こそシンプルに考えれば宜よろしい。難しく考えたところで自分という人間の性質はそうそう変わりはしないからね」

　理子は自じ嘲ちようの笑みを浮かべると「……まったくさっきまでの自分に聞かせてやりたいね」自身へと呟つぶやく。

「恥はじることも引け目を感じることもない。誰だって優衣と同じ立場なら彼を救おうと考えるはずさ。ただ実際に行動を起こそうと思うと〝勇気〟が必要になるからね。『信念を貫くためならば相手に嫌きらわれたって構わない』という勇気がね。その点、行動を起こした君は立派だと私は思うよ」

　コーヒーを一口飲み「ふむ」満足して理子は頷く。「……理子先せん輩ぱい」潤うるんだ瞳ひとみで優衣は此方こちらを見詰めていた。







「お待たせしました」伊い庵あんが戻ってくる。「二人から特に話がなければこれで解散ということでいいですか？」

　伊庵の物言いは理子たちに反論などあるはずもないという確信を窺うかがわせる。先ほどまでと比べて表情もずいぶんと落ち着いていた。

　理子はあごに添そえた掌てのひらで口元を隠かくしながら小さく舌した舐なめずりすると「愛いとしいねえ……」微かすかに呟く。

　まったく生なま意い気きな後こう輩はいだ。お陰かげで身体からだがうずうずしてしまっているじゃないか。今年の新入生は面白い連中ばかりで最高にハッピーだね。カルキン坊ぼうや。勝ち誇ほこっているところすまないが、彩さい家け亭てい理り子このターンはまだ終わっちゃいないんだよ。

「伊い庵あん、先ほどの約束のことだがね──我々に約束を守ることはできそうにもない」

　むしろ始まってさえいない。本番はこれからだ。

「……我々？」伊庵は咄とつ嗟さに優ゆ衣いを見やる。

「私も理子先せん輩ぱいも神かみ宇う知ちくんのこと諦あきらめたりしないからっ」優衣が決意に満ちた表情で言う。

「だから神宇知くんを救うために伊庵も協力してよ」

　小こ瓶びんやグラスが喧やかましく鳴る。伊庵がテーブルを拳こぶしで叩たたいたのだ。

「冗じよう談だんだろ！　頭がおかしいんじゃないのか？　常識的に考えて──」

　店全体から集まる好こう奇きの視線に気づいたらしい。伊庵は言葉を区切り深呼吸をする。

「……常識的に考えて深入りすべきじゃない。悠ゆう仁じんの抱かかえる過去はあまりに荷が重い」

「この私に〝常識〟を説くとはね。ジョン・マクレーンに無茶をするなと嗜たしなめるようなものだ」

　直後、理子は全身を小刻みに揺らして笑ってみせる。

「覚えておきなよルーキー。『ストレンジサイケデリコ』と皆から呼ばれる彩家亭理子は常識とは不ふ仲なかでね。バンドの解散よろしくいわゆる方向性の違いって奴やつさ」

　伊庵の視線が理子へと突つき刺ささる。敵てき意いを剥むき出しにした眼差まなざしだ。

「変人だろうとなんだろうと僕ぼくが知るものか！　馬鹿な考えは捨てて下さい。貴女あなたたちに一体なにができるというんです？　悠仁はこれまで何度もカウンセリングやセラピーを受けています。学校側が機会を設けたようです。しかし今の彼を見ても判わかるように効果はなかった」

　これまでの柔やわらかな口く調ちようも笑顔も伊庵にはない。

「ましてや先輩や優衣は専門家でもなんでもないんだ。到底、望むような成果を得られるとは思えない。だってそうでしょう？　医者でもなんでもない素人しろうとが、聞き齧かじった程度の知識で手術を施ほどこして患かん者じやを救えますか？　寝言は寝て言って下さいよ！」

　今の伊庵にあるのは怒りの籠こもった口く調ちようと侮ぶ蔑べつの笑みだった。

「先日の件だってそうだ！　先輩が悠仁を刺激しなければあんなことは起こらなかったんだ！　いいですか？　貴女の軽けい率そつな行動が原因で、危うく悠仁は〝人殺し〟になったかもしれないんですよ？　先輩が自らの非常識な行動のツケでどうなろうとそれは貴女の勝手だ。けれどそれで悠仁が傷つくことを僕は許さない！」

　無む垢くな仮面が真っ二つである。江え入いり伊庵とは小柄な体型や童顔など柔にゆう和わな見た目とは裏腹に、どうやら気性の激しい人物らしい。

「まったく神宇知悠仁とは不幸な男だね」理子は大おお袈げ裟さに肩かたを竦すくめて嘆たん息そくしてみせる。

「……どういう意味ですか？」伊庵の苛いら立だちが手に取るようだ。

「かの有名はフランシス・ベーコンがこう言っている。『わが心を打ち明ける友を持たない人々は、己と己の心とを食う人喰くい鬼おにである』とね。お陰さまで『ストレンジサイケデリコ』と皆から煙たがられてる私にもね、友人と呼べる存在はいるのだよ」

　伊い庵あんの攻こう撃げき的な視線にも素そ知しらぬ振りを決め込み理り子こは優ゆう雅がにコーヒーを飲む。

「私が今日きようもこうして健全でいられるのは心を許せる友人たちがいるからさ。もちろん数は多くはない。でも判わかるだろ？　重要なのは量ではない。たった一人でもいいんだ。〝真の友〟を持つことが大事なのさ。真の友の定義について今は語るつもりはないよ。話が長くなるだけだからね」

　理子の瞼まぶたの裏には麻ま穂ほやマリリン先せん輩ぱいそして佐さ那なの顔があった。

「とにかくだ。非常識で無む鉄てつ砲ぽうだと言われる私が世間様からドロップアウトせずにいられるのも、友人たちが私を繋つなぎ止めていてくれてるからさ。優しさだけじゃない。時に叱しつ咤たし時にその身を呈ていし、私と真剣に向きあってくれる友がいるからこそ彩さい家け亭てい理子は自由でいられるのさ」

　理子はテーブルに肘ひざを立てると、両手の甲こうにあごを乗せ伊庵を真まっ直すぐ見み据すえる。哀れみの眼差まなざしで以もつて。これ見よがしに頭も振っておく。

「しかし彼には、神かみ宇う知ち悠ゆう仁じんには残念なことに──一人として友人がいない」

　瞬しゆん間かん、かっと伊庵の顔が赤らむ。

「ベーコンの言うように『心を打ち明ける友を持たない』彼は自らを消しよう耗もうすることしか知らない。そんなことを続けていたら、いずれ擦すり切れてしまうというのに……」

「ぼ、僕ぼくがいる！　悠仁には僕がいる！」

　声を荒げ立ち上がるほどに伊庵は激げつ高こうしていた。

　驚おどろく周囲に理子は『大だい丈じよう夫ぶだ』とにこやかに手を振り「まあ座りたまえ」殊こと更さら冷静に告げる。優ゆ衣いはテニスのラリーのごとくあたふたと理子と伊庵を交こう互ごに見やっていた。

「君が彼の友人だって？」

「……そうです」

「申し訳ないが私にはこれっぽっちもそうは見えないのだが？」

　今度はさすがに立ち上がりはしなかったが、伊庵の表情には不ふ愉ゆ快かいさが顕あらわになっていた。

「昨日きのう今日きよう僕らのことを知った先輩になにが判るというんだ。少なくとも僕以上に彼と親しい人間なんて他ほかにいやしない。優衣だって知ってるだろ？」

　優衣が理子へと頷うなずく。

「信じられんね。伊庵、君なんかより余程、優衣のほうが彼の友人に相応ふさわしいと私は思う」

　理子は蔑さげすむように鼻を鳴らし笑う。伊庵が此方こちらを睨にらみつけるのが判った。

「だってそうだろう？　君が彼のためになにをしている？　見守っている？　それが一体なんの解決に繋つながるというんだい？　君は私より遙はるかに彼との付き合いが長いんだろ？　だったらこのまま手を拱こまねいていたら彼がどうなるか想像できないわけではあるまい？　私の口から今一度具体的に言ってやろうか？」

　理子は伊庵に気づかれぬようテーブルの下で優衣の手の甲こうに掌てのひらを重ねる。




「このままならば彼はいつか本当に──命を失ってしまうぞ？」




　優ゆ衣いがびくりと反応したのが掌てのひらから伝わる。伊い庵あんは瞳ひとみを大きく見開くとすぐに顔を伏せる。

「伊庵の話からして彼にとっての『飛び降り』とは、亡くした姉への〝追従〟のような意味を含んでいるのかもしれない。だとするなら彼の抱かかえる根本的な問題の解決には『姉』という存在が大きな鍵かぎとなりそうだ。『春』というのもなんらかの記号と見て間違いないだろう。シンプルに推測するならば『姉』の『飛び降り』が『春』だったというところか。いずれにせよ根本的な解決をしなければ、神かみ宇う知ち悠ゆう仁じんは『死ぬ』まで飛び降り続けるぞ？」

　無言の二人を尻しり目めに理り子こは不ま味ずいコーヒーを余よ裕ゆうの表情で飲んでみせる。

「最も重要なのはそこだよ。〝放っておいたら彼が死んでしまうかもしれない〟という点だ。彼の他人に対するドライな性格だとか冷さめた考え方だとかそんなことは些さ細さいな問題だ。むしろ個性的で実に面白いと私のような奇き特とくな人間は思っているくらいだからね」

「……先せん輩ぱいは傲ごう慢まんですね」

　伊庵からの反論だ。しかしこれまでと比べて圧倒的に力ない。

「誰しもが先輩のような考え方だと思わないで欲しい。落ち込んだ時、悩みを相談をするような積極的な人間ばかりじゃない。そっとしておいて欲しいと孤独を選ぶ繊せん細さいな人間だっているんだ。確かに先輩の言うように悠仁はまた飛び降りるかもしれない。だけど今までだって無事だったんだ。きっとこれからだって……」

「結果論にすぎないね」

　理子は一言で切り捨てる。

「認めろよ伊庵。君は恐おそれているのさ。神宇知悠仁の心に踏み込むことで彼から嫌きらわれてしまうことをね。君に足らないのは〝勇気〟だよ伊庵」

　伊庵は俯うつむき黙だまりこくる。柔やわらかな髪かみに覆おおわれた伊庵の旋せん毛もうを眺ながめながら理子は逡しゆん巡じゆんしていた。次の言葉を言うべきか言わざるべきか。

　瞼まぶたを一拍閉じてから理子はおもむろに口を開く。

「私は甚はなはだ疑問なのだがね……君は本当に彼の友人なのか？　他人に対しておよそ興味を示さない神宇知悠仁が友人という存在を認めるだろうか？」

　理子は残ざん酷こくな決断を下した。




「なあ伊庵……今のままではいつまで経たっても彼とは〝友人〟にはなれないよ？」




　瞬しゆん間かん、伊庵が脇わきに置いてある自らの鞄かばんを手に取り立ち上がる。その顔はまるでスカートの中身を男子に見られてしまった女子中学生のような羞しゆう恥ちに満ちていた。

「こ、これ以上は時間の無む駄だです！　先せん輩ぱいと僕ぼくとの考えはどこまで行っても平行線ですから！」

「……伊い庵あんは私たちに協力はしてくれないんだね」

　優ゆ衣いの問いに「当たり前だ！」顔を真まっ赤かにした伊庵は視線を逸そらし吐はき捨てる。

　伊庵は自分の代金をテーブルに置き「……では失礼します」会え釈しやくをした。

　去り行く伊庵の背中に理り子こは最後の言葉をぶつける。

「彼もそして君も変わらなければ誰も幸福にはなれやしない」

　伊庵は一度だけ足を止めたが振り返ることはなかった。







　優衣が小さな溜ため息いきと共に項うな垂だれる。

「……説得、失敗しちゃいましたね」

　一段落付いたからか優衣はようやく目の前のメロンソーダに手を伸ばす。一口飲んで優衣は鼻の頭にしわを寄せた。

「責任を感じるね」

　理子が肩かたを竦すくめてみせると優衣は慌あわてて両手を振る。

「いえいえ！　伊庵が前々から協力的ではないのは知ってましたから！　もし理子先輩が居てくれなかったら私まで神かみ宇う知ちくんのことを諦あきらめちゃうところでしたし……」

　すると優衣が申し訳なさそうに肩かたを落とし微ほほ笑えむ。

「いやね、そうじゃなくてさ、楽しくてさついついやりすぎてしまったことに対する責任ね」

　直後、理子が鈴の音のようにからからと笑う。隣となりで優衣は目を白黒させていた。「どういう……？」優衣は意味が判わからないという表情で理子の顔を覗のぞき込んでくる。

「いやね、あまりに伊庵が攻こう撃げき的な態度を示してくるからさ、私の闘争本能に火が付いてしまってね、つい全力で返り討うちにしてしまった」

「…………え？」

「確かに交こう渉しよう相手を煽あおって本音を引き出したり、相手の冷静さを奪うばって場のイニシアチブを握にぎるというスタイルは私の最も得意とする交渉パターンではあるが、さすがにここまで完かん膚ぷ無きまでに叩たたきのめす必要はなかった」

「…………はい？」

「伊庵の反応が良かったからつい楽しくて手加減するのを忘れてしまったよ」

「……えっと、もし仮に手加減をしていたらどうなってたんですか？」

「少なくとも、これほどまでに絶望的な交渉の決けつ裂れつには至らなかっただろうね」

　しれっとした態度の理子に優衣はあんぐりと口を開けている。

「まあ楽しかったから良しとしようじゃないか」

　──それに次のステージへと繋つながる道も見えたことだし。

「良くないですよ！　もうどうして理り子こ先せん輩ぱいってそうなんですか！」

　ひまわりの種を口に含んだハムスターみたいに頬ほおを膨ふくらませた優ゆ衣いが迫ってくる。

「この前の神かみ宇う知ちくんの時だってそうです！　どうして相手をわざと怒おこらせるようなことをするんですか！　危険な目に遭あうのは理子先輩なんですよ！」

「私の目の錯さつ覚かくだろうか。目の前にいるはずのない佐さ那なが見える」

「そう思ってもらって構いません！　佐那先輩の気持ちが今の私には痛いほど判わかります！　判ってますか？　理子先輩は女の子なんですよ？　男の子の本気には敵かなわないってことは前回の神かみ宇う知ちくんのことで十分判った──」

　こいつは堪たまらないと理子はテーブルの伝票を引っ手た繰くるように掴つかむと、レジに向かって一目散に走り出す。

「ちょ、ちょっと理子先輩！　どうして逃げるんですかあ！」

　背後でぷりぷりと怒る優衣を横目に「うるさいのが増ふえた」首を竦すくめる理子であった。






　　続・深い青







　　　　◇◇◇◇◇◆




　姉と顔を合わせるのが苦痛になっていった。今日きようも彼の知らない〝職場〟という場所で男と会ってきたのではないかと想像して胸が苦しくなるのだ。

　姉はこれまでと変わることなく彼に優しい。彼が一方的に姉を避さけているにすぎない。けれど自分が一番ではないのだと思うと姉の優しい笑顔が少し辛つらかった。

　姉にこの気持ちを悟さとられるわけにはいかない。もし姉が彼の気持ちを知ったらきっと以前のように困った顔をするに違いない。姉のあんな顔は見たくはなかった。

　しかし毎日一いつ緒しよに暮らしているのだ。聡さとい姉が彼の異変に気がつかないわけがなかった。

「悠ゆうくんなにかあった？」

「なにか困ったことがあるならお姉ねえちゃんに相談してよ？」

「お金の心配なんてしなくて良いんだからね？」

「もうお姉ちゃん立派な社会人なんだから。悠くんに欲しいものがあればなんだって買ってあげられるんだからね」

　姉の甘あますぎるほどの気遣づかいが居た堪たまれない。隠かくし事をしているようで罪悪感さえ感じる。それなのに「なんでもない」素そっ気けない態度を取ってしまった自分が心底嫌いやになった。

　このままではいけない。なんらかの形で気持ちに整理を付けなければ姉への態度は益ます々ます悪化するばかりだろう。悩んだ末に彼が導きだした答えは、姉が特別視している〝男〟をこの目で確かめてみるというものだった。

　見たこともない男の影に怯おびえている。まるで悪夢のように実体がない。妄もう想そうに首を絞しめられているような状態なのである。

　案外、実物を見れば想像しているよりもすんなりと現実を受け入れることができるかもしれない。少なくともこのまま妄想に脅おびやかされ続けるのはあまりに不毛だと感じていた。

　不幸だと感じているのはあくまで彼の側の事情で、ここ最近の姉は毎日幸せそうなのだ。両親を亡くしても彼がこうして元気に暮らせているのは、偏ひとえに姉のお陰である。代だい償しようとして彼の知らないところで姉がどんな苦労をしてきたことだろうか。

　弟として姉の幸せを願うことはおそらく正しい。姉には幸せになって欲しい。それは嘘うそ偽いつわりのない心からの願いだった。

　姉が今週末に男と出掛けることはすでに知らされていた。ちなみに何ど処こへ出掛けるのかという問いに姉はなんの疑いもなしに答えてくれた。どうやら姉は隣となり町に最近できたアウトレットパークへと出掛けるらしい。

　男と会っている現場を姉に内ない緒しよで確認しようと彼は考えていた。

　当日、彼はクラスの友達と約束があると姉より先に家を出た。現地に先回りして姉が来るのを待つためだ。アウトレットパークに到着して彼は自身の見積もりの甘あまさを後悔した。

　アウトレットパークのあまりの広大さに愕がく然ぜんとしてしまったのだ。花火大会の混雑を思わせるほどに週末のパーク内は人々で溢あふれ返り、通路は長く延び終わりが見えない。駐ちゆう車しや場じようも近所のスーパーとは比べ物にならないほど大きく車も数えきれないほど沢たく山さん停まっている。こんな中からどうやって姉を探せば良いのかと彼は途と方ほうに暮れた。

　アウトレットパークに姉が来るのは間違いないのだし、虱しらみ潰つぶしにパーク内を歩き回るという無む謀ぼうな考えさえ浮かんだ。それが不可能なのは眼前の人混みを見れば明らかであるし、万が一、姉とニアミスしたら最悪だ。

　彼の視界にＴＶのＣＭなどでもお馴な染じみのドーナツ屋が映る。名案が思い浮かんだ。彼は早速姉に電話する。電話先の姉がアウトレットパークにいることを最初に確認してから、友達から聞いたと前置きし、有名店のドーナツをお土産みやげに買ってきて欲しいとお願いした。姉は快く引き受けてくれた。

　彼はフードコートから観葉植物の生いけ垣がき越ごしにドーナツ屋を見張る。最悪の場合、数時間待たされることになるかもしれない。それでも当てもなく巨大迷路のようなこの場所を彷徨さまようよりはマシだろう。ドーナツを齧かじりながら彼はじっと姉の到来を待った。

　ところが姉は十分と経たたずにドーナツ屋の前に現れた。

　彼は嬉うれしくなった。頼んだのはお土産だ。お土産とは普通帰り際に買うものだ。しかし姉は来た。彼の願いを優先してくれたのだと思ったら自然と笑顔が零こぼれた。

　ふと気づく。姉の背後に寄り添うように立つ見知らぬ男性の存在に。姉が振り返り男に話し掛ける。弾はずむような口く調ちようで喋しやべっている様子が表情から判わかった。

　彼は男をまじまじと見み詰つめる。落ち着いた雰ふん囲い気きだ。大人おとなの男性だ。若じやつ干かんではあるが髪かみに白髪しらがが見える。笑うと目め尻じりにしわが寄る。姉とはずいぶんと年が離れているようだ。

　けれどとても優しそうでまるで親子のように仲が良さそうに見えた。

　気づいたら彼は走り去っていた。無む我が夢む中ちゆうで走った。隣町から家まで走って帰った。

　こんなはずじゃなかった。気持ちの整理をするはずだった。実際は玩具おもちや箱ばこをひっくり返したかのように心がぐちゃぐちゃになった。

　彼はふらふらとおぼつかない足取りで暗くて静かな自室の布ふ団とんの中で蹲うずくまる。そうして瞼まぶたを下ろして石ころのようにじっとした。

　やがて彼の頭の中でプラスチック製の玩具の山が崩くずれるような喧やかましい音がした。気持ちは、上う手まく嵌はまらないことに苛いら立だった子供が知育パズルを壁へと投げつけた時のようだった。

　……そうだ。あの男はきっと悪い奴やつに違いない。優しい顔をして近づいて姉を騙だまそうとしているのだ。きっとそうに違いない。悪い男から姉を守らなければいけない。

　彼はごく自然に結論していた。それが弟の役目だと。
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　放課後の理り子こはなぜだか部室とは逆方向へと歩いてゆく。

「ん？　今日きようは変へん恋れん部の部室へはいかないのか？」

「まあね。今日は『魔女の金曜日ウイツチフライデー』だからね」

　理子が忌いま々いましそうに髪かみを掻かき上げる。「ああ、そうか」佐さ那なは頷うなずく。つい最近、麻ま穂ほさんと会ったばかりだったのでうっかりしていた。

　金曜日は、週に一度の『塚つか井い麻穂先生によるお悩み相談室』が開設されるのである。

　佐那たちが入学した当時から『美人の保健医』として麻穂さんの人気は男女問わず高く、放課後になると憧あこがれや下心を抱かかえた生徒たちが保健室に集つどっていた。『塚井麻穂先生によるお悩み相談室』が学校の公認を得た発ほつ端たんは、麻穂さんが生徒の恋愛相談に答え始めたこと。

　的確なアドバイスが貰もらえると、恋の悩みが一発解決だと、麻穂さんのお陰で無理めの恋が成じよう就じゆしたと、週刊誌の裏面に載のっているパワーストーンもかくやという噂うわさが噂を呼び、いつしか麻穂さんは『千せん光こうの恋愛魔ま術じゆつ師し』と謳うたわれ時同じくして保健室は『恋愛相談室』と成り代わったのである。

　それは保健室を本来の目的で利用したい生徒にとっては大変迷めい惑わくな話であった。実際に幾いく度どか生徒間のトラブルが発生したらしい。無視できない事態だと学校側の配はい慮りよもあり『カウンセリングルーム』が新たに併設されるに至った。

　以前から有名私立などでは専任のカウンセラーを学校に常じよう駐ちゆうさせるというような試みがなされているようだ。ストレス社会と言われる時代背景も後押ししたらしいとは麻穂さん本人談である。麻穂がムチとロウソクで校長のハゲ親父おやじを篭ろう絡らくしたに違いないとは理子談である。

　保健医としての立場を優先するべくカウンセリングは金曜日限定とした。

　ところが時同じくして麻穂さんは『美人すぎる恋愛カウンセラー』としてＴＶで活かつ躍やくを始める。当然のごとく金曜日に相談者が殺到することとなったわけである。その熱狂は人気アイドルのサイン会のごとくであった。実際に『塚井麻穂親衛隊』なる存在があるとかないとか。

　とくにかく用もないのに金曜日のカウンセリングルームに近づく生徒はいない。理子曰いわく『魔女の金曜日にはご用心』ということらしい。

「……それで理子はこれから何ど処こへ行く気なんだ？」

　あまりうるさいことは言いたくなかったが、やはり気になって佐那は尋たずねてしまう。

「今日は大人おとなしく帰るさ」即答だった。

　一いつ緒しよに帰宅することも考えたがさすがに心配がすぎると思い直す。あまりしつこく付きまとって疎うとまれるのも嫌いやだった。

「じゃあ俺おれは久しぶりに剣道部に顔を出すことにする」

　挨あい拶さつを交わし理り子こを見送る。佐さ那なは主あるじのいない窓際の机に腰こし掛かけると、下校する生徒の群れをぼんやりと見下ろす。しばらくして自転車に跨またがり校門へと走る理子の後ろ姿を捉とらえる。

　佐那は長めの前髪がみに指を差し入れ嘆たん息そくする。

「……俺はなにをそんなに焦あせっているんだ」

　苛いら立だちから「くそっ」佐那は拳こぶしを机に叩たたきつける。けたたましい打音が教室に反はん響きようする。残っていたクラスメイトたちから「ひっ！」悲鳴のような声が洩もれた。

　威い嚇かくしたわけでもないのに佐那がクラスメイトたちへと視線を送ると「さ、さあ帰ろうかなあ！」などという白々しい態度で一いつ斉せいに教室を出て行ってしまった。

　物心がついた頃から慣れっこだ。佐那の強気な性格や鋭い眼めつきに誰もが恐おそれをなす。

　無理もない。剣道をやっていることもあって腕うでに覚えはあったし、小中学生の頃は今よりずっと喧けん嘩かっ早かった。気に入らない幾いく人にんかの連中を喧嘩で打ち負かすと、周囲からは『閻えん魔ま様』と囁ささやかれるようになっていた。

　あれは中学一年の梅つ雨ゆ前だった。皆が敬遠する当時の佐那に少しも臆おくすることなく近づいて来たのが理子だった。

「君ってさデビューしたばかりの頃のマッド・デイモンみたいだね」唐とう突とつに声を掛けられた。

「瑞みず々みずしくて繊せん細さいで……けれど野心的でひどく小こ憎にくらしい眼差まなざしが『グッド・ウィル・ハンティング』の彼を思わせる」

　彩さい家け亭てい理子と名乗ったその少女の第一印象は『まるで西洋人形のように可愛かわいらしい女の子』だった。微ほほ笑えみ掛けられれば、老ろう若にやく男なん女によ問わず頬ほおを熱あつくしてしまうような目を見張る美少女だった。

　ところが見た目に反して「実に愛いとしいね」と中学一年とは思えないほどこましゃくれた態度と口く調ちようで言うのである。強きよう烈れつな存在感だった。

　やがて彩家亭理子が『変人』と呼ばれていることを知った。もっとも教えられなくとも関わってすぐに『変人』だとは気づいたのだが。

　周囲から奇き異いの眼差しを向けられ続けてきた佐那からしても、頭の回路の一本や二本が焼き切れているんじゃないかと思わせるほど彩家亭理子の行動はぶっ飛んでいた。

『狂犬』と呼ばれる学校一の不良だろうが、名前を聞いただけで生徒たちが震ふるえ上がる鬼おにの体育教師だろうが、あばずれと陰口を叩たたかれる大人おとなびた先せん輩ぱいだろうが関係ない。誰もが普通は躊躇ためらう火中の栗くりへと彩家亭理子はお構いなしに手を伸のばす。

　理子はおおよそ人間というものを恐れたりはしないのである。理由を尋たずねると本人曰いわく「口を利けるから」だそうだ。

　理り子こにとって人間とは純粋な〝好こう奇きの対象〟であるらしく──理子の口くち癖ぐせを引用すれば『愛いとおしい存在』ということになる──面白そうだと思えばパン屋だろうが葬そう儀ぎ屋だろうが極ごく道どうだろうが平然と話し掛けた。

　弾だん丸がん飛び交う戦場を呑のん気きに散歩するような生き方である。当然、理子の周りにトラブルは絶えなかった。幾いくら理子が美少女でもすべての人間が彼女を好意的に受け止めたりはしない。むしろ『傲ごう岸がん不ふ遜そん』な態度が災わざわいし敵てきは増えてゆく一方である。

　さらに理子が好む対象の大体が、世間のレールからは一歩も二歩も外れて歩いているようなアウトサイダーな連中ばかりなのだから余計に始末に負えない。どうぞトラブルに巻き込んで下さいとお願いして回っているに等しいのだ。

　理子の無む鉄てつ砲ぽうさをどうにも見ていられなくて、気づいたら佐さ那なは理子のボディガードのような存在になっていた。

　今でこそ麻ま穂ほさんやマリリン先せん輩ぱいのような頼りになる理子の理解者へと助けを求めることも可能だが、他ほかに味方のいなかった中学時代は大たい概がいのとばっちりが佐那へと降り注いでた気がする。

「……本当に忙せわしなくて生なま傷きずが絶えなくて怒ど鳴なってばかりの毎日だったな」

　懐なつかしさに自然と頬ほおが緩ゆるむ。あの時代がなければ今の理子との関係もなかっただろう。そう考えればかけがえのない日々だと思えた。

　ただ思えてしまったからこそ、現在の不安定に揺れ動く自分の気持ちが許せなかった。







　武道場に向かう途と中ちゆうで優ゆ衣いを発見する。

　即座に佐那からは声が出なかった。見苦しい姿を見られてしまったという気き不ま味ずさがあったからだ。「優衣！」それでもあの時の礼をきちんとすべきだろうと声を掛ける。

「あ！　佐那先輩！　か、身体からだは大だい丈じよう夫ぶなんですか！」

　優衣が心配げな表情でぱたぱたと此方こちらへと小走りでやって来る。「心配するほどでもない」そう苦笑いで返事をする。

「……あの時はありがとう優衣。お前が割って入ってくれなければどうなっていたことか判わからない。理子に代わって感謝する」

「どうせアイツはお礼なんて言ってないだろ？」佐那が決めつけて尋たずねると、優衣は「あはは……」図ず星ぼしらしくぎこちなく笑った。

「そうそう！　佐那先輩聞いて下さいよ。理子先輩ってばひどいんですよお。昨日きのうの話なんですけど、私を一人ファミレスに残して走って帰っちゃったんですよ？」

「え？」佐那から驚おどろきの声が洩もれる。

「確かにですよ……後こう輩はいの私が偉えらそうに説教くさいことを理子先輩に対して言ったのは出すぎた真ま似ねだったかなって反省してますけど……それにしても逃げるなんて！　理り子こ先せん輩ぱいって時々、すごく子供っぽい行動しますよね」

「昨日きのう、理子は優ゆ衣いと会ってたのか……？」

「あれ？　理子先輩から聞いてませんでした？　昨日の帰りに偶ぐう然ぜん会ったんですよ」

「……いや聞いてない」

「駅まで一いつ緒しよに帰りましょうってことになったんですけど、途と中ちゆうで神かみ宇う知ちくんの話が出て──」

「あの男の話だって……？」

　名前を聞いた途と端たん、佐さ那なの全身に緊きん張ちようが走る。険けわしい表情をしているのだろう。優衣が怯おびえるように身を竦すくめた。

「……え、えっと、伊い庵あんが理子先輩に突つっかかるようなこと言い出して、あ、江え入いり伊庵っていう神宇知くんと私と同じ中学出身の奴やつなんですけど、その伊庵が自分が神宇知くんの過去について話すから、もう神宇知くんからは手を引けみたいなことをですね、理子先輩に対して偉えらそうにも言ったんです」

　そう言えば、今日きようの理子に昨日のような意気消しよう沈ちんした様子はなかったことを思い出す。

「……さ、佐那先輩……もしかして怒おこってますか……？」

　強こわ張ばった表情で見上げてくる優衣に「悪いんだが──」佐那は続けた。

「──昨日の話を俺にも詳くわしく聞かせてくれないか？」







　一いつ旦たん、学食にあるジュースの自じ販はん機き前まで移動する。ジュースを買うと、人ひと気けのない廊ろう下かの隅すみへと向かう。

　遠えん慮りよする優衣に手て間ま賃ちんだと紙パックのジュースを無む理り矢や理りに押し付ける。自販機前の壁にもたれ互たがいにジュースを飲む。やがて口を開いた優衣の話を佐那は黙だまってしばらく聞いた。

「……ひょっとして佐那先輩は理子先輩が神宇知くんと関わることに反対ですか？」

　話を終えても佐那が一言も発しなかったからだろう。優衣が申し訳なさそうにあごを引きそのまま頭こうべを垂たれる。

「……そうですよね、あんなことがあったんですもんね。心配するのも当然ですよね」

　優衣が胸元で握にぎる『おーいイチゴミルク』の紙パックがきゅっとひしゃげた。

「さ、佐那先輩！　理子先輩を巻き込んですみません！　でも理子先輩の力が必要なんです！　私、どうしても神宇知くんを助けたいんです！」

　優衣が熱の籠こもった瞳ひとみで佐那を見上げている。

「今の私がいるのは神宇知くんのお陰かげなんです。感謝してるんです。神宇知くんに少しでもお礼がしたいんです！」

　──あるいはそれは自問だったのかもしれない。

「アイツのことが大切なんだな……」

　優ゆ衣いの熱っぽい態度に当てられ思わず洩もらしていた。言葉にしてから、無意識のうちに昨日きのうの麻ま穂ほさんの科白せりふを自身がなぞっていたことに気づく。

「あ、あの、そ、その、えっと……」頬ほおを朱しゆ色いろに染めた優衣は、しどろもどろになりながら視線を落ち着きなく彷徨さまよわせている。

　しかし優衣は佐さ那なとは違った。

「……はい」

　はにかみながらもしっかりと優衣は頷うなずいてみせる。

　佐那は空からになった紙パックを数メートル先にあるゴミ箱へと、バスケットのフリースローみたいに手首のスナップを利かせて放り投げる。

「悪いが俺おれは反対だ。幾いくら優衣の頼みでもやっぱり賛成はできない」

　コンクリートの壁に当たってから紙パックはゴミ箱へと姿を消した。

「アイツと関わっていたらまたいつあんなことが起こるとも限らない。今回はたまたま無事だったが、次もそうだという保証はどこにもないだろ」

「……すみません」優衣が小さな肩かたを落としさらに小さくする。

　佐那は短い吐と息いきの後に縮こまる優衣の髪かみをくしゃりと撫なでる。

「……だから俺にできる最大の譲じよう歩ほは、今の優衣からの話を聞かなかったことにして、理り子こが俺に内ない緒しよで動いてることに気づかぬ振りをすることくらいだ」

　佐那は言葉を絞しぼり出す。佐那の複雑な胸中を察したのだろう。優衣は「……ありがとうございます」言葉を噛かみ締めていた。

　去りゆく優衣を見送りながら佐那は思う。

　正直、反対の気持ちは強い。柱に縛しばり付けてでも今すぐに止やめさせたい。神かみ宇う知ち悠ゆう仁じんはあまりに危険だ。

　あの日の放課後の光景を思い出し胸中が悔くやしさに満たされる。

　場ば数かずはそれなにり踏んできた。自分より身体からだの大きな相手とだってやり合ってきた。しかし今回は手も足も出なかった。

　額ひたいを冷たい壁にぶつけると音が廊ろう下かに反はん響きようする。

　あの日の絶望的な光景が脳裏にはあった。惨みじめに這はい蹲つくばり理子が傷付けられる様さまをただ無力に見み詰つめることしかできなかったあの瞬しゆん間かんの映像が──




「──俺では神宇知悠仁から理子を守れない！」




　声が掠かすれ微かすかに震ふるえる。佐那は自身の身体をきつく抱だきしめた。

　指先で二にの腕うでの感かん触しよくを確かめる。そして胸元へと視線を落とす。

　直後、佐さ那なは苦痛に耐えるような表情を浮かべると、額ひたいを壁に付けたままずるずると床ゆかへと崩くずれ落ちた。

「もっと強ければ……」

　単純に身体能力が違った。そして絶対的なアドバンテージであると信じて疑わなかった実戦経験も、恐おそらく向こうのほうが上だろう。

　神かみ宇う知ち悠ゆう仁じんは昔からあの性格らしい。嘗かつて佐那がそうであったようにトラブルと無む縁えんであるはずがない。繊せん細さいそうな見た目からは想像も付かないが、多くの実戦を経験してきたに違いなかった。

　ぎりりと奥歯を噛かみ締める。あんな悔くやしい想おもいは二度とごめんだった。

　それなのに佐那は黙もく認にんを選んだ。言動の矛む盾じゆんはそのまま佐那の心の揺らぎだった。

『理り子このことが大切なのね』そう麻ま穂ほさんに尋たずねられた時、優ゆ衣いのように『はい』と佐那は頷うなずけなかった。それは〝誰かを大切にするということ〟は〝相手の意志を尊重する〟ということなのではないかという考えが頭を擡もたげたからだ。

　幾いくら理子を守るためだとは言え、一方的に理子へと感情を押し付けるような今の自分のやり方が必ずしも正しいとは思えなかった。

　だから自分に正直な優衣を羨うらやましく思った。同時に煮にえ切らない自分を情けなく思った。けれどそれ以上に、理子が相変わらず無む鉄てつ砲ぽうであるという事実に佐那はどこかほっとしていた。

　身勝手だとしても、今だけは理子の行動に水を差すような発言はしたくなかった。

　柄がらにもなく臆おく病びようになっているという自覚はある。ただそれほど今回の件が佐那にとってはショックだったのだ。

　今は少し時間が欲しい。気持ちを整理するための時間が。






　　Miss.Strangelove
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　理り子こからの着信に塚つか井い麻ま穂ほが気づいたのは、ティーン向けのファッション雑誌の『恋する十代に塚井麻穂が送る七つの魔ま法ほうの言葉』というインタビュー終わりのことだった。

　折り返し理子に電話をすると開口一番『君に腹を空すかせた哀あわれな女子高生を助ける気はないか？』怪あやしげな勧かん誘ゆうめいたことを言う。思わず麻穂から笑みが零こぼれる。

「……しょうがない娘こね。今からマンションに向かうわ。どうせ寝起きなんでしょう？　すぐに出られる準備しときなさいよ」

『どうせとは失礼だね。言っておくが、先ほどまで私は洒落しやれたパリのオープンカフェでフランスの色男とエスプレッソを飲んでいた』

「……はいはい、ずいぶんと〝アバンチュールな夢〟だこと」

　どうせ夜遅くまで調べ物をしていたに違いない。

「二十分後ね」麻穂は電話を切る。雑誌記者たちから食事に誘さそわれていたのだが、急用ができたと詫わびながらそそくさと出版社の会議室を後にする麻穂であった。







「よもやカリスマ恋愛カウンセラー様ともあろうお方が、駅前のオープンカフェで安く済ませようとは誰が想像できよう」

「なにか文句があるかしら？」麻穂が流し目を送ると理子は小さく嘆たん息そくする。

「あるとすれば文句ではなくアドバイスさ。麻穂、あの世に金は持って行けないぞ？」

「縁えん起ぎでもないこと言わないで頂ちよう戴だいよ。ケチッてるわけじゃないわよ。理子が電話で『パリのオープンカフェ』の話をしたから気を利かせて此処を選んだのよ？」

「よしんば欧おう風ふうだとしても此こ処こは〝英えい国こく風ふう〟だろ？　麻穂、君は疲れているようだ。友人として少し仕事量を減らすことをオススメするよ」

　理子は可愛かわいい顔で小こ憎にくらしいことをいけしゃあしゃあと言うのである。もちろん年上を敬うやまうというような態度は欠片かけらも見当たらない。

　麻穂は両手を上げ「勝手にしなさい」と投げやりに言うと、続いてウェイターを呼んだ。すぐにウェイターがやって来る。とても接客業に似つかわしいとは思えない無表情の男の子だ。麻穂たちは揃そろってランチを注文する。

　すると、注文を淡々とした口く調ちようで復唱する若いウェイターを、理り子こが胡散うさん臭くさそうな眼差まなざしで観察していた。ウェイターが捌はけた後に「どうしたの？」麻ま穂ほが尋たずねると「どこかで見覚えのある顔だと思ったら同じ千せん光こうの二年だった」理子は答えた。

「で？　今日きようの用件はなに？　どうせなにか頼みがあって私を呼んでたんでしょう？」

「知らない仲ではないとは言え、ずいぶんと不ぶ躾しつけなカリスマ恋愛カウンセラー様だ」

　ジト目の理子を無視して麻穂は続ける。

「頼みを聞いてあげるんだから私には知る権利はあるはずだわ。今度はどんな〝愛いとしい人〟を見つけたのかしら？」

「──さてはこの女、佐さ那なあたりからなにか聞いているらしい」

「ご名答。円えん馬まくん、理子のことをすごく心配していたわよ？」

　するとランチのクラブハウスサンドが届いたので麻穂は会話を切った。しばらく互たがいに食事に集中していたのだが、理子が思い出したかのように会話を再開する。

「……佐那にはすまないことをしたと思ってる。私のせいで怪け我がを負わせてしまった」

「珍めずらしく殊しゆ勝しようじゃない？　もしかしてそれで水曜日の様子が変だったのね」

　麻穂はくすくすと声を上げて笑ってしまう。いつもの傍ぼう若じやく無ぶ人じんを良く知るだけに、友人を傷つけて落ち込む理子をなんて可愛かわいいのかしらと思ってしまった。

「……やだやだ、カウンセラーってのは察しが良くてさ」理子がぶーたれた表情を浮かべる。

「違うわよ。理子のことだから判わかるのよ」

　麻穂が微ほほ笑えみ掛けると、理子は細い眉まゆ毛げをハの字にして肩かたを竦すくめてみせる。

「……怖こわい怖い。まるで『氷の微び笑しよう』のシャロン・ストーンのようだ。麻穂と一いつ緒しよのベッドで寝る時はアイスピックで刺さされないように気をつけないと」

「もう。人聞きの悪いこと言わないでよ」

　今度は麻穂が肩を竦める番だった。仕返しに成功したのが嬉うれしいのか理子は麻穂を見て「ふふ」おかしそうに喉のどを鳴らしていた。

「──理子の吹っ切れた表情を見るに、これからも佐那は犠ぎ牲せいとなる運命みたいね」

　理子はサンドイッチの最後の一ひと欠片かけらを食べ切ると「……誤解なきよう最初に言っておくが、友人が私のせいで傷つくことは本意ではない」伏ふし目がちに話し始める。

「しかし友人が傷つくことを恐おそれて、私がまったく私らしくもなく動物園のライオンのように毎日をすごすなど実にナンセンスなことだ。無む鉄てつ砲ぽうさこそ彩さい家け亭てい理子の彩家亭理子たる由ゆ縁えんだろ？」

「それは円馬くんだってちゃんと判ってくれているわ。理子が理子らしく振る舞うのが一番だってね。だけど心配なのよ。それだけ理子のことが大切なの。もちろん私もよ。貴女あなたが私たちを傷つけたくないと思ってくれているように、私たちだって貴女には元気でいて欲しいわ」

　すると理子が桜色のくちびるに自じ嘲ちようの笑みを浮かべる。

「……本当にモノ好きだな。私みたいな面倒な女などと関わらなければもっと平和に暮らせるぞ？　どうだい？　今からでも遅くない。私との関係を見直してみてはどうかな？」

「無理よ。私ってアルセーヌ・ルパンを追うジュスタン・ガニマールみたいに一いち途ずなの」

　麻ま穂ほは即座に満面の笑みで応こたえる。

「それは結構」

　理り子こは胸を逸そらし髪かみを大きく掻かき上げる。どこぞの貴族であるかのような尊大な態度の理子には、そんな大おお仰ぎような仕し草ぐさが良く似合った。

「嫌いやだと言われても簡単に〝お宝〟を手放すほど私は殊しゆ勝しような女じゃないからね」

「知ってる」

　麻穂は柔やわらかに微ほほ笑えむ。ＴＶでは決して見せない無防備な表情に違いない。

「でも私、理子のそういう欲張りなところが嫌きらいじゃないの」

　年下で生意気な娘こだが、麻穂にとってはこれほど気の合う友人は他ほかにいなかった。

　先ほどの若いウェイターが食後のコーヒーを運んでくる。
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「──実は過去の事件を調べていてね」

　麻穂がコーヒーに口を付けると理子がおもむろに口を開いた。

「どんな？」




「殺人と自殺」




　見ると理り子こは澄すまし顔でエスプレッソを飲んでいた。

「……ずいぶんと物ぶつ騒そうな事件ね」麻ま穂ほは眉まゆを顰ひそめる。「それは理子が今夢中の〝神かみ宇う知ち悠ゆう仁じんくん〟に関係してるのね？」

「ずいぶんと穿うがった物言いに聞こえるが、まあ間違ってはいないよ。彼の身内が起こした事件だからね。とにかくより詳くわしく事件を知るために報道関係者を紹しよう介かいして欲しいということさ」

　麻穂が無言で見み詰つめていたからだろう。

「なんの心配もないさ。なんせ過去の事件を調べるだけだからね。できれば当時の事件を知る報道関係者から、より詳しよう細さいな話を聞いてみたいと思っただけのことだからね」

　殊こと更さらなんでもないという風に理子は説明する。

「一人の人物を深く掘り下げようとした場合、相手の過去を知ることの重要性は専門家の麻穂のほうが余よ程ほど判わかっているだろうに」

「そうね、『性格形成』が成育環境や情じよう緒ちよ体験それから与えられる教育の内容に影えい響きようするというのは一般的ね」

「先に釘くぎを刺ささせて貰もらうよ。こんなところでフロイトの『エディプス・コンプレックス』の話を始めたりしないでくれよ？　長くなるに決まってるんだからさ」

「言われなくとも判わかっているわよ。私だって休日のオープンカフェで小難しい話なんてしたくないわよ」

　瞳ひとみを眇すがめ理子が疑わしそうに此方こちらを見ている。

「……でも『性格形成』に関する話を一個だけいいかしら？」バツの悪い気分でそう尋たずねるとやっぱりとばかりに理子は溜ため息いきを零こぼした。

「これも勉強よ理子」そう麻穂が取り繕つくろうように言うと「慣れたものさ。都合の良い時だけ年上ぶったり先生ぶったりするのは麻穂の十お八は番こだからね」と憎にくまれ口を叩たたく。

「ぶってるんじゃなくて私は事実として理子の年上だし先生なんですけど？」

　睨にらみ付ける麻穂などお構いなしに、理子はウェイトレスを呼び止めエスプレッソとチョコレートケーキを追加注文すると「これで手を打とうじゃないか」と微ほほ笑えむ。

「ちゃっかりしてるわね」麻穂は苦笑いを返しておいた。

「人間は他ほかの哺ほ乳にゆう類るいと比べ一年ほど早産であるというのは理子も知っているわよね？」

　理子はチョコレートケーキを咀そ嚼しやくしながら「ん」と頷うなずく。

「『発達心理学』の分野において欠かせない人物にアドルフ・ポルトマンというスイスの学者がいるのね。ポルトマンは『人間はどこまで動物か』の著書の中で、人間は他ほかの哺乳類と比べて身体的精神的に早熟で産まれ、他者の保護を長期間必要とすることで『生得的な遺い伝でん的要因』よりも『後天的な環境的要因』の影響を強く受けるのだと言っているわ。これを『生理的早産』と呼んでいるわね」

　最初は煩わずらわしそうにしていた理り子こだったが、もう瞳ひとみを輝かせ始めている。

「例えばね、同一の遺伝子情報を持つ一いち卵らん性せい双そう生せい児じであっても、成育環境や情じよう緒ちよ体験それから与えられる教育の内容が異なれば『性格行動パターン』に差異が生まれるということよ」

　麻ま穂ほは理子がこのような話を好んでいることを十分知った上で話を切り出していた。

「私ね、この考え方って素す敵てきだと思うの。どう生きるかによって人間はどんな自分にもなれるって思えるじゃない？　もちろん『生理的早産』というのは『三つ子の魂たましい百まで』だったり、フロイトの言う『男だん根こん期』手前あたりまでの幼児期における『性格形成』を差すんでしょうけど、年ねん齢れいなんて関係なくってね、生き方次第でいつだって人は変われるんだって思うほうが夢があるでしょう？」

「……なるほど。『美しすぎる恋愛カウンセラー』らしい実にロマンチックな考え方だ」

「ふーん、褒ほめ言葉と受け取っておくわ」

「それ以外にどう聞こえるというんだい？」理子は悪戯いたずらっぽく口の端はを吊つり上げる。

　相変わらず小こ憎にくたらしくて可愛かわいらしい理子である。だからついつい甘あまやかしたくなる。

「いいわ。報道関係者の件、引き受けて上げるわ。二、三日中に連れん絡らくするわね」そしてついつい構いたくなる。「その代わりこの後、買い物に付き合いなさいよ？」

　買い物と聞いた途と端たんにパブロフの犬のごとく理子が苦々しい表情を浮かべる。

「……念のために尋たずねるが、それは──」

「もちろん理子の洋服を買うのよ」

　理子が言い切る前に麻ま穂ほは答える。

「麻穂が選ぶ服はなんだか私には似合わないような気がする。麻穂がプレゼントしてくれた今日きようのワンピースだってやたら胸元や股またの間がスースーするし落ち着かない」

「女の子が〝股の間〟とか言わないの。大体、理子は放っておくと機能的な格好しかしないからつまらないの。せっかく可愛らしく生まれたのだから可愛らしい格好しないと宝の持ち腐ぐされじゃないのよ」

「自分ですればいいという至し極ごく真っ当な意見を私から麻穂に贈おくろう」

「私は大人おとなっぽい服装が似合うの。世間もそれを私に求めているの。なにせ私は『美人すぎる恋愛カウンセラー』らしいしね」

「だからと言って満たされない欲求を他者に押し付けるのはいかがなものかね？」

「さあ早速ブティックという名の遊園地に向かうわよ」

　颯さつ爽そうと立ち上がる麻穂に対して「……今の私の気持ちが君に判わかるかい？」理子は気が重そうにゆっくりと腰こしを上げる。

「まるで横暴な姉を持ってしまったかのような失望感だよ」

「奇き遇ぐうね。私も弄いじり甲が斐いのある妹を手に入れたような幸福感よ」

　麻ま穂ほはにこりと微ほほ笑えむと理り子この腕うでを取り歩き出す。隣となりの理子はげんなりとしていた。そんな顔もまた可愛かわいらしい。

　麻穂は昔から妹が欲しかったのだ。だからかもしれない。理子がどんな顔をしてもどんな態度をとっても麻穂には憎にくめなかった。

　要するに彩さい家け亭てい理子という年下の友人のことを麻穂はとても気に入っていた。
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　川合かわい優ゆ衣いは放課後になると『変へん恋れん部』の部室へと足繁しげく通っている。

　ファミレスでの話し合い以来、神かみ宇う知ちくんや伊い庵あんと帰りが一いつ緒しよになるのはさすがに憚はばかられる。だったら特に部活に所属しているわけでもないし、放課後の時間を理子先せん輩ぱいのために役立てようと思ったのだ。

「……はあ、駄だ目めだな私」

　ついつい優衣から溜ため息いきが洩もれてしまうのは、情けないことにまったく役に立てそうにもないとすぐに気づいてしまったからだった。

「『細工は流々、仕上げを御覧ごろうじろ』ってね。お陰さまで彼の件は順調だよ」

　神宇知くんのことを尋たずねたら理子先輩は自信あり気に答えるのだ。

「ただし前回の失敗があるからね。今回は慎しん重ちようにことを進めるつもりさ。可能な限り情報を集め用意周到に準備して確実に次で決める」

　理子先輩は力強くそう告げた。結局、具体的な内容について優衣には教えてはくれなかった。

　優衣のできることと言えば、理子先輩の隣となりに座って理子先輩がノートＰＣを使って作業している様子を眺ながめているくらいのものである。居た堪たまれないのである。けれど現金な話だが、公然と理子先輩のことを観察できるとあって退たい屈くつではなかった。

　ディスプレイを見み詰つめる理知的な眼差まなざしに長い睫まつ毛げ。きびきびとキーボードを叩たたく様さまはいかにもできる女という感じでカッコイイ。理子先輩に掛かればチョコを食べる姿すら色っぽい。

　みんなが憧あこがれる先輩を独ひとり占めしていることに「うふふ」内心は鼻高々の優衣なのだった。

　最近では理子先輩と親しくしていることをクラスメイトたちから羨うらやましがられる。

　変人と呼ばれ実際に目立つ行動の多い理子先輩は、多くの生徒から白い目で見られている。優衣の兄などは、優衣が理子先輩と親しくしてることを知り「あの女には関わんなって！　優衣まで変人扱いされたらどうすんだよ！」教室まで押し掛けて来たくらいである。もちろん「もう！　うるさい！　お兄にいちゃんには関係ないじゃん！」つんっと突つき放し、それ以来、家でも無視を決め込んでいる。

　ただ同じくらいに理子先輩に憧れる生徒は少なくない。その美び貌ぼうに対する羨せん望ぼうもさることながら、ＨＩＰＨＯＰ好きのクラスメイトが言うには〝デフ〟で〝ドープ〟で最高に〝イルだぜ〟ということらしい。

　なにやら良く判わからないが、とにかく〝ぶっ飛んだ生き様ざまがイケてる〟ということらしい。

　理り子こ先せん輩ぱいと合わせて円えん馬ま佐さ那な先輩のことも皆から頻ひん繁ぱんに尋たずねられるようになった。佐那先輩も『閻えん魔ま様』と恐おそれられ敬遠されているが隠かくれファンは多い。

　背も高く顔立ちもアイドルグループにいても不思議でないくらいに整っている。周囲を威い嚇かくするようなあの鋭い眼差まなざしが逆に素す敵てきだとファンの娘こたちは言う。

　近づき難がたいオーラを醸かもし出しているため優衣も未いまだに声を掛ける時は緊きん張ちようするが、言葉を交かわしてみれば見た目のイメージよりずっと紳しん士し的である。

　ただし理子先輩の事に関しては見た目以上に怖こわい人かもしれない。

　当然のように皆から浴びせられるのは『あの二人は恋人同士なのか？』という質問だ。特に佐那先輩ファンの女子生徒たちの追及は並々ならぬものがある。

　それはそうだろう。彩さい家け亭てい理子という人は容姿にしろ性格にしろ、とてもじゃないがいろんな意味で太た刀ち打うちできる相手ではないのだから。

　質問される度たびに「たぶん付き合ってはいないと思う」優衣はそう答えている。

　確かに二人の仲は良いと思うし特別な関係にも見える。けれど恋人同士とは思えない。どちらかと言えば『兄妹』のほうがしっくりくる。

　理子先輩や佐那先輩が切っ掛けで、みんなが優衣に話しかけてくれることが多くなった。お陰で前よりも知り合いが増ふえた。優衣としてはなんだか二人に感謝の気持ちである。

　優衣が眺ながめていると、不意に理子先輩が険けわしい表情を浮かべた。どうしたのだろうか。先ほどまで忙せわしなく動いていたマウスを握にぎる手もぴたりと止まっている。

「理子先輩……？」優衣は身を乗り出すと理子先輩が見み詰つめるノートＰＣのディスプレイを覗のぞき込む。「わあ！」驚きの声を発し優衣は咄とつ嗟さに身を引く。

　ディスプレイが一面──赤い文字で染まっていた。




『彩家亭理子へ告ぐ！　神かみ宇う知ち悠ゆう仁じんに関わるな！　彩家亭理子へ告ぐ！　神宇知悠仁に関わるな！　彩家亭理子へ告ぐ！　神宇知悠仁に関わるな！　彩家亭理子へ告ぐ！　神宇知悠仁に関わるな！　彩家亭理子へ告ぐ！　神宇知悠仁に関わるな！　彩家亭理子へ告ぐ！　神宇知悠仁に関わるな！　彩家亭理子へ告ぐ！　神宇知悠仁に関わるな！　彩家亭理子へ告ぐ！』




　大きなフォントでびっしりと画面一杯に赤い文字が広がる。ヒステリックな警告音を優衣に連想させた。狂気や異常を感じ優衣は胸元で両手を強く握り締める。

「うむ、実に愛いとしいね」

　ところが信じられないことに理子先輩は眩まぶしそうな表情でディスプレイを眺ながめていた。

「……どこが愛しいんですか。気き色しよく悪いだけじゃないですかっ」

「狂おしいほどの愛を感じないかい？」

「嫌いやですよ、こんな歪ゆがんだ愛情なんて。迷めい惑わくですよ」

「まあ確かに迷惑ではある。ただでさえ少ないＢＢＳの利用者がいなくなったら困るからね」

　理り子こ先せん輩ぱいは「管理者権限行使だ」そう素そっ気けなく言い、素早い手つきでマウスを操作し書き込みをあっという間に削さく除じよしてしまった。

「……本当に趣味が悪いですよね……一体、誰の仕し業わざなんでしょう？」

　疑問を口にするのと同時に頭の中にとある人物の顔が浮かぶ。急に心臓が騒さわがしくなる。

「まさか……神かみ宇う知ちくんが書き込んだなんてことは……？」

「さあどうだろう？」理子先輩は小さく肩かたを竦すくめてみせる。「あくまで匿とく名めいのＢＢＳだからね。誰が書き込んだのか特定するのは難しいね」

　然さ程ほど、気にしているようには見えない。

「ただ──」理子先輩は身体からだを椅い子すの背に預けると天てん井じようを見上げる。それから形の良い胸の前で腕うで組ぐみすると、二にの腕に添そえた指先をピアノの鍵けん盤ばんでも叩たたくみたいにトントンと小こ気き味み良く動かす。

「──『神宇知悠ゆう仁じんに関わるな！』という表現が気に掛かるね」

「あ、そうですね。本人なら『俺おれに関わるな！』って書き込むほうが自然ですよね」

「いや、必ずしもそうとは言えない」理子先輩の口元が笑っている。「本人でも意図的に第三者が書き込んだという〝体てい裁さい〟を取っている場合だってあるからね」

「〝体裁〟ってどういう意味ですか……？」優ゆ衣いの眉間みけんに自然としわが寄る。

「例えばの話だよ。十じつ中ちゆう八はつ九く、本人が書き込んだとしか思えないとしてもだ。本人以外の誰かが書き込んだかもしれないという〝体裁〟が一つあるだけで、八や九を十にするのは格段に難しくなるものさ」

　理子先輩はそう言ってスカートから覗のぞく白い太ふと腿ももを重ね合わせる。

「刑けい事じドラマで優衣も観みたことがあるはずさ。状況証しよう拠こや犯行動機からどう考えても犯人は明らかなのに、アリバイがしっかりしているだとか凶きよう器きが見つからないといった理由で、後一歩というところまで犯人に迫っているのに捜そう査さが難航したりするだろ？」

「あ、はい、それ判わかります。観たことあります」

「このような場面で決まって真価を発揮するのが、刑けい事じコロンボだったり古ふる畑はた任にん三ざぶ郎ろうだったりする。口くち八はつ丁ちよう手八丁を駆く使しして巧たくみにそれでいてクールかつスマートに、犯人を追い詰つめてゆく様さまは幾いく度ど観ても実に痛快だね」

　理子先輩は腕を組んだまま「ふふ」楽しそうに身体からだを揺らす。

　しかしすぐに「……それはさておき。私には──」首を起こす。その顔に笑顔はなかった。

「──神宇知悠仁がこのような書き込みをするような人物だとは思えないのだが？」

　理子先輩の視線の先には優衣がいる。

「どうかな？　昔から彼を良く知る人物の一人として君はどう思う？」

　一いつ瞬しゆんでも神かみ宇う知ちくんを疑ってしまった自分を恥はずかしく思った。

「理り子こ先せん輩ぱいのいう通りだと思います。神宇知くんはこういうことをする人じゃありません！」

　弱気を振り払はらうように力一杯に優ゆ衣いは頷うなずく。

「もっとも我々が勝手にそう思っているだけで、なんの確証もありはしないんだけどね」

　そう言いながらも理子先輩は満足そうに笑っていた。

「だったら一体、誰が書き込んだんでしょうね……？」

　再び疑問が湧わき上がる。

「──あ！　もしかして……伊い庵あんかも！」

　すぐにこの結論に達する。冷静になってみれば『神宇知悠ゆう仁じんに関わるな！』とは伊庵の書き込みだと考えるのが最も妥だ当とうであるように思えた。

「伊庵ならやりかねないと思います！　伊庵とも付き合いが長いから判わかるんですけど、伊庵ってば優しそうな顔してるけど結構腹黒いところありますもん！　私にもしょっちゅう意地悪なこと言ってくるし！」

　言いながら段々と腹が立ってくる。こんな陰いん湿しつなやり方をするなんて許せないと思った。

「さあね、私にはなんとも」

　しかし理子先輩の様子は至って平然としている。

「先にも言ったように、匿とく名めいのＢＢＳの書き込みなんかに公共性も無む謬びゆう性せいもありはしない。今回の書き込みに個人を特定できるほどの情報量もない。それに私は限られた相手にしか『変へん恋れん部』のＢＢＳの存在を明らかにしていない。優衣には名めい刺しを渡したはずさ」

「はい。初めて理子先輩に会った日に貰もらいました」

「『変恋部』のＨホームＰページは名めい刺しでしか公開してない。名刺を配る相手を管理することで、ＢＢＳの利用者を私なりに統制しているんだ。無作為に利用者を増やしてＢＢＳが荒れることを私は最も嫌きらう。なぜならば私が欲しい情報は量じゃなくて内容だからさ。少なくとも私は伊庵に名刺を渡してはいないよ」

「私だって伊庵には見せてませんよ？」

「しかし神宇知悠仁には渡した。二人の間でのことまで干かん渉しようしようがないからね」理子先輩が苦笑いを浮かべる。「統制してると言ってもあくまで気休めなのさ」

「……うーん、やっぱり犯人は伊庵しか考えられません。こんなことは言いたくはありませんけど……神宇知くんを擁よう護ごする人はごく限られてますから」

「確かにファミレスでのこともあるし、私が伊庵に恨うらまれる理由には事欠かんからね」

「笑いごとじゃないですよお！」

　身体からだをくの字にして楽しそうに喉のどを鳴らす理子先輩を睨にらみつける。

「この話はこのへんにしよう。ＢＢＳを荒らされるのは不ふ愉ゆ快かいではあるが〝実害〟と呼ぶほどでもないからね。これ以上は考えたって時間の無む駄ださ」

「……はあ、なんだかすっきりしませんね」

「私の周りでは良くあることさ」理り子こ先せん輩ぱいは微ほほ笑えみながらウィンクする。

　やりたいことを貫くには理子先輩くらい肝はらが据すわってないと駄だ目めなのかもしれない。そう優ゆ衣いは妙みように関心するのだった。

　ところが──事件はまだ終わりではなかった。

　小窓から西日が差し込む。夕陽ゆうひが玄げん関かん口に赤と黒のコントラストを描いている。下げ駄た箱ばこは全体的に薄暗く静かで生徒の姿は疎まばらだ。

　一年と二年の下駄箱には若じやつ干かんの隔へだたりがあった。なので玄関の入り口付近で待ち合わせをしましょうと別れたのだが、理子先輩がなかなか姿を現さない。靴くつを履はき替えるだけにしては幾いくらなんでも遅すぎた。

　優衣は二年生の下駄箱へと向かう。下駄箱が生み出す濃こい影の中で理子先輩はぽつりと立っていた。なにやら思案顔を浮べていてる。

　目が合うと理子先輩は苦笑いを口元に浮かべて小さく首を竦すくめる。近づくと両手一杯に黒くて光こう沢たくのある切れ端はしが小山を作っていた。なんだろう。素材は革かわだろうか。

「……え？　……嘘うそ？」

　理子先輩の足元へと視線を落とす。細こま切ぎれの正しよう体たいを確信して優衣からは驚きよう愕がくの声が上がる。

「……ひょ、ひょっとして理子先輩の〝革靴〟ですか？」

　理子先輩は上うわ履ばきのままだった。

「野菜と一いつ緒しよに炒いためて食べようとでも思ったのかね？」

「ひどい、ひどすぎます……」

「確かにしっかり味付けしても味はひどそうだ」

「冗じよう談だんを言ってる場合じゃないですよっ」

　状況にそぐわない飄ひよう々ひようとした理子先輩の態度を見かねて優衣は声を荒げる。

「誰の仕し業わざだろう……まさか伊い庵あん……？　そこまでやるかな？　でも……？　他ほかに考えられないし……もし伊庵が犯人だとしたら許さない！　こんなの絶対に間違ってる！」

　口に出す度たびに優衣の奥底からぶくぶくとお湯が沸ふつ騰とうするみたいに怒いかりが湧わき上がってくる。対して理子先輩は、鞄かばんからコンビニのビニール袋を取り出し革物の残ざん骸がいを黙もく々もくと入れていた。

「理子先輩！　私が伊庵を問い詰つめてみます！」

　言うが早いか優衣は鞄から携帯を取り出し伊庵に電話する。すると「クールダウンだ」理子先輩は落ち着いた声こわ色いろで囁ささやき、優衣の携帯をぱたりと閉じた。

「どうして止めるんですか！」

「君はあれか？　警察犬なみに鼻でも利くのか？　もしくは今まで黙だまっていたけれど実はサイコメトラーでしたとか？」

　頭の中に疑問符ふをたくさん並べていると「ひゃんっ」優ゆ衣いのおでこを細い指先で理り子こ先せん輩ぱいが弾はじく。

「川合かわい優衣くん。伊い庵あんがやったなんて証しよう拠こがどこにあるのかね？　論理的な説明を至急求む」

　どこぞの探たん偵ていみたいに泰たい然ぜんと理子先輩は見み据すえてくるのである。

「……でも伊庵以外に考えられないじゃないですかあ」

　優衣はおでこを摩さすりながら口先を尖とがらせ言い返す。

「ファミレスの件はつい先週のことですよ？　今週になって突とつ然ぜん、嫌いやがらせが始まるなんてちょっとタイミングが良すぎると思います！」

「やれやれ……」理子先輩は欧おう米べい人じんのように大きく頭を揺らす。「口で言って理解できないというのなら身体からだに教え込むしかないね……」

　直後、理子先輩が優衣へと詰つめ寄ってくる。打って変わって落ち着いた眼差まなざしなのがやけに恐おそろしい。理子先輩の白い指先が優衣の前髪がみをかき分ける。同時にもう片方の腕うでが優衣の顔の真横を通りすぎバンッとスチール製の下げ駄た箱ばこの扉とびらを叩たたく。

　デコピン程度では済まないのではないかと優衣は緊きん張ちように身構える。まるで歯医者の診察台にいるような気分の優衣である。

　チョコレートの甘あまい匂においが優衣の鼻び腔こうを擽くすぐった。

「……古こ今こん東とう西ざい津つ々つ浦うら々うら、聞き分けのない姫ひめを黙だまらせるには王子のキスが一番効果的だと相場は決まってる──」

　──気づいた時には理子先輩のぷるんと柔やわらかなくちびるが優衣の額ひたいに引っ付いていた。

　優衣からは「はう！」間抜けな声が洩もれる。頬ほおはホットカーペットみたいに熱あつ々あつだ。

「効果は覿てき面めんだね。優衣がすっかり大人おとなしくなった」

　唖あ然ぜんとして声が出ないどころか身動みじろぎさえできない優衣へと、理子先輩は悪戯いたずらを成功させた近所の子供のように屈くつ託たくのない笑顔を浮かべていた。

「優衣が私のために怒おこってくれていることは判わかってるさ。けれど今はまだ結論すべき時ではない。しばらくは歯は痒がゆいかもしれないが傍ぼう観かんして欲しい」

　理子先輩は下駄箱の隅すみに向かうと、ビニール袋を逆さにしてバラバラと革かわ靴ぐつの残ざん骸がいをゴミ箱へと捨てた。

「単なる愉ゆ快かい犯はんの仕し業わざかもしれない。ご存知の通り私にはいろいろと敵てきが多くてね。頻ひん繁ぱんとまではいかないが、定期的にこのような類たぐいの行為は受けているのさ」

　どうってことないという口振りで言う。さらに驚おどろくことには、なにげない素そ振ぶりで鞄から新しい革靴を取り出すとトントンと爪つま先さきを叩たたきながら理子先輩は履くではないか。

「だから私は知っている。過か剰じような反応はアチラの思う壺つぼさ。そんなの悔くやしいだろ？」

「私はね優衣」振り返った理子先輩は不ふ敵てきに笑っていた。




「他人を振り回すのは大好きだが──他人に振り回されるのは大だい嫌きらいなんだよ」




　なんという横暴な科白せりふだろうか。でもなんというかとても理り子こ先せん輩ぱいらしいのである。

　そう思ってしまったら、理子先輩がいつもにも増して格かつ好こう良く見えてしまったのだからもうどうしようもない。すべてに納なつ得とくをしたわけでなかったが、理子先輩の魅み力りよくに負けた優ゆ衣いは素直に頷うなずくのだった。







　翌日のことである。

「やあ新入生諸しよ君くん。川合かわい優衣はいるかい？」

　昼休みに理子先輩が教室へとやって来た。予期せぬ有名人の来訪に教室どころか周辺一帯がざわめいていた。優衣はお弁当を一いつ緒しよに食べていたクラスメイトに断りを入れ、箸はしを手に持ったまま理子先輩の下へと駆かけ寄る。

「悪いんだが優衣。体操服を貸してくれないだろうか？」

「もしかして忘れたんですか？」

「まあそんなところさ」理子先輩は僅わずかに肩かたを竦すくめ笑う。

「でも大きさ大だい丈じよう夫ぶかなあ……体操服って結構伸のびるから平気だとは思いますけど、私の一番小さいサイズだから……」

　自分で言ってちょっと悲しくなった。さらに自分の胸元をちらりと見てだいぶ悲しくなった。

「だったら他ほかに誰か……」理子先輩が教室を見回すので「あ、いいえ！　すぐ持って来ます！」優衣は慌あわてて体操服を取りに教室の後ろにあるロッカーへと走る。

　ふと、体操服の入った袋を手にしたまま優衣は止まる。ある考えが脳裏をよぎったからだ。

「あの……理子先輩。体操服を渡す前に私から質問があります」

「私のスリーサイズかい？」

　理子先輩の冗じよう談だんに聞き耳を立てていたクラスメイトたちが色めく。特に男子が。優衣も気になると言えば当然のように気になる。特に胸のサイズが。しかし今はそれどころではない。

「真ま面じ目めな話をしてるんです。正直に答えて下さい」

　優衣は理子先輩を睨にらみつける。「マチルダに責められるレオンの気分だよ」そう苦笑する理子先輩に構わず優衣は続ける。

「ひょっとして昨日きのうの〝革かわ靴ぐつ〟と同じことが体操服にあったんじゃないんですか？」

　クラスメイトに聴きかれないように優衣は声を潜ひそめて尋たずねる。無言の理子先輩だったが、優衣が視線を逸そらさずにしばらく頑がん張ばっていたら口元を三日月にして微ほほ笑えんだ。

「燻くん製せいでも作ろうと思ったのか、焼しよう却きやく炉ろで私の体操服らしき残ざん骸がいが発見された」

　瞬しゆん間かん、優衣は教室内へと勢い良く振り返る。伊い庵あんはいない。そう言えば、昼休みになるとすぐに神かみ宇う知ちくんと教室を出て行った。たぶん食堂だろう。

「……優ゆ衣い、クールダウンだ」理り子こ先せん輩ぱいに小声で諫いさめられる。表情には出していないつもりだったのだが、どうやら頬ほおあたりに隠かくし切れない不満が現れていたらしい。

「……このことを佐さ那な先輩は知っているんですか？」

　理子先輩は答える代わりに小さく肩かたを竦すくめる。それから身を寄せ優衣の耳元で囁ささやく。

「いいかい仔こ猫ねこちゃん。大人おとなしく言うことを聞かないと──皆が見ている前で昨日きのうの〝アレ〟を再現をするぞ？」

　耳たぶに理子先輩の吐と息いきが触ふれる。昨日の生々しい感かん触しよくが思い出され優衣の顔がレンジでチンしたみたいに熱あつくなる。

「おーけー？」念を押してくる理子先輩へと、水飲み鳥のように優衣はコクコクと頷うなずく。

　必死である。拒否などしようものならば理子先輩は迷いなく実行するだろう。みんなの見てる前でされたらどんな騒さわぎになることか。生きた心地のしない優衣であった。

　ちなみに優衣的に残念なお知らせがある。やはり優衣の体操服は理子先輩の背せ丈たけとボディ特に胸のあたりには窮きゆう屈くつだったらしい。

　放課後、廊ろう下かですれ違った二年生の先輩らしき男の人たちが「よう鴨かも川がわ！　体育の時のデリコ見たか？　体操服がすげえピチピチでさ」「おう、エロかったな！」そう盛り上がっているのを偶ぐう然ぜん耳にして優衣は途と轍てつもなく申し訳ない気分になるのだった。

　翌日もまた理子先輩は教室に顔を出す。

　今回もまた体操服を貸して欲しいということだったのだが、

「ど、どうしたんですか！　そんなに濡ぬれちゃって！」

　今日きようの理子先輩は濡れ鼠ねずみだった。頭から水をかぶったみたいに、髪かみの毛と肩かた口ぐちあたりが特に濡れていた。

「水も滴したたるイイ女だろ？」

　それでも理子先輩は相変わらず平然としている。そしてブラウスが濡れてブラが透すけてしまっているというのに相変わらずそのあたりにも無む頓とん着ちやくであった。

「一いつ旦たん、教室に入りましょう」男子の邪よこしまな視線から守るようにして優衣は教室へと理子先輩を招き入れる。さすがに今だけは伊い庵あんや神かみ宇う知ちくんがいなくて良かったと安あん堵どする。

　理子先輩へと「これ使って下さい」とハンカチを渡したのだが、明らかに間に合わなさそうである。すると「良かったらこれ……」クラスの女子たちが手持ちのハンカチやらタオルやらを優衣へと挙こぞって渡してくる。直接、理子先輩へと渡さないところが『興味はあるけどなんだかまだ怖こわい』というような微び妙みような距離感を物語っていた。

「感謝するよ」理子先輩が女子たちにウィンクしてみせると、全員が湯中ゆあたりしたみたいに頬ほおを上気させる。みんなの気持ちは判わからなくもない。しっとり濡れた理子先輩はいつにも増して色っぽかった。
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「……それにしてもどうして濡ぬれちゃったんですか？」

「局地的な豪ごう雨うに見舞われてね」

「……嘘うそばっかり。またそうやって惚とぼけるんですから」

　本日は雲一つない快晴だ。理り子こ先せん輩ぱいの態度ではっきりとした。

「またやられたんですね？」

「〝また〟かどうかは知らないが、トイレに入っていたらこの通り。天てん井じようから水が降ってくるなんてずいぶんと斬ざん新しんなウォシュレット機能だよ」

　水まで浴びせられてるというのに理子先輩は慎しん重ちようかつ冷静な態度を崩くずさない。優ゆ衣いのように、特定の誰かを犯人と決めて掛かるような物言いはしなかった。

　結局、この件も「まあもうしばらく様子を見よう」そうやって被害者本人が諫いさめてくるので優衣は言いたい言葉の数々をぐっと飲み込んだ。

　──ただこれも始まりの入り口にすぎなかった。

　放課後になるとすぐに優衣は『変へん恋れん部』の部室へと向かう。途と中ちゆうで理子先輩に会ったので連れ立って向かうことにする。

　理子先輩がスライドドアの鍵かぎ穴あなに鍵を差した直後のことだ。理子先輩が鍵を握にぎったまま動きを止める。優衣が見ると怪け訝げんな表情を浮かべていた。

「……鍵が開いている」

「昨日きのう閉め忘れたとか？」

「いや」理り子こ先せん輩ぱいが首を振る。「施せ錠じようはカウンセリングルーム使用の約束だからね」

　互たがいに顔を見合わせる。理子先輩が小さく頷うなずきスライドドアを開ける。室内は薄暗く静まりかえっていた。

　人が侵入している気配は感じられない。特に室内が荒らされている様子もない。

「……とりあえず大だい丈じよう夫ぶそうですね」

　優ゆ衣いはほっと胸を撫なで下ろす。しかし理子先輩の表情は優れない。

　理子先輩は小さな溜ため息いきを洩もらしながら室内へとつかつかと歩いて行く。そして定位置の机に辿たどり着くと、椅い子すではなくリノリウムの床ゆかへとおもむろに腰こしを落とす。

　見ると床にはノートＰＣが横たわっていた。昨日きのう、帰る際は確か机にあったはずだ。ノートＰＣを手に取ると理子先輩は立ち上がる。

「じゃじゃーん」理子先輩が唐とう突とつに陽気な声を上げる。なにごとかと眺ながめていたら「──あ！　えええええ！」優衣の見てる前でノートＰＣを真っ二つに割ってみせた。

「切断マジックならこの後、見事にくっつくんだがね。残念ながら今回は〝真実〟種たねも仕掛けもないのでこのままさ」

　理子先輩の自じ嘲ちようめいた物言いで優衣は理解する。今度はノートＰＣを破は壊かいされたのだ。

　理子先輩は両手を合わせると「今まで世話になったね。安らかに成じよう仏ぶつしてくれたまえ」無残な姿となったノートＰＣへと黙もく祷とうを捧ささげる。

「……理子先輩はこれでもまだ平気でいられるんですか？」

「いやはや私のマチルダがずいぶんと怖こわい顔をしている」

　あくまで惚とぼける理子先輩へと優衣は叫びたいのを必死で我が慢まんしていた。

「まあさすがにこれ以上は困るね」理子先輩は肩かたを竦すくめる。「革かわ靴ぐつに体操服、それに今日きようのノートＰＣだ。出費がかさんで仕方がないよ」

「そういう問題じゃないでしょう！」

　さすがに怒ど鳴なってしまった。

「またじゃないですか！　しかも今日だって二つも嫌いやがらせがありました！　これでも理子先輩は様子を見ようって言うんですか？」

　理子先輩は黙だまって机に腰掛け腕うで組ぐみをすると、トンツートンと指先でリズムを刻む。

「私に伊い庵あんと話し合う許可を下さい。私もうこんなの我慢できません」

　ファミレス以来、神かみ宇う知ちくんとも伊庵ともまともに口を利いていなかった。理子先輩への嫌がらせが始まってからは、教室で伊庵が視界に入る度たびに不快な気分になった。

「……はっきりさせたいんです。こんな蟠わだかまりを抱かかえたまますごすのは嫌です。もし伊庵が間違っていることをしているというなら私が伊庵を止めますから！　私、頑がん張ばりますから！」

　すると理子先輩は眩まぶしそうに瞳ひとみを細め「ふふ、愛いとしいね」と小さく笑う。

「君たちは本当に仲が良いんだな」

「ち、違いますよ。ただの腐くされ縁えんってやつです。私たちいっつも喧けん嘩かばっかしてますし……」

　理り子こ先せん輩ぱいは立ち上がり優ゆ衣いの隣となりに並ぶとぽんと肩かたを叩たたいてくる。

「優衣の好きにすれば良いさ」

　そう静かに告げた。突つき放されたような気がした。

　もしかして呆あきれられたのだろうか。もう見限られたのだろうか。不安な気持ちで見上げると、理子先輩は思い詰つめるような深い眼差まなざしを浮かべていた。

　ノートＰＣがなくては活動のしようがないと、部室に来て早々に切り上げることになった。そして本日最後の事件が起こる。

　駐ちゆう輪りん場じように自転車を取りに行ったはずなのに、理子先輩が歩いて優衣の下へ現れる。「まさか……」さすがにこれだけ続けば優衣も気づく。

「そのまさかだよ。私の自転車が主あるじにさよならの一つも言わないでいなくなってしまった」

　数日後、真まっ赤かな自転車が学校の裏手を流れる川の中に沈んでいるのが見つかった。




　　　　◇◇◇◇◇◆




　あの大人おとなの男は姉ねえさんを誑たぶらかす悪い奴やつだ。

　そう決定した日から、どうやってそれを証明したものかと彼は思案し続けていた。

　彼はまだ男のことを多くは知らない。もちろん姉に訊きけるはずもない。なにせ姉は人が良い。きっといつもみたいに笑顔で「素す敵てきな人よ」と答えるに決まっている。

　姉にあの男のことを疑っている様子はない。そんな姉になにを主張しても時間の無む駄だだろう。また姉に困った顔をさせてしまうに違いない。

　彼は独自の捜そう査さをする必要性を感じた。あの男の悪事を明るみにしてやれば、姉も自分が騙だまされていたことに気づくはずだ。そうすればこれまで通りの生活に戻るはずだ。

　彼が先まず最初に考えたのは男の家を探さぐり出すことだった。

　家さえ判わかってしまえばいつでも男の行動を監かん視しできる。監視していればそのうちきっとボロを出すはずである。なんせあの男は悪い奴だと決まっているのだから。

　狙ねらうのは姉と男が出掛けて帰って来たところ。男は必ず車で姉を家まで送り届ける。姉を降ろした後に車を追いかければいい。必ず男は自分の家へと帰ることだろう。

　思いついたら居ても立ってもいられなくなった。内心、ワクワクしているところがある。悪事を暴くなんて正義の味方のようではないかと興こう奮ふんを覚えていた。

　彼は早速その週の日曜日に計画を実行に移すことにする。

　姉を降ろし男の乗る車が住宅街から大通りへと走ってゆくのを確認すると、彼はすぐさま自転車で後を追い掛ける。歩道を走り車道の車を追う。スピードには自信があった。学校でも彼より自転車を速く漕こげる者はいなかった。

　しかし数百メートルも進まないうちに、自分の見積もりが絶望的に甘あまかったことを思い知らされる。車があんなにも速いなんて。

　吐はき出される荒い息遣づかいが、こんなにも耳障ざわりだと感じたことはなかった。悔くやしくて情けなくてくちびるをぎゅっと噛かみ締めた。

　作戦の変更を余よ儀ぎなくされる。自転車では駄だ目めだ。車にはやはり車で対抗するしかない。もちろん彼に車を運転できるはずもないし運転を頼めるような大人おとなの知り合いもいない。彼は貯ちよ金きん箱ばこの中身をベッドの上にあける。これだけあればお金はなんとかなるだろう。

　さらに翌週の日曜日のこと。彼はタクシーを利用することにした。ＴＶを観みていると尾行にタクシーを使うシーンは割と良くある。

　しかし一人でタクシーに乗るという行為は幼い彼にはかなり敷居が高かった。相当な勇気を必要としたのは言うまでもない。姉のためだという大たい義ぎ名めい分ぶんがなければ諦あきらめたことだろう。それくらいドキドキした。

　全財産の入った財さい布ふを握にぎり締めタクシーに乗り込むと男の車が現れるのを待つ。運転手のおじさんに少しだけ出発を待って欲しいと頼んだら変な顔をされた。さらにあの車を追って欲しいと告げたら心配そうな顔をされた。彼は慌あわてて言い訳する。あの車を運転しているのは実は母親の浮気相手なのだと、昨夜ＴＶで観たサスペンスドラマの内容を語った。

「そういうことならおっちゃんに任せな！」ノリの良いおじさんで助かった。

　おじさんは見る間に車に追い付き、指定した男の車の後ろにピタリと張り付いた。おじさんは運転しながらもいろいろと質問してくる。しかし口からの出任せである。彼は質問にしどろもどろになりながら答える。時々はなにも思い浮かばなくて黙だまり込んだ。嘘うそがばれたらどうしようと彼は終始ビクビクしていた。

　おじさんはお人好しなのかお調子者なのか、そんな挙きよ動どう不ふ審しんの彼に「大だい丈じよう夫ぶ！　人生いろいろあるけどなんとかなるからよお！　おじさんだって若い頃はな──」フォークシンガーだったという過去を訊きいてもいないのに語ってくれた。ついでに歌ってくれた。

　男の車がマンションの地下駐ちゆう車しや場じように入って行く。外壁がツタに覆おおわれた高級そうだがずいぶんと年季の入った建物だった。おじさんとはマンション前で別れる。

　おじさんはどうやらお調子者でもありお人好しでもあった。運賃を払はらおうとしたら「いらねえよ！　おじさんからの餞せん別べつだ！　坊主ぼうず頑がん張ばれよ！」タダにしてくれたどころか応援までしてくれた。

　悪いことをした。人の良いおじさんを嘘で騙だましてしまった。けれど不思議と罪悪感はなかった。あるのは感謝の気持ちと頑張ろうというやる気だった。

　さあ、どうやって部屋を特定したものか。困っていると、エレベーターが動き出したのに気づく。そう言えば男はマンションの玄げん関かんになかなか現れない。もしかしたら駐車場から直接エレベーターに乗れるのかもしれない。

　彼はエレベーターの止まった階を目視すると全力で階段を駆かけ上がる。時間との勝負だ。早くしないと男が部屋に入ってしまう。せっかく此こ処こまで来たのだ。どうせなら男が部屋に入るのをこの目で確認したい。

　息せき切らせてエレベーターの止まった階に辿たどり着くと、果たして彼の推測通り男がいた。彼は思わずガッツポーズを作る。

　男は扉とびらの前で全身をまさぐっていた。続いて鞄かばんの中を覗のぞく。部屋の鍵かぎを探しているようだ。運が良かった。鍵を探していなかったらとっくに男は部屋に入っていたことだろう。

　彼は部屋番号をしっかり記き憶おくする。あと現在地をきっちり覚えて帰れば今回の任務は完了だ。これでいつでも男を監かん視しできる。

　彼の胸中には達成感が満ちていた。

　すると男は鍵を探すのを諦あきらめたのかドアフォンを押した。チャイムの音が離れた彼のところにまで微かすかに聞こえてくる。部屋に誰かいるというのは想定外だった。軋きしんだ音を響ひびかせて扉が開く。

　女の人だった。若い女の人が現れた。「誰かと思った」と女の人は笑う。男は「鍵を忘れてしまって」困った顔で答える。「ドジね」女の人はそう微ほほ笑えんで男を部屋に招き入れた。扉がゆっくりと静かに閉まる。

　どうだろうか。十分くらいはそうしていただろうか。彼はどうして良いのか判わからなくてその場に立ち尽つくしていた。

　確かにタクシーのおじさんに『母親の浮気相手』だと男のことを説明した。しかしあれはＴＶの話だった。彼の作り話だった。作り話のはずだったのに……それなのにどうして……。

　確かに男の悪事を暴あばこうと思っていた。そのために此処まで苦労してやってきた。そして実際に男の秘密を握にぎった。男には別の女の人がいる。これは浮気だ。彼は見事、男の悪事を暴いてみせたのだ！　姉を守ったのだ！

　……しかし嬉うれしくもなんともなかった。むしろ姉の悲しむ顔が最初に浮かんで、ひどく憂ゆう鬱うつな気分だった。彼は途と方ほうに暮れる。そして自じ問もん自じ答とうする。

　弟として姉を守るためにはどうすべきなのか。これまでのように二人で幸せに暮らすためにどうすべきなのか。

　考えるまでもないことだった。




　　　　◇◇◆◇◇◇




　昼休み、理り子こ先せん輩ぱいから今日きようの放課後は『変へん恋れん部』の活動はなしだと聞かされた。ノートＰＣがなくては大した活動ができないという理由もそうだが、今日の放課後に関しては理子先輩に予定があるらしい。新聞記者に会って話を聞くのだとか。そう語る理り子こ先せん輩ぱいは、嫌いやがらせを受けている人物とは到底思えないくらいご機き嫌げんな様子であった。

　ならば優ゆ衣いのやるべきことは一つである。放課後になるのと同時に伊い庵あんの席へと向かう。

「話がある」そう優衣が睨にらみ付けると伊庵は神かみ宇う知ちくんへと視線を送った。「伊庵を借りるね」神宇知くんへ断りを入れる。

「……僕ぼくはまだなにも返事をしてないのに君は勝手だな」伊庵は不服そうな態度を示しつつも「悠ゆう仁じん、悪いんだけど先に帰ってて貰もらえる？」告げる。

「ああ」神宇知くんは即答する。一いつ瞬しゆんだけ横目で優衣を見ると真まっ直すぐ教室を出て行った。

「……表情を見る限り人前で話すような内容じゃなさそうだ」

「うん。私、怒おこってるもん」

「それじゃ場所を変えよう」

　伊庵に促うながされ教室を出る。数日前に佐さ那な先せん輩ぱいと話した食堂の自販機前に移動した。

　周囲に他ほかの生徒がいないのを確認すると、

「理子先輩に嫌いやがらせするのはもう止やめなよ」

　優衣は伊庵へと単たん刀とう直ちよく入にゆうに告げる。伊庵は普段通りの柔にゆう和わな笑みを湛たたえたまま無言で優衣のことを見み詰つめていた。

「理子先輩に言い負かされたからってこんな方法で仕返しするなんて最低だよ」

　直後、伊庵が吹き出す。

「ちょっと待ってよ。一体、優衣はなんの話をしてるの？　訳も判わからずこんな風に責められるなんて理り不ふ尽じんだよ」

　伊庵の落ち着き払はらった態度が鼻につく。

「惚とぼけないでよね！　判ってるんだからね！」

「すぐムキになるのは優衣の悪い癖くせだ。一回、冷静になりなよ。それで冷静になったら僕にも判るようにちゃんと事情を説明してよ」

　優衣は両腕うでを胸の前で閉じたり開いたりして深呼吸を繰くり返す。別に言いなりになったわけじゃない。確かに自分でも落ち着きを欠いていると自覚しているからだ。

「っじゃあ！　説明して上げるからちゃんと聴ききなさいよ！」

　さほど怒いかりを拭ぬぐい去れたわけではなかったが、前のめりな気持ちをこれ以上抑おさえ込むのは無理だった。優衣は捲まくし立てるようにここ最近の流れを伊庵へと説明する。

　嫌がらせの日時、それから手口の詳しよう細さい、それからどうして優衣が伊庵を犯人だと疑っているのかについても率そつ直ちよくに話す。伊庵とは中学一年の頃からの知り合いだ。まどろっこしい真ま似ねを最初からするつもりはなかった。

　話を聞き終えた伊庵は「なるほどね。不本意だけど僕が疑われるの仕方がないかもね」そう態度を変えずに言う。

「僕ぼくがあの彩さい家け亭てい理り子こという先せん輩ぱいに非好意的であるのは否定しないよ」

　伊い庵あんは間かん髪はつ入いれずに「でもあの先輩のことを快く思っていないのは、なにも僕だけじゃないでしょ？」付け加える。

「理子先輩のことを悪く思ってる人が他ほかにもいることは私だって知ってるよ」

　例えば兄がそうである。

「だけどタイミング的に他の人なんて有り得ないもん。あのファミレスでの話し合いがあった翌週から嫌いやがらせが始まったんだよ？　そんなの伊庵しか考えられないじゃん！」

「それは君の憶おく測そくだろ？　タイミングだけで犯人扱いされるとか。こんなひどい決めつけってある？　昔っから優衣は短たん絡らく的だから困るな」

「そ、そういう伊庵だって！　昔から意地が悪いし腹黒いじゃん！　悪いけど伊庵ならやりかねないって私はすぐに思ったんだからね！」

「やれやれ、ひどい知り合いを持ってしまったよ」

「良く知ってるからこそ言ってるの！　伊庵にこんなこと止やめて欲しいから言ってるの！　こんなの絶対に間違ってるもん！　嫌がらせしたってなにも変わらないじゃん！　どうせ行動するならもっとなにかの役に立つようなことにしなよ！」

　瞬しゆん間かん、伊庵が鋭い眼差まなざしで睨にらみ返してきた。

「だから決めつけるなって！　君になにが判わかる！　嫌がらせをした人物にだって理由があったかもしれないだろ？　止むに止まれぬ事情ってやつがさ！」

　ムッとした表情を浮かべている。

「先に言っておくけど今のは一般論だからね。君が客観性の欠片かけらもない一方的な物言いするから反論しただけだから」

　機き先せんを制され優衣は開きかけた口を渋しぶ々しぶと閉じる。

「そもそも僕が犯人だという証しよう拠こはあるのか？　さっきから聞いてれば優衣の印象だとか憶測だけで語っているよね？」

「うっ……」続く言葉が出てこない。決定的な証拠のなさは理子先輩からも幾いく度どとなく指し摘てきされていたことだ。

「ネットの掲けい示じ板ばんから始まって自転車の件までだっけ？　僕でなくても千せん光こうの生徒なら誰だって犯行は可能だと思うんだけど？　靴くつも体操服も水の件も事が起きた場所は生徒なら誰だって制約なく入れる場所だしね」

　可能性だけなら確かに伊庵の言う通りだ。「むう」自然と優衣から呻うめき声が洩もれる。

「むしろ状況からしたら男子の僕より女子を疑うべきじゃない？」

「どうしてよ？」優衣はくちびるを尖とがらせる。

「だってあの先輩が頭から水を浴びせられたのって女子トイレなんでしょう？」

「え？　そんなの当たり前じゃん。理子先輩女の子だもん」

　一体、伊い庵あんはなにを言いたいのか。

「だよね。それじゃあ聞くけどさ。優ゆ衣いは男子トイレに入れって言われたら入れる？」

「……はぁ？　そんなの恥はずかしくて入れるわけないじゃん！」

　したり顔で語る伊庵にイライラしてつい優衣の語気が荒らぐ。

「それそれ。同じように男子が女子トイレに入るのって覚かく悟ごがいるって思わない？　やっぱり普通に考えて躊躇ためらうでしょ？　しかもただでさえ嫌いやがらせをしようというんだもの。そこまでリスクを背負うと思う？」

「そっか……あ！　……そ、その、なんでもないっ」

　うっかり伊庵の説明に納なつ得とくして頷うなずいてしまった。

「ノートＰＣに関しては僕ぼくでは物理的に無理だって」

　伊庵は男子にしては長い睫毛まつげを伏せると馬鹿馬鹿しいとばかりに頭を振った。

「前日の帰り際はまだノートＰＣが無事だったことを考えれば、破は壊かいされた可能性のある時刻は君たちの帰った後から翌日の放課後までの間でしょ？」

　優衣は無言で頷く。

「だったら僕ぼくにはやっぱり実行は不可能なの。時間的にね。僕にはアリバイがあるからね。ノートＰＣが破壊されたであろう時刻はほぼ悠ゆう仁じんと一いつ緒しよにすごしている。登校も下校も昼休みも悠仁と一緒さ。悠仁に事実を確認して貰もらっても構わないよ。それに自分で言うのもおかしな話だけど悠仁と僕は目立つからさ、適当な千せん光こう生せいから目もく撃げき情報を募つのったら僕の言ってることが正しいって簡単に確認できると思うよ」

　伊庵が馬鹿にしたように鼻を鳴らす。

「それ以外の時間についても説明が必要？」

　優衣は頭を振る。言われなくとも〝授業中〟だというのは判わかっている。同じクラスなのだから伊庵のアリバイについては誰より優衣が証人だ。

「ましてや部室の鍵かぎもないわけだしさ。鍵が掛かってたんでしょ？　仮に合鍵があったとしても僕がそれをどうやって用意するの？」

　優衣はさっきから必死で反論の言葉を探しているのだが、伊庵の説明を聞けば聞くほどに頭の中を漂ただよう言葉は失われてゆく。優衣にはもう最初の勢いはなかった。今や伊庵と視線さえ合わせるのさえ億おつ劫くうだった。

「……ねえ、これでもまだ僕が犯人だって優衣は言い張るつもりなの？」

　伊庵が身体からだを傾け優衣の顔を覗のぞき込み言う。

「大体さ、あの彩さい家け亭てい理り子こって人が悪いんじゃない？　だってさ人に恨うらまれるような行動を取るから嫌いやがらせを受けることになるんじゃないの？」

「や、止やめてよ！　り、理子先せん輩ぱいをそんな風に悪く言わないでよ！」

「いい加減に目を覚ましなって！　優衣はあの先輩に惑まどわされてるんだよ！　優衣の周りを見てみろよ！　こんな風に嫌いやがらせを受けている奴やつって他ほかにいる？　いないよね？　普通に暮らしてれば人から嫌がらせなんて受けないと僕ぼくは思うけど？　あの先せん輩ぱいが普通じゃないのが根本的な原因なんじゃない？　比べるまでもないでしょ？　僕らが普通であの先輩がおかしいんだって！」

「……それが理り子こ先輩の魅み力りよくだもん」

「そんなの僕が知ったことか！　わからず屋の優ゆ衣いにもう一度言ってあげるよ！　おかしいの！　狂ってるの！　発言も行動もなにもかも！　あの彩さい家け亭てい理子って人間はまともじゃないんだって！」

「だったら！」

　咄とつ嗟さに優衣は両手で口元を覆おおう。言いかけ言葉をぐっと飲み込んだ。「なに？」不ふ審しんそうに睨にらみ付けてくる伊い庵あんに優衣は俯うつむきふるふると左右に頭を振った。

　しばらく伊庵は黙だまって優衣を見み詰つめていた。しかしこれ以上待っても優衣から言葉が出てこないと知り「……そういうことだから」伊庵は去って行った。

　伊庵の姿が完全に視界から消えた直後「くぅ」勝手に喉のどが鳴り勝手に涙なみだが溢あふれてきた。

　確かに決定的な証しよう拠こはなかった。でも気持ちでは負けないつもりだった。

　だけど気持ちだけじゃどうにもならなかった。優衣より伊庵はずっと口が上じよう手ずだから。結局、優衣では伊庵を止められなかった。

　優衣は伊庵と話をしてみて確信を得ていた。




　やっぱり今回の件には伊庵が関わっていると。




　中学からの付き合いだから判わかることがある。これまで繰くり返し喧けん嘩かをしてきた間あいだ柄がらだから知っていることがある。

　伊庵は気が長いほうじゃない。小柄で可愛かわいらしい面おも立だちとは裏うら腹はらに気性が激しいほうだ。やたらと人当たりが良い時は大たい概がい相手のことがあまり好きではない場合で、やけに落ち着いた態度を取っている時は決まってなにか含みがある場合だった。

　判っているのに形にできなくて、気持ちが届かなくて、無力な自分がもどかしくて──理子先輩がいてくれたらと願ってしまった自分は最高に情けなかった。

　あれほど意気込んだのに。理子先輩にもあんな強気なことを言ったのに。

「……私、駄だ目めじゃん。一人じゃなにもできないじゃん」

　優衣は制服の袖そでで目元を拭ぬぐう。繰くり返し拭う。それでも涙は後から後から溢れてくる。

　僅わずかな救いはあの時、言葉を飲み込めたこと。

　あの時『だったら！』に続くはずだったのは『飛び降りをすることはまともだって言うの！』という言葉だった。売り言葉に買い言葉だったとして言わなくて良かった。口にしていたら自分のことが大だい嫌きらいになるところだった。

　不意に理り子こ先せん輩ぱいの顔が浮かんだ。こんな時、理子先輩ならなんて言うだろうか。

「……私は私に正直でいるんだ。決めたんだ」

　優ゆ衣いは涙なみだを堪こらえ自身に言い聞かせるように呟つぶやいた。

　自分のようになんの力もない人間が、誰かを救おうだなんておこがましい。綺き麗れい事ごとだけでは人は救えないということくらい高校生の優衣にはもう判わかる。

　事実、優衣は伊い庵あんを救えてはいない。

　けれど彩さい家け亭てい理子という人物を知って優衣は夢を見てみたくなった。誰がなんと言おうとも世間がそれを許さなくとも、せめて自分だけは自分の想おもいに正直でいたいと願ってしまった。

　伊庵の言う通り、確かに今の優衣は理子先輩の影えい響きようを強く受けている。だけど伊庵が言うみたいにそれは悪いことじゃないんだ。

　だって理子先輩と出会ってなければ優衣はこんな無む謀ぼうなことはきっとしなかったから。

　頬ほおを緩ゆるませると瞳ひとみから涙の粒つぶがぽろりと零こぼれた。

　優衣にとって彩家亭理子とは子供の頃に夢見たヒーローみたいな存在だった。




　　　　◆◇◇◇◇◇




　お馴な染じみの英えい国こく風ふうカフェ『ヴィクトリア』の窓際の席から、帰宅ラッシュに賑にぎわう駅前の様子を眺ながめ特製チョコパフェを頬ほお張ばっていると、理子のお目当ての人物がＴＶの収録を終え姿を現した。




「やあ」理子が超能力者よろしく銀色のスプーンを左右に振ると「どうして理子がいるのかしら？」塚つか井い麻ま穂ほは怪け訝げんな表情で首を傾かしげてみせた。

「私の科白せりふを取らないで欲しいね。こっちこそ狐きつねに摘つままれた気分なんだからさ」

「その言葉をそっくり返すわ」

　麻穂はトレンチコートを脱ぬぎ椅い子すの背に掛けると腰こしを下ろす。それから片手を上げウェイターを呼ぶとホットコーヒーを注文した。

「……私にはいまいち状況が理解できないのだけれども。一度、整理させて貰もらうわよ」

「私がチョコパフェと蜜みつ月げつな関係でいる間に済ませてくれたまえよ」

　理子がそうチョコレートアイスを口に運ぶと「偉えらそうに」麻穂は呆あきれた表情を浮かべた。

「私が理子に雑誌の編集長を紹しよう介かいしたわよね。それで理子はその編集長に会って、神かみ宇う知ち悠ゆう仁じんという少年の関わる過去の事件について話を聞いたのよね。此こ処こまでは判るの。それでその後、どうしてまた私のところに戻ってくるわけよ？」

「ん？　私がその雑誌記者に麻穂を紹介して貰ったからさ」

「待ってよ。おかしなこと言わないでよ。私が編集長を理り子こに紹しよう介かいしたんじゃない」

「麻ま穂ほの言ってることも正しいが私の言ってることも正しい。それだけの話さ」

　理子が「ふふ」喉のどを鳴らすと「意地悪しないの」麻穂は瞳ひとみを眇すがめる。

「まあ本題は此こ処このカフェ自じ慢まんのコーヒーが来てからでも遅くはないさ」

「……長い話になりそうなのね。収録終わりで結構疲れているんだけど？」

　麻穂が頬ほお杖ずえを突つきながら言うと、タイミング良くコーヒーがテーブルに届く。「それで本題って？」麻穂がコーヒーカップに赤いくちびるを添そえる。




「夕葵ゆうきさんのこと」




　理子がぽつりと洩もらすとコーヒーカップにくちびるを付けたまま麻穂は固まった。

「……どうして？」先ほどまでの軽口は麻穂にはない。

「理由を今から説明する」そう前置きしてから、理子は雑誌記者とのやり取りなどを含めた諸もろ々もろの事情を淡々と語った。麻穂が紹介してくれた編集長からさらに紹介された雑誌記者から話を聞いてきたのだと言うと「なるほど」麻穂は頷うなずいていた。

　理子が説明を終えると麻穂が瞳ひとみを閉じ天を仰あおぐ。

「……道理で名前を聞いても夕葵と繋つながらなかったわけね……それにしてもこんな偶ぐう然ぜんってあるのかしら」

「同感だね。彼の姉の〝親友〟がまさか麻穂だったとはね」

　ゲーリー・オールドマンを思わせる落ち窪くぼんた瞳の新聞記者が最後に言った。

　もっと詳くわしい事件の話が聞きたければ、当時の姉を最も良く知る人物に尋たずねてみるんだなと。理子がそれは誰だと尋ねたらタバコを咥くわえた新聞記者はおかしそうにくちびるの端はしを歪ゆがめる。なにを言っているんだと。お前の知り合いじゃないのかと。理子が怪け訝げんそうにしていると冗じよう談だんじゃなかったのかと驚おどろいていた。そうして新聞記者は言った。

　自分と理子を引き合わせる切っ掛けを作った人物──塚つか井い麻穂こそ悠ゆう仁じんの姉の中学時代からの親友だと。

　麻穂はウィンドウの外を見み詰つめながら洩もらす。

「そうね……確かに夕葵には弟がいたわね。いつも夕葵にべったりだったあの小さな弟くんがね。もう高校一年になるんだ」

　麻穂はそのまま黙だまり込んだ。理子もなにも言わない。ただ時間の流れるままに身を任せる。

　無理強いする気にはなれなかった。失った親友のことを語ってくれと頼んでいるのだ。

「……夕葵のことを知ったのは中学最初の中間テストの後だったわ」

　麻穂がゆっくりと語り始める。昔を懐なつかしんでいるのか口元が僅わずかに緩ゆるんでいた。

「私、自じ慢まんじゃないけど昔から勉強できたのよ。小学校じゃいつも一番だった。だから最初の中間テストも絶対に私が学年一位だと思ってたの。ところが私は二位だった。夕葵ゆうきのせいでね。プライドが傷ついたわ。私はすぐに夕葵の下へ向かうと本人を前に堂々とライバル宣言したの。貴女あなたには負けないってね」

「恥はずかしい奴やつ」理り子こが笑むと「過去の話よ過去の！　それと理子にだけは言われたくないわ！」麻ま穂ほは照れ隠かくしに「ふんっ」鼻を鳴らし言葉を続ける。

「もっとも。夕葵は喜んでいたけどね。『仲良くしましょう』って嬉うれしそうだった。それですっかり私の毒どつ気けは抜けてしまったわ。あの娘こって大らかなの。周りすべてを包み込んでしまうような穏おだやかで寛かん容ような娘だったわね」

　麻穂はコーヒーカップに口を付けると視線を落とす。

「夕葵が変わってしまったのは両親を亡くしてからね。元々、穏やかで寛容ではあったけど芯しんは強い娘ではあったのよ。それが両親を亡くしたことで、夕葵の強い内面が徐じよ々じよに表に出るようになってきたの。あの頃の彼女は『自分が弟を守る』というのが支えだったみたい」

「『防衛機制』だね」理り子こが呟つぶやくと「ええ、そうね」麻穂は即答した。

「親族の反対を押し切って弟と二人で暮らすことにしたり、弟のために進学を犠ぎ牲せいにしたり、その他ほかにもいろいろと彼女の行動原理が弟中心になっていった。弟への行きすぎた依い存ぞんのように当時の私の目にも映ったけれど、両親を亡くしたショックをそれで和やわらげているというのならばそっとしておくしかないと思った。あの頃の私には夕葵を見守ることしかできなかった」

　麻穂は両の拳こぶしを額ひたいに当てる。

「でも正直、見ていて不安だったわ。いつか壊こわれてしまうんじゃないかってくらい夕葵は毎日を全力で生きてたから。私が幾いくら無理をするなと言っても『弟のためだから』とあの娘は笑うのよ。そんな顔をされたら私にはもうなにも言えなかった……」

　麻穂から溜ため息いきが洩もれる。

「やがて私は進学し夕葵は就職し互たがいに別々の生活を送るようになり、段々と会う機会が減っていったわ。特にあの娘に交際相手ができてからは時々電話でやり取りするくらいの間あいだ柄がらになってしまったわね。相手の男の人とはずいぶんと年が離れていたみたい。でもあの娘は夢中だった。まるで恋愛に興味がなかったあの娘があそこまで男の人に入れ込むなんて意外なことだった。それがおかしなことだと私には気づけなかった……」

　額に当てた拳を麻穂が強く握にぎりしめる。

「夕葵が両親を亡くしてからずっと無理をしてたんだって、馬鹿な私がようやく気づいたのは、あの娘が付き合っていた男性とその奥さんを殺害し自らの命を絶った後のことだった……」

　搾しぼり出すような悲痛な声だった。これほどに感情をかき乱す麻穂の姿を見るのは理子にとって初めてのことだった。

「けれど！　あの頃の私にはどうすることもできなかった！　今みたいに知識がなかったから！　もし今の私があの頃に戻れたなら……こんな風に夕葵を死なせはしなかった──」

　麻ま穂ほは声を詰つまらせると、そのまま微動だにしなくなった。

　ウィンドウから見える街はストーブで温められたみたいにオレンジ色に染まっている。駅前の流れも一段と速くなっている。玩具おもちやの人形みたいに見える行き交かう人々にも、それぞれの人生がありそれぞれが〝現在〟を生きているのだ。

「麻穂」理り子こは名前を呼び麻穂の両手に片手を添そえる。

「〝It's no use crying over spilt milk.〟だろ？」

　そう──零こぼれたミルクを嘆なげいたって元には戻らない。〝過去〟とはもうすぎ去ってしまった現在なのだ。

　麻穂は小さく肩かたを震ふるわせ「……判わかってる。そんなこと判ってるわよ」力なく呟つぶやく。

　直後「でもさ世の中捨てたもんじゃない──」理子は微ほほ笑えむ。

　これから訪れる現在もあるのだから。




「──未来なら私たち次第で幾いくらでも変えられるはずだろ？」




　すると麻穂が掠かすれた声で告げる。
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「夕葵ゆうきの弟くんのこと頼むわよ……」

「当然さ。私を誰だと思ってるんだい？　彩さい家け亭てい理子だぞ？　私は無力な小こ娘むすめでしかなかった〝過去の塚つか井い麻ま穂ほ〟とは違う」

「……ひどい娘こ」麻穂が肩かたを落とし嘆なげく。「そんな言い方しなくたって……」

「残念ながらそれは同どう族ぞく嫌けん悪おって奴やつさ」

　理り子こは「ふふ」と悪戯いたずらっぽく笑ってみせる。




「なんせ私は〝現在の塚井麻穂〟を高校生にしたような人間だからね」




「……本当にひどい娘……理子は本当にひどい娘よ」

　麻穂はそう呟つぶやくと崩くずれ落ちるように二にの腕うでへと顔を埋うずめる。

「……罪滅ぼしにしばらく私の手を握にぎり締めていなさいよね」

　怒おこった口く調ちようで呟く麻穂だが全身は小刻みに震ふるえていた。

「お望みのままに」理子はすぐさま麻穂の二つの手を両手で包み込む。

　理子にはまた一つ神かみ宇う知ち悠ゆう仁じんを救わなければならない理由が増えた。






　　死にたがりは最愛の夢を見る
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　重荷でないと言ったら嘘うそにはなるが、それでもやるべきことは彼の中で明確だった。しかし彼は想おもい悩んでいた。

　なんと言っても姉に関わる問題だ。失敗はしたくない。やはり姉が極力傷つかない結末が望ましい。考えるほどに慎しん重ちようにならざるを得なかった。そんな彼にできることと言えば、これまで以上に注意深く姉の様子を観察することだけだった。

　相変わらず姉は毎日楽しそうに暮らしている。男の話をする時もそれは変わらない。未いまだに姉は男が浮気をしていることには気づいてはいないようだ。

　複雑な心境だが、知らないでいてくれるほうが有り難がたいという気持ちが彼の中では強かった。どのような理由であっても姉の曇くもった表情は見たくはなかった。

　一週間悩み二週間悩み気づけば一ヶ月がすぎていた。

　隠かくしごとをしているという後ろめたさからだろう。時間が流れるほどに姉と会話することが億おつ劫くうに感じるようになってきていた。自然と口数は少なくなり姉との会話時間は徐じよ々じよに減っていった。

　彼は昔から感情の起伏が小さかった。学校でも彼ほど知らない振りをするのが上う手まい奴やつはいない。しかし姉にはいとも容た易やすく見み透すかされてしまうのだ。

「……悠ゆうくん最近、ちょっと変じゃない？」心配そうな顔で尋たずねてくる。「学校でなにかあったのかな？　お父とうさんやお母かあさんがいないことで誰かに責められたりした……？」

　ないこともなかったが彼は違うと首を振る。すると姉はさらに質問を並べ立ててくる。

「それじゃあお友達のことかな？」

「それとも勉強のこと？」

「運動のこと？」

　姉が尋ねてくる度たびに彼は首を横に振る。

「もしかして……お姉ねえちゃんには言えないことなの？」

　彼の心臓が跳はねる。同じように首を横に振れば良かった。しかし彼は姉から視線を逸そらし俯うつむいてしまった。無言の数十秒が流れる。ちらと視線を上げると、姉が悲しそうな瞳ひとみで彼のことを見ていた。

　彼は宿題があるからと逃げるように自室へと籠こもった。

　その日の夜よ更ふけすぎのことだった。彼が飲み物を取りにキッチンへ向かうと、姉が誰かと話している声が聞こえてくる。どうやら電話をしているらしい。

「……どうしよう、私、悠ゆうくんに嫌きらわれたかもしれない」

　怯おびえるような声だった。彼の胸は張り裂さけそうだった。今すぐ扉とびらを開けてそんなことあるわけがないと叫びたかった。自分は姉のことが大好きだと伝えたかった。

「ねえ、どうしよう、私、どうしたらいいのかなあ……」

　姉は弱々しい口く調ちようで不安の言葉を何度も何度も吐はき出す。姉は涙なみだぐみ「うん……うん……」繰くり返し電話に向かって頷うなずいていた。

　彼はそっと踵きびすを返すと自室へと戻る。彼は姉から逃げた。

　一つは罪悪感だった。結果的に自分が姉を苦しめている。自分にもっと勇気があればもっと力があれば姉を苦しめなくて済んだのに。彼は臆おく病びようで無力な自己を嫌けん悪おした。

　そしてもう一つは──あんな姉の姿を見たくはなかったからだ。

　たおやかで美しく頼りになるあの姉が、まるで幼い子供のように取り乱している。きっと電話の相手は憎にくきあの男に違いないのだ。それなのに姉はあんなみっともない姿を曝さらけ出す。彼にも見せたことのないあんな無防備な姿を、あの男には惜おしげもなく曝け出しているのだ。




「こんなの自分が知っている姉さんじゃない！」




　認めたくなかった。許せなかった。まるで裏切られたかのような残念な気持ちだった。

　この日を境にますます姉との会話は減った。彼だけでなく姉もどことなくよそよそしくなった。互たがいに別々の時間をすごすことが多くなってゆく。姉は男と、彼は孤独と、これまで姉弟ですごしていた時間が失われてしまった。

　ある日、家の中で一人きりの時、なぜだか堪たまらなくなって彼は声を上げて泣いた。

　どうしてこんなことになってしまったのか。ただ姉に笑顔でいて欲しかっただけなのに。どうして自分も姉もこんなに苦しんでしまっているのか。ずっと一いつ緒しよにやってきた世界にたった一人だけの姉なのにどうしてこんなにも遠いのか。

　答えははっきりしている。すべての元げん凶きようはあの男だ。あの男を排はい除じよするしかない。また昔のように姉と暮らすためにはあの男は邪じや魔まだった。

　彼は決意する。あの男に会いに行く。浮気のことを問い詰つめる。そして浮気を理由に姉から手を引くように話を進める。

　男から別れを告げられたならば、姉はきっと悲しむだろう。それは後になって最も心苦しいことだ。しかし男の浮気を知るショックに比べたら別れの悲しさはずっとマシであるはずだ。それにこのままでは彼と姉の関係が取り返しの付かないことになる。

　覚かく悟ごを決めたら唐とう突とつに震ふるえに襲おそわれた。

　大人おとなの男は子供の彼には怖こわい存在だった。まともな話し合いなんて想像もつかない。しかし姉を失ってしまうかもしれないという恐きよう怖ふに比べればどうってことはない。人間死ぬ気になればなんだってできる。そうやって彼は必死で怖気おじけづく自分を奮ふるい立たせた。

　彼は改めて自分にとって姉がどれほど大切な存在であるのかを思い返す。

　男との件にカタがつけばすべてが上う手まく回り始める。彼はそう信じ勇気を胸に蓄え虎こ視し眈たん々たんと計画を実行する日を探さぐっていた。

　男との交こう渉しようの場に姉が居ては不ま味ずい。決行日は姉と男が会わない日でなければならない。できれば昼間が望ましい。やはり夜はなにかと物ぶつ騒そうだ。力勝負にでもなったらどう考えても彼に勝ち目があるとは思えない。

　ある土曜日、明日あしたは中学時代の友人と久しぶりに会うから帰りが遅くなるかもしれないと姉は言った。彼も会ったことがある麻ま穂ほという女性と久しぶりに会うのだと言った。彼はチャンスだと思った。

　男の家は知っている。後は男が家にいる時を狙ねらって行けば、姉抜きで会話をする機会を作れるはずだ。果たして上じよう手ずに交渉できるだろうか。それが一番の不安材料だった。

　その夜、心配と興こう奮ふんの両方で彼はなかなか寝付けなかった。

　どうせ寝られないのならと彼は男に伝えるべき内容をノートに書き出す。幾いく度ども読み直し文章を整える。それから掌てのひらサイズの紙に清書する。これさえあればいざという時カンニングができる。気休めになればと書いてみたが思っていたよりも効果があったらしい。気づけば朝までぐっすりだった。

　昼中は男が出掛ける可能性が高いだろう。男の家へは午前中に行きたかった。問題は姉だ。姉より先に家を出るのが憚はばかられる。できれば姉が出掛けてから行動を起こしたかった。

　これは気持ちの問題だった。姉が特別扱いしている男に内ない緒しよで会いにゆく自分の背中を見せたくなかったのだ。姉のためだと言いながら、コソコソしてる自分が卑ひ怯きよう者ものであるかのような気がしていたからだ。

　意外にも姉は朝早くに出て行った。いつにも増して綺き麗れいにめかし込んで出掛けた。友達と久しぶりに会うので気合いが入っているのかもしれない。友達も綺麗になった姉を見たらさぞかし驚おどろくことだろう。その瞬しゆん間かんを想像したら自分のことのように彼は誇ほこらしかった。

　出掛ける準備をしていた時だ。家の電話が鳴る。電話に出ると友人だと名乗る女から姉はいるかと尋たずねられた。相手は塚つか井い麻穂だと名乗った。どうやら行き違いがあったらしい。もう姉は出掛けたと答える。すると女の人は「もう家を出たのね」と驚いていた。姉は時間に規則正しい人なので彼は特に驚かなかった。彼が携帯電話に掛けてみたらどうかと提案すると「繋つながらなかった」との返事。

　しばらくの沈ちん黙もくの後「……ありがとう」女の人は電話を切った。

　彼は家を出ると大通りでタクシーを捕まえ男のマンションへと向かう。二回目ともなるとタクシーも前ほどは怖こわくはなかった。

　前回来た時は夜だった。同じ建物のはずなのに明るい時間に見るとなぜだか違う建物のように見えるから不思議だ。彼はエレベーターを使い男の部屋がある階で降りる。

　彼は夕葵ゆうきの弟の悠ゆう仁じんだと名乗り姉の件で話があってきたという科白せりふを小声で復ふく唱しようする。

　さあ行くぞと先ほどから五回は思っているのだが足が動かない。見ると膝ひざが目の錯さつ覚かくかと見み紛まごうほどに小刻みに震ふるえていた。全力で引き返したくなった。姉の笑顔を思い浮かべる。そうして自分を奮ふるい立たせて、男の部屋へと一歩一歩じりじりとではあるが近づく。

　扉とびらに近づくとなにやら中から騒さわがしい音がしていた。言い争うような声も聴きこえてくる。見ると、ほんの僅わずか小指の先程度だが扉が開いていた。

　どうやら取り込み中らしい。日を改めて来たほうが良さそうである。それが良いと彼はエレベーターへと向かう。

　しかしすぐに弱気の虫を振り払はらうかのように頭を揺らし引き返す。ここまで来て帰ってどうするのだと自責する。問題の先延のばしは辛つらい時間を長くするだけだ。

　彼は大きく深呼吸をする。それから眼前にある鮮あざやかな景色を見渡す。

　蛍けい光こうペンを塗ぬりたくったかのようなスカイブルーが頭上には広がり、吹く風は柔やわらかで心地良い。春めいた暖かな陽ひ射ざしに照らされた街並みはほんのり桜色に彩いろどられ、時より蝶ちようのようにふわりふわりと花弁が宙を舞う。

　穏おだやかでたおやかな風景に姉とすごした日々を重ねる。胸の中がじんわりと温かくなるような感覚を味わう。気づけばもう膝の震えは止まっていた。

　彼は勇気を振り絞しぼりドアノブを握にぎる。脳裏には姉との未来を思い描く。

　そうだ……今度の休みは姉と花見に出掛けよう。
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　神かみ宇う知ち悠仁は時々判わからなくなる。なぜ息をしているのか。なぜ心臓を動かしているのか。なぜ生きているのか。時々自分が判らなくなる。

　ずっと前から生きることに未み練れんなんてなかった。いつ死んでも構わないと思っていた。けれど悠仁は便べん宜ぎ上じようこうして生きている。

　悠仁に〝死〟への恐きよう怖ふはない。むしろ死こそが悠仁の存在意義を支える唯一のものだった。

　高い場所に立ち地上を見下ろし〝死〟を意識する時、まるで初めて知った感覚であるかのように〝生〟を意識する。生きているから死ねるのだと、至し極ごく当たり前のことにひどく納なつ得とくさせられるのである。

　どうやら生への無関心とは自己への無関心と同意義らしい。自分が他人にどのように評価されようと気にならなくなった。必然であるかのように他人への興味も失われていった。

　しかしこの世に存在している限り他人との交わりを断つことは困難だ。さまざまな人間がさまざまな場面において生きている悠ゆう仁じんへと干かん渉しようしてくる。明日あしたいなくなるかもしれない自分のことなど構ったって仕方がないだろうに。学校などはその最たる空間だろう。

　悠仁にとって『学校に通う』という行為はルーチンワークだ。そこに意志や感情などは必要なかった。生きることに執しゆう着ちやくを持たない悠仁に主体性などあるはずもなく、『学校に通う』という与えられた既定のサイクルを繰くり返すことはむしろ楽なことだった。

　多くの人間が学校に通う理由も、自分で生き方を考えるのが面倒だからなのだろう。学校に通う連中を見るに、悠仁はそう思えてならない。

　ところが。本人としては黙もく々もくとルーチンワークをこなしているだけのつもりなのだが、悠仁の周りでは度たび々たびイレギュラーな事こと柄がらが発生する。イレギュラーとはシステムで言えばバグのようなものだろう。不本意なことである。差し詰ずめ悠仁に干渉してくる連中とはコンピューターウィルスのようなものか。

　伊い庵あん曰いわく「悠仁は目立つから」ということらしい。

　たったそれだけの理由で自分は煩わずらわしい目に遭あっているのか。理り不ふ尽じんなことこの上ない。他人のことを蹴け落おとすことに躍やつ起きになるより、自分を高めるためにそのエネルギーを注ぐ方が余程建設的だと思うのだが。

　そう言えばと悠仁は思い浮かべる。

　あの二年の女は彩さい家け亭てい理り子こと言ったか。あれは変わった女だった。

　彩家亭理子もまた悠仁からすればコンピューターウィルスのような存在なのだが、これまで見てきたどのタイプにも属さない新あら手てのウィルスだった。

　あんなにしつこくて遠えん慮りよのない奴やつは初めてだった。大たい概がいの相手は無視を続けていれば簡単に諦あきらめる。それでも諦めない一部の敵てき意いに対してはより鋭い敵意で以もつて、暴力に対してはより圧倒的な暴力で対抗すれば事は容た易やすく片付いた。

　では〝興味〟に対してはどのように対応すれば良いのだろうか。

　より強い興味でないのだけは確かだろう。例えば興味の中身が好意であるならば無視で事足りる。それでも引かない相手ならば拒きよ絶ぜつを示せば万事問題は解決だ。ただあの彩家亭理子という女は、無視をしても拒絶をしても嬉うれしそうな顔で近づいてくるのだから始末に負えない。

　さすがに暴力は効果があったのかここ数日は姿を現さない。しかしどうにも気に掛かる。あの女もまた悠仁と同じように〝死〟を恐れているようには見えなかった。

　あの日の放課後──彩家亭理子は終始口元に笑みを湛たたえていた。そして絶望的な状況にも逃げるどころか首を自ら差し出してきた。やはりその口元にあったのは笑みだった。

　まったく理解し難がたい人間だった。あの女が『ストレンジサイケデリコ』と呼ばれていることを後で思いだし妙みように納なつ得とくしたものである。

　その日もいつもと変わらぬ朝だった。三百六十五分の一日だった。いや、〝はずだった〟というのが正しい。結果的にその日は三百六十五分の幾いくつかのイレギュラーな一日となった。

　決定的な要因は昼休みにあの女──彩さい家け亭てい理り子こが目の前に現れたことだった。

　伊い庵あんと食堂でランチを食べているところに「美う味まそうなフィッシュ＆チップスだね」彩家亭理子が顔を出し、断りもなく悠ゆう仁じんのランチプレートからひょいっとフライドポテトを摘つまみ上げぱくりと食べた。

「ふむ。ずいぶんと腕うでの良いコックが作ったとみえる。本場さながらの味あじ気けなさを忠実に再現している。そんなわけでケチャップはないのかい？」

「なんの用ですか！」

　彩家亭理子の不ぶ躾しつけな態度に悠仁より先に伊庵が噛かみつく。伊庵には珍めずらしく苛いら立だちを顕あらわにしていた。

　直後、彩家亭理子が不ふ適てきな笑みを浮かべて言った。

「ん？　なんだ居たのか伊庵」

　瞬しゆん間かん、伊庵が勢い良く立ち上がる。椅い子すの背が床ゆかを叩たたき付け食堂内にけたたましい音を響ひびかせた。伊庵は真まっ赤かな顔で彩家亭理子を睨にらみ付けていた。

「悪いが伊庵。今日きようは君の相手をしに来たんじゃないんだよ。用があるのは悠仁なんだ」

「ゆ、悠仁だって？　先せん輩ぱいなんかが馴なれ馴れしく彼の名前を呼ばないで欲しい！」

　彩家亭理子は小さく肩かたを竦すくめて悠仁の顔を覗のぞき込んでくる。

「あれか。伊庵は君が雇やとった神かみ宇う知ち悠仁専属のスポークスマンかなにかかい？」

　無視されたことが許せないのか「悠仁には関わるなと言ったはずだ！」伊庵は益ます々ますいきり立つ。当然ながら食堂の注目を一身に集めていた。

　悠仁は黙もく々もくと進めていた食事の手を止める。

「……今度、俺おれに関わったら本当に殺すと言ったはずだが？」

　無視を決め込むつもりだったのだが予定変更だ。

「さあ？　覚えてないね」

　彩家亭理子は指についた塩気を舐なめ取りながら平然と言ってのける。口元には相変わらず笑みが浮かんでいた。

　悠仁は思わず瞳ひとみを眇すがめ見み詰つめてしまう。果たしてこの女の余よ裕ゆうはどこからくるものなのか。殺すと脅おどされて顔色一つ変えない人間などお目に掛かったことがない。頭がおかしいのでなければ一体なんだというのか。

「なあ悠仁。放課後、私とデートをしようじゃないか」彩家亭理子が言う。

「先輩！」再び噛かみ付こうとする伊庵を片手で制し「俺おれがアンタに付き合う義理はない」言い捨てる。

　一度、相手をしてやれば納なつ得とくするというならそれも一つの対応かもしれないと思ったが、彩家亭理子が一度くらいで納得するような玉には見えない。これまで通り拒きよ絶ぜつが正解だろう。

　次の瞬しゆん間かん、悠ゆう仁じんは食器を片付けようと立ち上がったまま動きを止めることとなった。

「──私が君の過去をすべて知っているとしてもかい？」

　悠仁は慎しん重ちように彩さい家け亭てい理り子この顔色を窺うかがう。

　……本当の話なのか。この街に悠仁の詳くわしい過去を知る人間はいないはずだ。いるとしたら祖父母くらいのものだが、この女が祖父母と接せつ触しよくしたとは考え難にくい。なぜならば祖父母は悠仁の過去を封印したがっているからだ。墓まで持って行くつもりらしい。

　当然と言えば当然だろう。孫まごの一人は殺人と自殺。生きているもう一人も自殺未み遂すいを繰くり返す。悠仁を庇ひ護ご下かに置いているのは近くで監かん視ししないと心配でならないからだ。そんな祖父母が易やす々やすと他人に悠仁の過去を話すはずはなかった。

「ブラフだと思うかい？」

　妙みように自信ありげな瞳ひとみが気になる。

「おっけー、おっけー、証明してみせよう」そう彩家亭理子は微ほほ笑えみ「耳を貸したまえ」悠仁へとくちびるを寄せる。




「……地ち木き悠仁くん」




　彩家亭理子の囁ささやきに悠仁は瞳を見開き固まる。ゆっくりと首を捻ひねり彩家亭理子の顔をまじまじと見み詰つめる。その顔にはいかにも人を食ったような笑みが張り付いていた。

「……どうしてその名前をアンタが知ってる」

「だから言ったじゃないか。君の過去をすべて知っていると」

「どういうつもりだ？　一体、なにが目的だ？」

「これほど判わかり易やすい人生の分ぶん岐き点てんはそうそうあるもんじゃないぞ？」

　悠仁が鋭く睨にらむも彩家亭理子に臆おくする様子はない。

「君はいつまでこんな生き方を続ける気だい？」

　そう言うと彩家亭理子は真剣な眼差まなざしを浮かべ悠仁にだけ聴きこえる音量で呟つぶやく。

「──そろそろ潮しお時どきだ。もう終わりにしよう」

　小声だったはずなのに、彩家亭理子の言葉が耳鳴りのように脳内に反はん響きようした。

　最後に彩家亭理子は紙の切れ端はしを悠仁に握にぎらせる。「オーディエンスは必要ないからね」彩家亭理子はウィンクをする。

　紙の切れ端を広げると話し合いの時刻と場所が書いてあった。

　彩家亭理子が食堂から姿を消すのと同時に「悠仁……」伊い庵あんが心配そうに声を掛けてくる。

「……先に教室へ戻ってくれ」悠仁が告げると「だけど！」意外なことに伊庵が声を荒らげる。

　これまで伊庵がこのように感情をぶつけてくることはなかった。常に控ひかえめに振る舞い決して悠仁の行動に異を唱えたりはしなかった。

　もしかしたらこれが本来の伊い庵あんの姿なのかもしれない。悠ゆう仁じんはそう思った。

　再び「先に教室へ戻れ伊庵」告げると、伊庵はしばし逡しゆん巡じゆんしてから「……判わかった」小さく頷うなずき去ってゆく。

　どうやら悠仁の知らない間に、少しずつなにかが変わり始めているらしかった。

　例えば優ゆ衣いにしてもそうだ。あの放課後、優衣が悠仁に取った行動は悠仁の知る優衣とは思えない行動だった。優衣が感情的なタイプだというのは知っている。しかし感情をあのように悠仁へと向けることは有り得ないことだった。今日きようの伊庵にしてもそうだ。他人に無関心な悠仁でも判わかる。

　中学時代から知る二人の変化は明らかだった。

　高校入学という異なる環境の影えい響きようもあるのだろうが、二人の態度が変わった理由はそれだけではないのだろう。二人の変化に見られる共通項として、悠仁の脳裏にある人物が即座に浮かび上がる。

　──彩さい家け亭てい理り子こ。

　優衣が彩家亭理子と関わりがあるのはあの放課後から知っていた。伊庵に関しても先ほどのあの女とのやり取りを見れば、二人の間でなにかしらの関わりがあったのは一いち目もく瞭りよう然ぜんだ。二人があの彩家亭理子という存在に影響されているのは間違いなさそうだった。

　思えばそれは自分自身もだった。他人の存在にここまで苛いら立だったり頭を悩ませたりするのはいつ以来だろうか。

「……確かに潮しお時どきかもしれないな」悠仁はぽつりと洩もらす。

　彩家亭理子という規格外な存在の登場は、錆さび付いた鎖くさりを断ち切る切っ掛けとして相応ふさわしいのかもしれない。

　ふと思い立ち、徐じよ々じよに遠ざかってゆく小さな背中を「伊庵」不意に呼び止めた。不思議そうな表情で伊庵は振り返る。

　悠仁は伊庵を見み詰つめたまましばらく言葉を選ぶ。そしてすぐに自分がこんな場面において、気の利いた言葉を持たないことに気づかされた。

「いろいろと悪かった」

　つまらない言葉だった。伊庵は驚おどろいた顔をしていた。

「……ど、どうしたのさ？　そんな科白せりふ……悠仁らしくないよ！」

　伊庵が駆かけ寄り声を荒げる。

「なにかあったのなら僕ぼくに相談してよ……そ、その……僕たちは……と、友達だろ……？」

　切れ切れの言葉で強こわ張ばった表情で伊庵は言う。だから悠仁は「いや」静かに洩らす。




「俺では伊庵の友達にはなれない──」




　──そんな資格は自分にはない。

　すると伊い庵あんは絶句し、よろよろとおぼつかない足取りで後あと退ずさる。身体からだを支えようと伸のばした伊庵の手がテーブルの調味料に触ふれ床ゆかへと幾いくつかの瓶びんをぶちまけた。伊庵は口元を手で押さえると顔を伏せそのまま食堂から走り去って行った。

　五限目が始まるぎりぎりに教室へ戻ると伊庵の姿はなかった。







　此こ処こは悠ゆう仁じんが初めて来る場所だった。一般的にこの場所は生徒に開放していない学校が多いだろう。少なくとも中学は立ち入り禁止であった。事実、付近に生徒らしき気配はない。

　果たしてお目当ての相手がいるのか。疑いながらドアノブを捻ひねると扉とびらがカチャリと開いた。

　すらりとした立ち姿の女子生徒が、フェンス越しにジオラマサイズの街を眺ながめていた。垂直なフェンスだ。簡単に飛び越えられそうだった。

　悠仁の気配に気づいたのだろう。髪かみをさらさらと風になびかせながら女子生徒が振り返る。

「やあ、ようこそ」

　悠仁の姿を見つけた彩さい家け亭てい理り子こは、まるで我が家に客を招き入れるような気軽さで言った。

「屋上は見晴らしが良くて気分がいいね。幸い今日きようは天候にも恵まれているしね。それに悠仁、君は──〝高いところ〟が好きらしいからな。おあつらえ向きの場所だろ？」

　不ふ敵てきな口元の笑みは相変わらずである。

「……一人で大だい丈じよう夫ぶか？」

「驚おどろいた。私一人の身体からだだけでは満足できないとは、繊せん細さいな見た目の割に君は旺おう盛せいだな」

「今日きようは誰も助けには来てくれないぞ？」

　悠仁は彩家亭理子のおふざけを無視して続ける。すると彩家亭理子は「ふふ」喉のどを鳴らす。

「気遣づかいは有り難がたいが心配は無用さ。君と相あい対たいすると決めた時から、覚かく悟ごはとうにできてるんでね」

「それは〝死ぬ〟覚悟も含まれているのか？」

　悠仁は彩家亭理子を鋭く見み据すえる。顔色一つ変えずに悠仁の視線を受け止め、彩家亭理子は答える。

「愚ぐ問もんだね」

　と。

「最初に明言しておく。私は今から君の心の庭を踏み荒らすような容よう赦しやのない真ま似ねをするぞ。つまりそれは君にとって過去が触れられたくないものだと十分に知りながら、それでも敢あえて君の過去について語ろうとしているということだ。そのように君に取って愉ゆ快かいでない行為に及ぼうというのだ。君からのどのような反発であっても甘あまんじて受けるよ。その覚悟が私にないのならば、今すぐ口を閉じ君に別れのキスをしてこの場所から去ったほうが賢けん明めいだろうさ」

　彩さい家け亭てい理り子こは淀よどみなく言葉を並べてゆく。本当に弁の立つ女だ。

「……馬鹿げているとは考えないのか？　他人と深く関わることに必ずしもメリットがあるとは俺おれにはどうしても思えない。むしろ煩わずらわしいだけだろうに」

　心底理解し難がたかった。死ぬような思いまでして尚なおも関わり続ける神経が知れなかった。

「君の疑問はもっともだ。私もそう思うよ」

　悠ゆう仁じんが怪け訝げんな眼差まなざしを作ったからだろう。彩家亭理子は小さく肩かたを竦すくめた。

「けれど仕方がないじゃないか。私は人間が好きなんだ。だから人間のことをもっと知りたいと常に考えている。中でも自分が興味を感じた相手のことは些さ細さいなことだろうとなんだって知りたくなる。誰かを救おうだなんておこがましい考えはない。徳もなければ自己犠ぎ牲せいの精神も持ち合わせてはいない。ただ私がそうしたいからそうしているだけだ。要は私の道楽だ我が儘ままだエゴだ！　いや……これはもういっそ病気かもしれんね！」

　彩家亭理子は「ふふ」楽しそうに笑っている。

「これが彩家亭理子の生き方でね。悪いが、私に見み初そめられてしまったが運の尽つきだ。君は諦あきらめてまるで初うぶな乙おと女めのように眼めを閉じて大人おとなしく嵐がすぎ去るのを待つが良い。なあに怖こわいのは最初だけさ」

　まるで悪びれた素そ振ぶりのないしたり顔で言うのである。

　どうやら自身が嵐のような騒さわがしい人物であるという自覚はあるらしい。もっとも自覚した上で好き勝手やっているのだからより性た質ちは悪いが。

「……ご託たくはいいから、そのアンタの〝生き方〟ってやつをさっさと見せてくれよ」

　悠仁は言いながら彩家亭理子の立つフェンス際ぎわへと近づいてゆく。

「話が早くて助かるね──」

　彩家亭理子は瞳ひとみを眇すがめくちびるの端はしを吊つり上げ言った。

「──地ち木き悠仁くん」

　これが彩家亭理子の提案を呑のんだ理由である。

『地木悠仁』の名は──この学校の誰もが知るはずもない悠仁の『旧姓』だった。悠仁の過去を知る者でなければ知り得ない名前だった。

「初めて『神かみ宇う知ち』という名を聞いた時、なんと珍めずらしい名前だろうと思った。それくらい珍しい名前ならインターネットを使えば簡単に君の過去を特定できるはずだと私は確信していた。ところが検索を掛けてもヒットするのは君に関する幾いくつかの噂うわさ話ばかりだった」

　彩家亭理子は背中をフェンスに預けると腕うで組ぐみをして淡々と話し始める。

「優ゆ衣いから君の話を聞いた時から、君の過去には姉という存在が大きな影えい響きようを与えているのではないかと私は推測していた。ただ推測を確信に変えるための情報がなかなか手に入らなくてね。正直、あの放課後に私が君へと叫んだ科白せりふは完全に当てずっぽうだった。もっともあの時の君の過か剰じような反応を見て、私の推測に間違いはなかったと確信したがね。危うく死に掛けたが、それに見合うだけの成果はあったかな」

　彩さい家け亭てい理り子こはおどけるように両手を広げてみせる。

「ただし詳しよう細さいは不明のまま。もちろん、一つの可能性として君の姓せいが養子云うん々ぬんによって変わっているという考えはあるにはあった。自信を深めたのは伊い庵あんの話からだ。伊庵から君が『母方の祖父母』の家で世話になっているという話を聞いて、現在は母方の姓を名乗っているのではないかと予想を立てた」

　彩家亭理子に倣ならい悠ゆう仁じんもフェンスに背中を預けて腕うで組ぐみする。

「優ゆ衣いから君が小学校の五年の秋口に転校してきたという話を聞いていた私は、当時の担たん任にん教師に連れん絡らくを取った。そして君が転校してくる前は父方の姓である『地ち木き』を名乗っていたことを知ることになる。後は簡単だった。『地木』という名みよう字じも『神かみ宇う知ち』並みに珍めずらしい。条件が揃そろってしまえば、君の姉ねえさんの事件に辿たどり着くのに必要なのは後は時間だけだったね」

　あの日の光景が悠仁の脳裏に蘇よみがえる。今日きようと同じように雲一つない暖かな陽気だった。

「今から丁ちよう度ど五年前の事件だ。君の姉──地木夕葵ゆうきさんが当時交際していた男性とその妻を殺害し自らもマンションの五階から飛び降りその命を絶った」

　風に流されくちびるに絡からみ付いてきた一筋の髪かみを、彩家亭理子は小指で拾い耳元に掛ける。

「当時の報道によれば、地木夕葵（二十歳さい）が交際相手で職場の同どう僚りようである伊い佐さ地ぢ秋あき雄お（四十五歳）と妻つまである伊佐地冬ふゆ美み（二十四歳）を伊佐地宅のマンションにて刺し殺さつ。凶きよう器きが伊佐地宅にあった包ほう丁ちようであることや、現場の状況やさまざまな証言から痴ち情じようの縺もつれによる衝しよう動どう的な殺人だったと警察は断定。地木夕葵の自殺に関しても、犯行に対する自責の念による突とつ発ぱつ的なものであったとしている。なお、なぜか殺害現場に居合わせた地木悠仁（十一歳）は『ここ最近の姉の様子がおかしかったから後をつけた』と犯行への関与を否定している。犯行動機がないことや伊佐地宅から指し紋もん等々が検出されなかったことを受け、警察もまた弟の事件関与はなかったものとしている」

　彩家亭理子はさらに続ける。

「──警察の見解はこうだ。地木夕葵がアポなしで交際相手の伊佐地秋雄のマンションへと訪れると、前日から泊まりに来ていた妻の冬美と対面することとなった。単身赴ふ任にんの伊佐地の下へは月に数回妻の冬美が訪れることになっていた。地木夕葵は伊佐地秋雄に妻がいることを知らされてはいなかった。そもそも二人の関係は職場では内密だった。歳としの差や伊佐地の部長という会社での立場に配はい慮りよして交際を内密にしていたのではないかとされている。もっとも伊佐地側からすれば妻がいることを隠かくすためだったという見方が強い」

　あくまで淡々とした口く調ちようで彩家亭理子は続ける。

「男一人に女二人、当然、現場は修しゆ羅ら場ばと化した。しかも伊佐地と妻の冬美が裸はだかでベッドに寝ていたのだから、幾いくら大らかな地木夕葵だったとしても心穏おだやかではいられなかった。さらに相手が悪いことに妻の冬美は激情家だった。過去に伊佐地秋雄の浮気相手に対して傷害事件を起こしていた。最初に包ほう丁ちようを持ち出したのはおそらく冬ふゆ美みだった。近きん隣りん住民が聞いたとされる怒ど鳴なり声も冬美のものだったとされている。そこからは雪崩なだれ式だ。地ち木き夕葵ゆうきを殺そうとする冬美とそれを止めようとする伊い佐さ地ぢ秋あき雄お。揉もみ合いの末に冬美が伊佐地秋雄を刺さし殺す。さらに揉み合ううちに──結果として二人が倒れ一人が残った」

　悠ゆう仁じんは鼻で笑う。

「……待ってくれよ。当事者の俺おれに当時のニュースの内容を説明してどうする？　アンタより余よ程ほど詳くわしい自信があるぜ？」

　彩さい家け亭てい理り子こが悠仁の顔を品定めの眼差まなざしで眺ながめてくる。

「へえ、驚おどろいた。事件の話には前みたいに取り乱したりはしないんだな」

　強したたかな女だ。此方こちらの様子を窺うかがっていたとみえる。だったらこっちはこっちで挑ちよう発はつに乗ってやるだけだ。

「今だって姉ねえさんを侮ぶ辱じよくすればアンタのお望み通りブチ切れてやってもいいんだぜ？」

　悠仁が睨にらみ付けると「あの時のことは謝るよ。私が悪かった」意外なことに彩家亭理子は頭を下げた。

「君が勘かんぐりたくなる気持ちも判わかるよ。私も後で知ったことだが、夕葵さんは友人の旧知の人でね。親友と呼べる仲なかだったそうだ。つまり君のお姉さんを侮辱することは大切な友人を侮辱するのに等しい」

　彩家亭理子は自じ嘲ちようめいた笑みを口元に浮かべる。

「塚つか井い麻ま穂ほという名前に聞き覚えはないかい？　麻穂は幼い頃の君と会ったことがあると言っていたが？」

　言われて思い出す。その名前に記き憶おくがあった。確か姉の中学時代からの友人だったはずだ。

「まあ過去のおさらいだと思って私の確認作業に付き合ってくれたまえよ。私は当時の事件を担たん当とうしていた新聞記者や麻穂から夕葵さんの話を聞いてるからね。君の知らない事件に関する話を私が知っている可能性だって大いにあるということさ」

　確かに一理ある。新聞記者はさておくとしても、弟の悠仁が知らない姉の話を親友が知っていてもおかしくはない。それが事件に直接関係しているかどうかを別問題としても聞いてみたいという欲求はあった。

　悠仁が黙だまって腕うでを組み背中をフェンスに沈しずみ込ませると、それを見ていた彩家亭理子は満足そうに頷うなずいた。

「君たち姉弟には両親はいなかった。悠仁が六歳さい、夕葵さんが十五歳の時、父親と母親の乗る車が高速での玉突き事故に巻き込まれて帰らぬ人となっていた。身寄りを失った君たち姉弟は二年ほど『父方の祖父母』の家で世話になった後、元々両親と暮らしていた家へと戻り二人暮らしを始める。悠仁が八歳、夕葵さんが十七歳の頃の話だ。小学生の弟の面倒を見ながら高校に通うのだからね。当時の夕葵さんの頑がん張ばりは相当なものだったろう」

　彩さい家け亭てい理り子こが横目でちらりと悠ゆう仁じんの様子を窺うかがってくる。

「そもそも周りの大人おとなたちが良く許可をしたものだ。両親を亡くしてしまった二人だからね。しかも未成年だ。生活面だけでなく精神面の心配をしないわけがない。八歳さいという年ねん齢れいや君の性格からして、君が二人暮らしを大人おとなたちへ積極的に主張したとは考えられない。姉弟二人だけの生活には夕葵ゆうきさんの強い意志があったはずだと私は見てるがどうだい？」

　思わず悠仁は無言で隣となりを見み詰つめてしまう。

「おーけー、返事はいらない。その表情で十分さ」

　彩家亭理子が小さく頷うなずくと続けて質問してくる。

「幼い君は両親がいなくて平気だったのかい？　ずいぶんと寂さびしい思いもしたんじゃないのかい？　両親がいないことで肩かた身みの狭せまい思いもしたんじゃないのかい？」

「いや」悠仁は即答する。「俺おれには姉ねえさんがいた」

「だろうね」

　彩家亭理子が予想通りの答えだと言わんばかりの顔で笑む。知ったふうな態度が気に障さわる。

「ところで君の〝初恋〟はいつだい？」

　さすがに苛いら立だちが悠仁の面おもてに出る。「おやおや怖こわい顔だ」彩家亭理子が首を竦すくめる。

「まあ答えを聞くまでもなく、物心ついた頃から姉にべったりの君が恋をしたことがあるとは思えないね」

　要領を得ない彩家亭理子の態度に悠仁の苛立ちは募つのる一方だった。

「では別の質問だ。君は事件当日、どうして現場のマンションにいたんだ？　それが私にはどうにも不可解でね」

「馬鹿かアンタは。さっき自分で言ったろう。俺は姉の様子がおかしかったから心配で後をつけただけだ」

　悠仁は内心の感情を押し殺し無表情に告げる。

「それが不可解だと私は言ってるんだよ。職場の人たちも君の姉さんの知人も、彼女の様子が別段おかしいようには見えなかったと揃そろって証言している。到底、人を殺すような娘こだとは思えないと、思い詰つめている様子もなかったとはっきりと証言している。だからこそ警察も計画的な犯行ではなく偶ぐう発はつ的に起きた事件として扱った」

　悠仁は馬鹿馬鹿しいと全身を揺すってアピールする。

「俺は弟だぞ？　一いつ緒しよに暮らしていたんだ。誰よりも姉とすごす時間が長かったのは俺だ。そして誰よりも姉のことを知っていたのも俺だ」

　すると当てつけるように彩家亭理子も身体からだを揺らして笑った。

「悪いが私は君より断然、友人のことを信頼しているんだ。君の姉さんの親友だった塚つか井い麻ま穂ほは察しの良い女でね。彼女が君の姉さんの異変に気づいていなかったんだ。幾いくら弟とは言え小学生の君なんかが麻穂でさえ気づけなかった夕葵さんの異変に気づけるはずがないね」

「……なんなんだアンタは？　俺おれが事件に関与していたと言いたいのか？」

「まさか。君が関与してないという事実は警察も認めているのに、平へい凡ぼんな女子高生でしかない私に異論があるわけなかろう」

　まったくどの口が言うのか。

「だったらなぜ俺が現場にいたという事実にそうまで拘こだわる？」

　……一体、この女はどこまで事実を知っているのか。悠ゆう仁じんは誰にも言ってはない。警察にも最後まで悠仁が現場に居た真の目的については告げなかった。

　誰が見ても悠仁の行動は不自然ではあったが追及は当初から緩ゆるかった。一つには被害者加害者共に死亡しているために、状況証しよう拠こで語られていない事こと柄がらを言及することが困難だったというのがある。さらには悠仁が小学生だったということも警察の手を緩めさせた要因であろう。

　ただそれらを差し引いても、現場に事件の概がい要ようを知るための材料がほぼすべて揃そろっていたという事実が大きい。後は僅わずかな聞き込みで事足りるほどに現場のみで事件が完結していたのだ。

　真実、悠仁は無実である。悠仁はただ『姉と別れて欲しい』と男の下へ交こう渉しように向かっただけなのだ。関与どころか、よもや姉がいるなどとは悠仁自身思っていなかったのだ。

　ところが彩さい家け亭てい理り子こは悠仁の行動を執しつ拗ように気にしている様子である。

「君が誤解しているようだから今一度明言しておくが、私の最も興味があるのは事件についてではなく、夕葵ゆうきさんについてでもない──」

　そうやってお得意の人を喰ったような笑みを口元に浮かべ、

「──神かみ宇う知ち悠仁、私は君に最も興味があるのさ」

　彩家亭理子は器用に片目を瞑つむってみせた。

「どうだい？　私のような美少女に告白されてドキドキしただろ？」

　にやにやと笑みを浮かべ悠仁の顔を覗のぞき込んでくる。悠仁は無視を決め込んだ。「つれないね」彩家亭理子は残念そうに眉まゆを顰ひそめた。

「乱暴な言い方をしてしまえばね、事件のことなんて本当はどうだっていいんだよ。ただ神宇知悠仁を理解するために必要な情報だから入手したにすぎない。つまり私にとって重要なのは、過去の事件を君がどのように捉とらえていて、過去の事件からどのような影えい響きようを君が受けているのかが知りたいのさ」

「知ってどうする？」

　彩家亭理子の考えが到底理解できない。その不可解さには苛いら立だちを覚えるほどだ。

「人殺しの弟だと罵ののしるか？　それとも哀あわれな弟だと同情でもするか？」

　らしくもなく悠仁の語気が荒くなる。

「そうだね。強いて言うなら〝同情〟かもね」

　直後、悠仁は吐はき捨てる。

「うんざりだ。今さら思い出したくもない過去を穿ほじくり返されて同情されて俺にどうしろって言うんだ？　すべて無意味だ。誰かに道を示して貰もらわなくとも、俺おれにはとうの昔に自分で決めた道がある」

　これまでも悠ゆう仁じんの過去を穿ほじくり返す連中はいた。連中は口を揃そろえてこう言うのだ。『君を救いたい』と。そして同じくこう言うのだ。『君は悪くない』と。

　まったく時間の無む駄だだった。違うのだ。重要なのはそこではない。連中はなにも判わかってはいなかった。

「春になる度たびに飛び降りるのが君の決めた道だというんじゃないだろうね？」

「……だったらどうだと言うんだ？」

　確かに彩さい家け亭てい理り子こはこれまでの連中とは少し違うようだ。だから話を聞いてみようという気にもなった。しかし、この時間も無意味に終わるに違いない。なぜならば悠仁の中にある結論は変わりようがないからだ。これは過去をやり直さない限りどうしようもないことなのだ。

　彩家亭理子が大おお袈げ裟さに頭を振る。

「ああ、本当に君は可哀かわい想そうな奴やつだな！　心から同情するよ！」

　馬鹿にしたような物言いが気に入らなかった。気づいたら反論していた。

「アンタになにが判るよ。俺にとって姉ねえさんがどれほど大きな存在だったか。両親を失っても姉さんがいたから俺は平気でいられた。俺にとって姉さんがすべてだった。その姉さんを失ったんだ。しかも目の前でだ。それは俺にとっての生きる意味を失うのも同然だった」

　姉の最さい期ごの笑顔が脳裏にちらつく。本当にたおやかな笑顔だった。




「本来ならあの瞬しゆん間かん、俺も姉さんと一いつ緒しよに──死ぬべきだったんだ」




　姉のいない世界など生きる価値のない世界だった。姉を失ったあの日以来、すべてが色褪あせて見えた。

「しかし現実には君は生きているじゃないか？」

　彩家亭理子は訝いぶかる眼差まなざしだ。いちいち癪しやくに障さわる女だ。

「姉さんとの約束があったからだ。姉さんが飛び降りる直前に『私の分まで生きて欲しい』と言ったからだ……」

「そりゃおかしな話だね。だったら君は春になる度になぜ飛び降りる？　君の姉さんが生きろと言ったんなら約束を守って生きろよ」

　挑ちよう発はつ的な態度である。計算なのかあるいは本気で怒おこっているだけなのか。

「……俺は今すぐにでも死んだって構わないと思っている。しかし姉さんとの約束がある。それならばと、春に一度だけ姉さんの後を追うチャンスを自分に与えることにした」

「〝飛び降りロシアンルーレット〟よろしくか。で、こうして生きているわけだ。大した強運だよ。君にはギャンブラーの素質があるのかも判らんね」

　彩さい家け亭てい理り子こは呆あきれるように両手を上げる。

「……繰くり返し言わせて貰もらおう」

　瞬しゆん間かん、彩家亭理子は眉まゆ根ねに深い溝みぞを刻み声を荒げる。

「本当に君は可哀かわい想そうな奴やつだな！　心から同情するよ！」

　彩家亭理子は本気で怒おこっているらしかった。

「まったく君の馬鹿さ加減にはほとほと呆あきれ果てるね！　不運な君を慮おもんぱかって少しくらいは手加減してやろうと思ったが、止やめだ止めだ。全力で潰つぶしに行ってやる！」

　なぜ怒おこられなければならない。関わって来たのはそちらからだろうが。こんな身勝手な人間を見たことがない。

「あ？　俺おれを潰す？　笑わせるなよ。前回、俺に手も足も出なかったのを忘れたのか？」

　鋭く睨にらみ返す。大たい概がいの相手はこれで怯ひるむのだが気に食わないことに、相変わらず彩家亭理子は平然と受け止めてみせる。

「今日きようの舞台を用意したのは私なんだ。前回と同じ轍てつを踏むわけがなかろう。今回は君を叩たたき潰すだけの準備を整えてるってこった。気づかぬ振りをして、いつまでも現実逃とう避ひしている愚おろかで不ふ甲が斐いない君に引いん導どうを渡してやろう」

「──耳障ざわりだ。黙だまれよ」

　咄とつ嗟さに手が出た。金属が撓たわみ不協和音が屋上に鳴り響ひびく。気づくと悠ゆう仁じんは彩家亭理子の両肩かたを掴つかみフェンスへと押し付けていた。

「……俺が気づかぬ振りをしてるだって？　現実逃避をしてるだって？」

　彩家亭理子は苦痛に瞳ひとみを眇すがめながらも視線は逸そらさない。

「悠仁、君にこの事件の〝真相〟を教えてやるよ」

　それどころか彩家亭理子は悪巧みをする秘密結社の親玉みたいに口の端はを持ち上げる。

「……〝真相〟だって？」笑わずにはいられない。「俺以上にアンタがなにを知っているというんだ？」

　悠仁が蔑さげすみ見下ろすのにも彩家亭理子は顔色を変えない。

「よう悠仁どうした？　さっきからずいぶんと苛いらついてるじゃないか」

「誰のせいなのか身体からだで判わからせてやろうか？」

　そう言い悠仁は両手を彩家亭理子の喉のど元もとに添そえる。

「……まったく可愛かわいい奴だね君は。私の乙おと女め心ごころがさっきからキュンキュンと鳴りっ放しさ。馬鹿で不器用な神かみ宇う知ち悠仁のことがさ──私は愛いとしくて堪たまらないよ」

「減らず口もそこまで極めれば大したもんだな。だけど状況を考えろよ。今のアンタにどこに余よ裕ゆうなんてある？」

　悠仁が僅わずかに指先に力を込めるも、彩家亭理子は軽く瞳を細めるだけで特に取り乱したりはしない。

「──かの有名なカール・グスタフ・ユングは言っている『人に対して感じるあらゆる苛いら立だちや不快感は、自分自身を理解するのに役立つことがある』とね。つまり君が今、私に感じている苛立ちには意味があるってことさ。胸に手を当て自じ問もん自じ答とうしてみたらいかがかな？」

　即座に反応できなかった。それどころか悠ゆう仁じんは黙だまり込んでしまった。心当たりがあったのだ。

「……本当は気づいているんだろ？　どうして君の姉ねえさんが飛び降りたのかをさ──」

　直後、彩さい家け亭てい理り子こがこれまでとはまったく異なる表情を浮かべる。




「──もしあの時……君が現場に居合わせなければ、殺人という事態は免まぬがれなかったとしても君の姉さんが死ななかった可能性だってあったと君は思っているんだろ？」




　深く静かな表情だった。

「まあ確かに。夕葵ゆうきさんはさぞ動揺したことだろうね。いるはずのない弟が目の前にいたのだから」

　……思えば初めて会った時から妙みように彩家亭理子という女のことが気に入らなかった。

「しかも弟に殺害現場を目もく撃げきされてしまった。これまで彼女が姉として築き上げてきたものが一いつ瞬しゆんにして崩ほう壊かいしてしまうような衝しよう撃げきだったに違いない」

　悠仁が特定の誰かに対して苛立つという感情ではあるが、此こ処こまで強い関心を示すことはなかった。少なくとも姉を失ってからは一度も。

「もしかしたら君さえあの場にいなければ、たとえ人殺しの汚お名めいを負おい刑けいに服すことになろうとも──」

「──やっぱりな。悪い予感はあったんだ。俺おれは初めっからアンタのことが気に入らなかった」

　……だからこの女と関わるのは嫌いやだった。人の心を見み透すかすような強い眼差まなざしに最初から胸むな騒さわぎを覚えていた。

「ああ、そうだよ。俺のせいだよ。俺が姉さんを殺したんだ！」

　悠仁から乾かわいた笑いが洩もれる。

「こんなことになると判わかってたら男のマンションになんて行かなった。俺はただ姉さんを守りたかっただけなんだ。姉さんとそれまでみたいな平へい凡ぼんな毎日を送りたかっただけなんだ……」

〝感情の決けつ壊かい〟とでも言おうか。誰にも告げることなく幾いく年ねんも胸の最さい奥おうに押し込めていた感情が、堰せきを切ってしまったことで後から後から溢あふれてくる。

「……俺ももう十六だ。あの頃の俺とは違う。だからすべて気づいている。俺は大好きな姉さんを誰かに取られてしまうことが怖こわかったんだ」

　気づけばあの頃の気持ちを、目の前の彩家亭理子へと悠仁は話し始めていた。彩家亭理子は瞼まぶたを下ろし、腕うでを組み、指先で二にの腕をトントンと叩たたきながら黙だまって悠仁の言葉に耳を傾けていた。

　姉が就しゆう職しよくしたことで姉との間に距離を感じ始めたこと。交際相手の男に嫉しつ妬としていたこと。交際相手の男を悪者にすることで心のバランスを保っていたこと。

「……今でも正解が判わからない。あの時、俺おれはどうすれば良かったのか。男が浮気をしているという事実など、知らなければ良かったとさえ思う」

　そして偶ぐう然ぜん──男に姉以外の女がいることを知ってしまったこと。

「仮に姉に事実を告げたなら願い通り姉は男と別れ、これまでの姉のように弟の俺へと愛情のすべてを注いでくれたことだろう。しかし俺にはその簡単な決断が下せなかった。姉の悲しむ顔が頭の中にちらついたからだ。姉の男について語る顔を見ていれば判る。姉がどれほど男を大事な存在だと想おもっていたか……」

　直後、悠ゆう仁じんは頭を振る。胸の内側から心臓が激しく外側をノックしている。ここから今すぐ出せと言わんばかりに。

「──いや……」

　声が震ふるえた。浅ましく醜みにくい自分を思うと気が変になりそうだった。




「……本当は姉に嫌きらわれるのが怖こわかったんだ。コソコソと隠かくれて姉と男の行動を監かん視ししていた卑ひ劣れつな自分のことを軽けい蔑べつされるのが怖かったんだ」




　身体からだの中身が冷えてゆくのが判わかる。心まで凍こおりついてしまいそうなほどだ。

　思えば姉との関係がギクシャクし始めたのも、内心で負い目を感じていたからかもしれない。自分の卑ひ怯きような行動を知られたらどうしようという負い目を。

　彩さい家け亭てい理り子こがおもむろに瞼まぶたを持ち上げ閉ざしていた口を開く。

「つまり……悠仁が伊い佐さ地ぢのマンションへと赴おもむいたのは、浮気の件を伊佐地へと突つき付けるためだったと。あわよくば夕葵ゆうきさんと別れさせようと──」

　彩家亭理子が横目でちらりと悠仁を見た。

「──願わくば夕葵さんにはなにも知られずに済めばと。そんなところかい？」

　悠仁は頷うなずく。頷くのが精一杯だった。

「……なあアンタならどう思う？　こんな俺に生きる価値はあると思うか？」

　全身が小刻みに震ふるえてくる。こめかみあたりがズキズキと疼うずいてくる。

「卑ひ劣れつな真ま似ねをして！　それを姉に知られまいと我が身可愛かわいさに隠いん蔽ぺいし続けて！　死ななくて済んだかもしれない姉を死なせてしまった俺に果たして生きる価値があるのか！」

　フェンスに頭を叩たたき付けると、額ひたいに金網の無機質な感かん触しよくがした。

「無理だろ！　のうのうと生き続けるとか有り得ないだろ！　幾いくら姉の最さい期ごの願いだったとしても！　苦悩を抱かかえ生きることが唯一の姉への贖しよく罪ざいだとしても！」

　フェンスを支える柱を拳こぶしで叩くと耳じ朶だを劈つんざくような耳障ざわりな音が屋上に響ひびいた。

「これ以上──生き恥はじを曝さらし続けるなんて俺おれには耐えられない！」

　直後、悠ゆう仁じんは彩さい家け亭てい理り子この両肩かたを掴つかみ懇こん願がんする。

「なあ頼むよ。命令してくれよ。今すぐ『此こ処こから飛び降りろ』と俺に言ってくれよ」

　これまで関わった誰一人として悠仁に〝その許可〟をくれなかった。悠仁がずっと欲しかったのは『生きていて良いという許可』ではなかった。

　悠仁は膝ひざをコンクリートに落とすと、彩家亭理子の腰こしに縋すがるように纏まとわり付く。

「……俺は全部話した。これでアンタはすべてを知ったはずだ。だから頼む。同情しているとアンタは言った。本当にそう思っているなら俺に命令してくれ。心配ない。俺が死んでもアンタが責任を感じる必要はない」

　ずっと欲しかったのは『死んで良いという許可』だった。

「もう楽になりたいんだ……」

　閉じ込めていた感情をぶち撒まけるように吐はき出し、悠仁はそのまま彩家亭理子の腹ふく部ぶに額ひたいを埋うずめる。

　恥はじも外聞もない。これから死ぬゆく人間にそんなものは必要ない。すべてを曝さらけ出した今はただ少しでも早く楽になりたかった。

　それは──運命だったのかもしれない。彩家亭理子というこれまで見たこともないこれまでの誰とも違うおかしな女が悠仁の目の前に現れた。

　悠仁は洞どう察さつ眼がん鋭い彩家亭理子に自らの醜みにくい部分を見み透すかされてしまうことを咄とつ嗟さに恐おそれた。しかし同時にこの女ならば、過去から解放してくれるかもしれないという淡い期待もたぶんどこかにあった。だからだろう。

『そろそろ潮しお時どきだ。もう終わりにしよう』

　そう彩家亭理子の湿しめった声で耳打ちされた瞬しゆん間かん、これまでの苛いら立だちが掻かき消え、ようやく楽になれそうだと安あん堵どの気持ちが湧わき上がっていた。

　その時、悠仁は覚かく悟ごした──今日きようで終わりにしようと。

「ふむ。命令ねえ。まあどちらかと言えば命令は得意なほうであるがね」

　見苦しく豹ひよう変へんした悠仁の姿を前にしても彩家亭理子は相変わらずマイペースである。今はむしろその普ふ遍へん性が悠仁には頼もしくさえあった。

「良かろう。私が君の願いを叶かなえてやろう」

　悠仁が見上げると彩家亭理子は不ふ敵てきな笑みを浮かべていた。どうやら自分の見立てに間違いはなかったようだ。

「ただし──もう少しだけ私の話を聞くことが条件だよ『死にたがりの宇宙人』くん」

　期待させておいてそれはない。反射的に悠仁の中に絶望と怒りの感情が湧き上がり、彩家亭理子の腰に巻き付けている両腕に自然と力が籠こもる。

「待て待て。逸はやるな悠仁。命の価値だかと人生の素晴らしさを説くつもりはない」

　確かに『生きろ』と説得されるのだと思っていた。少なくともこれまで出会ってきた大人おとなたちなら間違いなくそう言うはずだった。

　だったら彩さい家け亭てい理り子こは一体なにを語るつもりなのか。

「忘れたのか？　私は君に〝真相〟を教えてやると言ったはずだぞ？　君はまだ知らないことだらけなんだよ。五年近く辛しん抱ぼうしたんだ。数分くらい私のために時間を使いたまえよ。ぐっと堪こらえて女を満足させてこそ男の子だろ？」

　艶つやっぽい眼差まなざしで「ふふ」楽しげに笑う彩家亭理子へと悠ゆう仁じんは黙だまって頷うなずいた。

　もちろん自負はある。姉のことを誰よりも知っているのは自分であると。しかし彩家亭理子というこの女がなにを知っているのか、今はそのことに興味があった。

「夕葵ゆうきさんの親友である塚つか井い麻ま穂ほと私が友人であるとはすでに説明した通りだ。その麻穂から聞いた話だ。どうやら君は知らないようだが──」

　彩家亭理子がぽんっと悠仁の肩かたに手を置いた。




「──夕葵さんはね……交際相手の伊い佐さ地ぢに妻がいることを知っていたんだよ」




「……え？」びくりと身体からだが跳はねた。事前に彩家亭理子に手を置かれていなかったら、さらに激しく動揺を顕あらわにしたことだろう。

「不ふ倫りんだと知った上で夕葵さんは伊佐地と交際を続けていたんだ」

「……嘘うそだ。あの姉ねえさんが不倫なんて……そんな馬鹿な真ま似ねをするはずがない……」

　俄にわかには信じられなかった。悠仁はこれまでずっと姉さんはなにも知らないものだと思っていたのだ。男に騙だまされていると思っていたのだ。

「結けつ婚こんしている相手と付き合うなんてそんな不毛なことはないだろ……先に待つのが祝福された日々でないことは火を見るより明らかだ。そんな簡単なことにあの姉さんが気づかないはずがない……」

「嘘じゃない。夕葵さんはね、親友である麻穂には唯一本当のことを話していたのさ」

「……け、けれど姉さんはとても幸せそうだった。悩んでいる素そ振ぶりなどまるでなかった！」

　見上げる彩家亭理子の整ったあご先がゆるりと左右に動く。

「残念だが君は夕葵さんの『姉』という部分しか知らない。人間とはさ、様々な面を併あわせ持って生きているものだろ？　夕葵さんも例外じゃない。君に見せていた『姉』という部分以外にも彼女には『娘むすめ』という顔や『女』という顔を持っていたのさ」

　姉さんの事こと柄がらだけに衝しよう撃げきが大きく思考が纏まとまらない。

「なあ冷静に考えてみろよ。夕葵さんが両親を亡くしたのは、今の君と一つしか変わらない十五歳さいの時のことだ。弟の君の前では気き丈じように振る舞っていたかもしれないが──」




「──たかだか十五歳さいの娘むすめが両親を失って本当に平気だったと思うかい？」




　突つき付けられた現実に悠ゆう仁じんは息苦しささえ覚えていた。

「夕葵ゆうきさんがなぜ不ふ倫りんという君が言うところの〝不毛〟な行為に及んだのか。注目すべきは伊い佐さ地ぢの四十五歳という年ねん齢れいだ。実は君たち姉弟の父親が生きていれば伊佐地と同じ四十五歳だったという点は無視できないね。夕葵さんは伊佐地に亡くした父親の影を見ていたのだろう。本人にどこまで自覚があったのかは定かではないが、就しゆう職しよくするまで色いろ恋こい沙ざ汰たにはてんで疎うとかった夕葵さんの伊佐地への急激なのめり込みにはやはり『娘』としての顔があったのだと私は思うよ。そうでなければ聡そう明めいな彼女が不倫を甘かん受じゆするとは考え難にくいからね」

　そして彩さい家け亭てい理り子こが小さく嘆たん息そくする。

「事件当日に関してだが……」

「ちょっと待ってくれ……まさかあの日……姉ねえさんは……」

　ひどく息苦しい。普段、自分がどうやって呼吸をしていたのか思い出せない。

　不倫だと知っていた姉。男を父親のように見ていた姉。なぜか友達と会うから帰りが遅くなると悠仁に嘘うそを吐ついた姉。そして狙ねらったかのように夫婦が揃そろって在宅している時間に男のマンションへと訪れた姉。

「姉さんは……あの男や女を殺すためにあの日あの場に行ったのか？」

　実は計画的な犯行だったのではないかという最悪のシナリオが悠仁の脳裏をよぎる。

「それは有り得ない」

　しかし彩家亭理子はきっぱりと否定する。

「なぜならその一週間前の晩に電話があったのさ」

「一週間前の晩……」悠仁は当時を思い出す。一週間前の晩と言えば確か、姉が男にあられもない姿を曝さらしてリビングで涙なみだぐみながら電話をしていたあの日だ。

「夕葵さんはね、あの晩、〝麻ま穂ほ〟へと相談の電話をしているんだよ」

「…………嘘うそだろ」

　相手は男ではなかったのか。

「夕葵さんは〝弟〟との関係がギクシャクしてしまっていることを麻穂へと電話で相談していたのさ。君の十一歳さいという年ねん齢れいからして、いわゆる『反抗期』かとも思ったが、話をすべて聞いて理由ははっきりしたよ」

　なんてことだ。自分は勝手に勘かん違ちがいをして姉に怒いかりを覚えていたというのか。

「あの晩ね、夕葵さんは麻穂に伊佐地と別れることを伝えているんだよ。不倫をしていることへの罪の意識はもちろん、自分が交際相手にのめり込むことで弟とすごす時間が削けずられていたことを悔くやんでいたんだよ。今一度、弟との関係を見直したいと言っていたそうだよ」

　腕うでの力が抜けた。悠仁は彩家亭理子の脚あしに沿ってずるずると崩くずれ落ちるとコンクリートの床ゆかに四つん這ばいになった。

「そして事件当日、夕葵ゆうきさんは伊い佐さ地ぢに別れを告げるためにマンションへと向かった。しかし会う約束はしていなかった。なぜならば日曜日は麻ま穂ほと会う予定だったからだ。夕葵さんが朝早くから出掛けたのは、午後から会う約束をしている麻穂へと伊佐地と別れたことを報告したかったからだろう。しかし結果は君も知っての通りだ──」

　彩さい家け亭てい理り子こは片膝ひざを落とすと「……誰もこんな結末を望んではいなかった」項うな垂だれる悠ゆう仁じんの顔を見み詰つめて言う。

「果たして一体なにが正しかったのだろうか。どうすれば正解だったのだろうか。残念だが私には判わからないね」

　自じ嘲ちようするような吐と息いきが彩家亭理子から洩もれた。

「けれどきっとそんなことは真実、誰にも判りはしないのさ。ローマの哲学者ルキウス・アンナエウス・セネカも言っている。『いかに生きるかを学ぶには全生しよう涯がいを要す』とね。人生とは即ち正解を探して悩み続ける日々のことを言うのだろう」

　彩家亭理子の手が悠仁の頭を撫なでる。温かな掌てのひらだった。

「『防衛機制』という精神分析学で用いられる用語がある。かの有名なジークムント・フロイトの娘むすめであるアンナ・フロイトが児童精神分析の研究の中で使い始めた言葉だ。正式なカウセリングをしたわけではないからね〝おそらく〟という冠かんむりは必要だが当時の夕葵さんの行動は『防衛機制』における『昇しよう華か』の一種だったのではないか。それが私と麻穂の共通の見解だ。具体的に言えば、夕葵さんは『両親を失った』という巨大な〝喪そう失しつ感〟を『姉として弟を守らなければならない』というヒロイズムとでも言うべき〝義務感〟を背負うことで忘れようとした」

　言われてみれば、両親が亡くなってからの姉はこれまでの悠仁が知る大人おとなしい姉とは違っていた。二人暮らしをすると親しん戚せき一同を前に堂々と宣言する凛りんとした姉は確かに悠仁にとって──最高のヒーローだった。

「これは決して悪いことじゃないんだ。人間なら誰しも無意識にやっていることなんだよ。もちろん君にも言える。現在の君にまで影えい響きようを及ぼす『姉』への〝強い依い存ぞん〟は『防衛機制』の『置き換え』に相当するのではないかと私は見てる。空白となった『両親』というポジションに『姉』を当て嵌はめることで君は両親喪そう失しつのショックを和やわらげていたんだ。つまりね、夕葵さんは君に、君は夕葵さんに、それぞれがそれぞれに依存しながら互たがいに支え合って生きていたということさ。そうやって心が壊こわれてしまわないように人間というのは上う手まく自分を守っているんだよ」

　まるで走そう馬ま灯とうのように悠仁の頭の中を姉との日々が巡めぐっている。それは鼻び腔こうの奥がつんとするような優しくて幸せな日々だった。

「繰くり返し言うよ。私はね、人間というものが好きなんだ。中でも『手の掛かる子ほど可愛かわいい』と言うように少し歪いびつなくらいの人間が好きなんだ。苦しみ悩み足あ掻がきながらも懸けん命めいに生きる姿が好きだ。愚おろかしく不器用で後悔しながらも真剣に誰かを愛する姿が好きだ。そんな彼ら彼女らを心より愛いとしいと私は思う」

　彩さい家け亭てい理り子こが柔にゆう和わに微ほほ笑えむ。まるで別人なのになぜだか最さい期ごに見た姉ねえさんのようにたおやかで美しい笑顔だと悠ゆう仁じんは思った。




「私が保証してやるよ。夕葵ゆうきさんは本当に君のことを愛していたんだよ」




　自分で自分の感情が整理できない。固まっていた気持ちが突とつ然ぜん溶とけ出し胸中一杯に溢あふれ揺蕩たゆたっているような感覚だ。複雑に混ざり合った感情にどんな表情をすれば良いのかさえ判わからない。

　悠仁は生まれたばかりの動物みたいに、コンクリートの床ゆかに小さく蹲うずくまりただただ震ふるえることしかできなかった。

「……俺おれは……俺は……どうすれば……どうすれば……姉ねえさんの想おもいに報いることができるんだ……」

　吐はき出す声もまた震えていた。すると彩家亭理子がすうっと立ち上がる。

「そう言えば悠仁との〝約束〟をまだ果たしていなかったね」

　まるで朝の挨あい拶さつでもするかのような気安い様子で言うと、彩家亭理子はスポーツ前みたいに屈くつ伸しん運動と柔軟を始める。

　悠仁がなにごとかと訝いぶかっていると「さてご注目。タネも仕掛けもございません」そう微ほほ笑えみ親指で金貨チョコを青空へと弾はじく。金貨は高速で回転しながら陽光を受け黄金こがね色いろに輝く。青と金の織り成す美しい光景だった。やがて金貨はコンクリートの床に跳はねた。

　これがなんだというのだろうか。悠仁が不可解な気分で面おもてを上げると、今までそこに居たはずの彩家亭理子の姿がなかった。

　視線を巡めぐらせると、反対側のフェンスに向かって疾しつ走そうする彩家亭理子を見つけた。

　次の瞬しゆん間かん──悠仁は信じられない光景を目にした。

「お望み通り！　私が君の鎖くさりを断ち切ってやる！」

　一いつ瞬しゆんだけ振り返り、お得意の不ふ敵てきな笑みを口元に浮かべると鳥のように両腕うでを広げて──







　────彩家亭理子は飛んだ。







　彼女が蹴けったフェンスの頭が揺れていた。

　なにが起こったのか数秒ほど理解に要した。彼女は反対側のフェンスをしなやかに駆かけ上がると、フェンスのてっぺんから茜あかね色の宙空にダイブしたのだ。

　そう彩さい家け亭てい理り子こは屋上から〝飛び降りた〟のである。

　なぜ彼女が。飛び降りるのは悠ゆう仁じんのはずだったのに。どうして。意味が判わからない。

　悠仁は混乱するまま、それでもじっとしていられなくて立ち上がる。反対側のフェンスへと駆かけ寄ると、フェンスに額ひたいをくっつけ真下を覗のぞく。そして地上にいるであろう彼女の姿を必死で探す。悠仁の胸中には焦しよう燥そう感が広がっていた。

　屋上から飛び降りたのだ。これまで悠仁が飛び降りてきた橋や渡り廊ろう下かと比べても明らかに屋上は高さがある。どう考えても無事だとは思えない。

　やがて──コンクリートの上にぐったりと倒れる彩家亭理子らしき人型を発見する。

　……そこからの記き憶おくは曖あい昧まいだった。とにかく全力で走ったのを覚えている。階段を駆かけ下り生徒を押し退のけ教師の制止の声を無視しただひたすら彩家亭理子の下へと走った。彩家亭理子が無事であって欲しいという気持ちしかその瞬しゆん間かんの悠仁にはなかった。

　フェンスを乗り越え青色に塗と装そうされた階段を上ると、ようやく目標の人型の下へと辿たどり着く。周囲には悠仁の作る濃こい影と荒い呼吸音だけがあった。

　足元にはずぶ濡ぬれの彩家亭理子が横たわっていた。

　悠仁は思わず頭を抱かかえて溜ため息いきを洩もらす。

「……おい、ふざけんな」

　しかし反応はない。悠仁は爪つま先さきで彩家亭理子の濡れた脇わき腹ばらを突つ付つく。

「……いいから早く起き上がれよ」

　足元から声が流れてくる。

「……死んだ振りをしている人間に起き上がれとは君も無茶を言う。死人とは一般的に動かないものだ。私が起き上がってしまったらせっかくの名演技が台無しになってしまう」

「……一般的に言って死人とは喋しやべらないものじゃないのか？」

「ふむ。もっともだ」瞬しゆん間かん、横たわる彩家亭理子がぱっと瞳ひとみを開くと「よくぞ私の演技を見破った褒ほめて遣つかわそう」平然とこんなことを言ってのけるのである。

「……ところで一つ私から君へ素す敵てきなアドバイスがある。四月にプールに入るのは止やめておけ。すごく水が冷たいからな！」

　どうやら彩家亭理子は屋上からプールへと飛び降りたらしい。そして悠仁が屋上から彩家亭理子の姿を確認するより先に、プールから上がりプールサイドのコンクリートの上に寝そべった。状況からしてそういうことらしい。

　もっとも現場に辿たどり着き全身濡れそぼった彩家亭理子を発見したのと同時に〝演技〟をしていることには気づいた。

　濡れた制服が肌はだに張り付き彩家亭理子のボディラインが顕あらわになっている。悠仁の視線に気づいたのか「そそるだろ？」悪戯いたずらっぽく微ほほ笑えみながら水着モデルのようなポーズを取っていた。確かに扇せん情じよう的ではある。

　ただし悠ゆう仁じんはそれどころではない。安あん堵どに全身を脱力しその場にしゃがみ込む。

「……なぜアンタが飛び降りるんだよ。まったく意味が判わからない」

　あまりの不可解さに腹立たしいくらいだった。

「自分だって飛び降りるくせに。私が飛び降りたら文句を言うなんて君は理り不ふ尽じんな奴やつだな」

　彩さい家け亭てい理り子こはもそもそと気け怠だるそうに上体を起こす。その表情に悪びれた素そ振ぶりは微み塵じんもないのである。

「言っておくが、私は君のような運任せの突とつ発ぱつ的な飛び降りではない。私は今日きようの日に備えて幾いく度どか屋上からマットを丸めた『ダミーデリコ二号』を落とし、飛び降りに最も適した場所は何ど処こかという実験を繰くり返してきたのだよ。途と中ちゆう、銅どう像ぞうを破は壊かいしてしまうアクシデントがあったのはご愛あい嬌きようだ。実験に犠ぎ牲せいとは付き物だからね」

　得意気に語る彩家亭理子はまるで近所の悪ガキのようだった。

「まあ実のところ一回も実験は成功しなかったのだがね。ぶっつけ本番で成功させるとは私は〝持ってる〟女だとは思わんか？」

　ただやることが近所の悪ガキよりも明らかに性た質ちが悪いのである。

「今回、私が学んだことはだね。日常では得え難がたいスリルとサスペンスを手軽に味わえるという点において、飛び降りほどコストパフォーマンスに優れた遊びはないが、いかんせん安全面に課題が多いということだ。人生とはＴＶゲームのようにインスタントではない。結論から言ってアトラクションとして飛び降りはオススメできないってことだね」

「ふざけるな！」

　気づいたら悠仁は叫んでいた。

「死んでしまったらどうするつもりだったんだよ！」

　そして彩家亭理子を抱だき締めていた。水に濡ぬれた身体からだは驚おどろくほど冷たかった。

　脳裏には姉の姿があった。走りながらずっと彩家亭理子を失ってしまったらという恐きよう怖ふに支配されていた。もう二度と誰かを目の前で失いたくはなかった。同時に今さらながら思い知るのだ。

　ああ、あの日から幾いく度ども自分は周りの人間に今の自分と同じ気持ちを味あわせてきたのだと。

　腕うでの中の彩家亭理子が呟つぶやく。

「……なあ悠仁、私はこうしてちゃんと生きているぞ。生きてるからこそ生意気な君ともこうして口が利けるんだ」

　思わずまじまじとその顔を見み詰つめてしまう。

「夕葵ゆうきさんに報いる最良の方法は生きることさ。それ以外、他ほかになにがあるっていうんだい？」

　まさかそれを証明するためだけに、この女は危険も省みず屋上から飛び降りたと言うのか。

「おめでとう。君の鎖くさりはこれで断ち切れた。君は自由だ。これからは自分の生きたいように生きていいんだよ」

　彩さい家け亭てい理り子こは母親が子供に言って聞かせるみたいに告げる。

「でも俺おれ……どうやって生きていいのか……判わからない……」

　悠ゆう仁じんは戸と惑まどっていた。あの事件の日以来ずっと死ぬことばかりを考えて生きてきた。普通の生き方なんてとっくの昔に忘れてしまった。姉という目的を失った今、自分は一体なんのためにこれから生きてゆけばいいというのだろうか。

　俯うつむく悠仁の両の頬ほおを彩家亭理子が掌てのひらで挟はさみ込む。くいっと顔を上げさせられた。

「生きる理由が必要かい？　ならば私が君に命令をくれてやろう──」

　眼めと鼻の先には彩家亭理子の美しい笑みがあった。










「神かみ宇う知ち悠仁に命令する────これからは私のために生きろ」







　なんと横暴な物言いだろうか。なんと不ふ遜そんな微ほほ笑えみだろうか。こんなに偉えらそうな人間は見たことがない。けれどどうして彼女の言葉はこれまで生きてきて言われたどんな言葉よりも嬉うれしいのだろうか。彼女といるとどうしてこんなにも胸が熱くなるのだろうか。

「『全すべてが失われようとも、まだ未来が残ってる』クリスチャン・ネステル・ボヴィーというアメリカの作家の言葉だ。私といれば少なくとも退屈はしないで済むぞ？　なんせ私は『ストレンジサイケデリコ』だからね。そうだろ？　『ただの宇宙人』くん」

　彩家亭理子はそう言って「ふふ」楽しそうに喉のどを鳴らすのだ。

「奇き遇ぐうにも私も探しているんだよ。まだ見ぬ人生における愛だとか幸せだとかをさ」

　直後、彩家亭理子はぐいっと悠仁の頭を引き寄せると柔やわらかな胸の中へと掻かき抱いだく。

「──だから一いつ緒しよに探そう」

　瞬しゆん間かん、全身に絡からみ付いていた鎖くさりが砕くだけ散り、凍こおりついていた時計の針が動き出す──そんな音が聞こえた気がした。

　一度動き出した時間はもう止められない。直後、悠仁は泣いていた。まるで子供のように泣きじゃくった。茜あかね色に染まるプールサイドには悠仁の叫び声が嗚お咽えつが木霊こだまする。

　──これはきっと十一歳さいのあの時に流し忘れた涙なみだに違いなかった。

　彩家亭理子は悠仁を愛いとおしそうな眼差まなざしで眺ながめながら、なにも言わずにずっと抱だきしめていてくれた。額ひたい越ごしに感じる彼女の柔らかさやトクントクンと鳴り響ひびく心音は、陽ひだまりに包まれているような温かくて優しい音ね色いろだった。






　　ＴＧコンフィデンシャル







　　　　◇◇◇◆◇◇




　昨日きのうはあまりのショックに早退してしまった。本当は今日きようも休みたかった。悠ゆう仁じんにどんな顔をして会えばいいのか伊い庵あんには判わからなかったからだ。

　しかし休む理由について姉たちからの追及が厳しく逃げ出すように登校してしまった。「失恋でもしたんでしょ？」三人の姉が三人とも嬉き々きとした様子で尋たずねてくるのだから堪たまらない。もちろん悠仁とは別々に登校した。

　いつもより早めに入った教室で悠仁と顔を合わせても冷静でいられるように心の準備をしておく。しかし登校した悠仁を目まの当たりにした瞬しゆん間かん、心の準備などまったくの無む駄だだと思い知らされた。

　誰がこんな悠仁の姿を想定して心の準備をすることができるというのか。伊庵だけではない。クラスメイトも一様に呆あつ気けに取られた表情を浮べていた。

「──おはよう」

　教室に入るなり悠仁はクラスメイトの顔を見回し挨あい拶さつをしたのだ。しかも僅わずかに口元に笑みを浮かべて。

　伊庵が知る限り、中学時代からこれまで一度だって悠仁がこんな風に挨拶をすることはなかった。思わず優ゆ衣いへと視線を送ると、優衣も目を丸くして伊庵を見み詰つめていた。

「……ねえねえ、今日きようの神かみ宇う知ちくん、どうしちゃったの？」優衣が小声で尋たずねてくる。

「……むしろ僕ぼくが聞きたいよ」伊庵は頭を振る。あまりの驚おどろきに互たがいに冷戦中なのも忘れて会話を交かわしていた。

　それは『人が変わった』という表現が相応ふさわしい。その日、伊庵は幾いく度ども悠仁に驚かされることとなった。

　教科書を忘れた隣となりの女子に黙だまって教科書を見せて上げたのだ。それらはこれまでの神宇知悠仁にはなかった行動である。

　極きわめつけは、小こ柄がらな女子の日直が黒板の高い位置を消し難にくそうにしていたのを見つけた悠仁が女子から黒板消しを奪うばい黒板を消した。女子はしばらくなにをされたのか理解できなくて呆ぼう然ぜんとしていたが、助けてくれたのだと気づき「か、神宇知くんありがとう！」声を振り絞しぼる。悠仁は返事はしなかったが代わりに小さく手を振った。

　昼休みになる頃には『神宇知悠仁の様子がおかしい』とクラスどころか学年全体の話題にまで発展していた。予想されたことではあるが、みんなの矛ほこ先さきが本人に向かうわけはなく、悠ゆう仁じんと比較的距離の近い伊い庵あんや優ゆ衣いへと質問は集中したのである。

　伊庵も理由を知りたいくらいなのだ。明確な答えなど返せるはずなく「さあ？」繰くり返し首を竦すくめるだけであった。

　単純な脳みそをしている奴やつが羨うらやましい。「……ね、ねえ？　か、神かみ宇う知ちくんなにかあったの？」クラスの皆の後押しを受けて、悠仁へと直接質問をぶつける優衣を見て伊庵は呆あきれていた。

　優衣は中学一年のクラスリーダー格だった時のことを忘れたのか。本気で忘れているとしたら川合かわい優衣とは大物だ。あの時もクラスの女子に担かつぎ上げられ悠仁の正面に陣じん取どっていた。

　その末路が──〝死の接せつ吻ぷん〟だ。

　すると、悠仁が自じ嘲ちようするかのように口の端はを持ち上げる。

「……生きてく上で誰とも交わらないでいるほうが難しいと気づいたんだ」

　悠仁は柔やわらかに瞳ひとみを細める。

「それと……俺おれも少し人間ってのを好きになってみようと思ってね」

　瞬しゆん間かん、教室の空気が変化するのを伊庵は肌はだで感じた。誰もが神宇知悠仁が変わったと気づいているようだった。

「きっと理り子こ先せん輩ぱいが神宇知くんになにかしたんだよ！」

　優衣が嬉うれしそうに言う。それが腹立たしい。言われなくとも伊庵はその可能性に誰よりも早く気づいていた。昨日きのうの昼休みの二人のやり取りを間近で見ていたのだから。

　伊庵は理由を確かめなければならないと思った。

　放課後になってすぐに優衣を捕まえると「僕ぼくも彩さい家け亭てい理り子このところへと行く」告げる。優衣は「理子先輩に迷めい惑わく掛けるような真ま似ねするつもりなら私が許さないから」強い眼差まなざしで睨にらみつけてくる。なんだか以前より頑がん固こになった気もするが、これまでの生意気なだけの優衣とは少し違うような気もする。優衣は優衣なりに成長しているということなのかもしれない。

　そう彼女もまたここ最近で変わった。

「……相変わらず見た目はちっとも成長してないけど」

　優衣に聞かれないように呟つぶやいてから「心配しなくても話を訊きくだけさ」伊庵は白旗を振るように首を竦すくめてみせた。

「うん……伊庵の言うこと信じる」優衣は子供みたいに頷うなずく。少し胸の奥が疼うずいた。

『変へん恋れん部』の鍵かぎはすでに開いていて室内に入ると、彩家亭理子が板チョコを齧かじりながら真新しいノートＰＣを触さわっていた。

「おお、見てくれ優衣！　思い切ってゲッツノートを買ったぞ！　軽くて稼か働どう時間が長くてしかも性能も抜群だ！　ただしお値段も上等！　お陰でしばらくお高いチョコはお預けだ！」

　嬉うれしそうに報告する彩家亭理子に対して「なんか見た目も強そうですね！」機械関係全般の知識に乏とぼしい優衣は見当外れのコメントをしていた。

「……おや、今日きようは珍めずらしいお客さんを連れてるじゃないか」

　優ゆ衣いの背後に控ひかえていた伊い庵あんの存在に気がつき彩さい家け亭てい理り子こは瞳ひとみを興味深そうに眇すがめる。

「貴女あなたと二人だけで話がある」

　前置きはなしだ。優衣は「なんで二人なのっ」不服を申し立てているが「少しばかり優衣は席を外してくれ」察しの良い彩家亭理子は伊庵からの提案を即座に了りよう承しようする。彩家亭理子に言われては仕方がないと「……判わかりました。でもなにかあったらすぐに呼んで下さいよ」渋しぶ々しぶではあるが部屋を出て行った。

　先に口を開いたのは彩家亭理子だった。

「泥どろ棒ぼう猫ねことでも私を罵ののしりに来たのかい？」

「……どうしてそう思うんですか？」

　伊庵は彩家亭理子の表情を窺うかがいながら尋たずねる。

「今の伊庵はまるで彼氏の浮気相手にでも詰つめ寄っているかのような──怖こわい〝女〟の表情をしているからね」

　彩家亭理子は椅い子すの背もたれに体重を掛けながら余よ裕ゆうの表情で述べるのである。

「……いけませんか──」

　伊庵は一度だけ目を閉じぎゅっと奥歯を噛かみしめる。




「──僕ぼくが悠ゆう仁じんのことを〝好き〟だったら」




　視線の先にいる女は顔色一つ変えることなく「まさか」即答した。

「……〝男〟である僕が悠仁を好きだと言っているのにずいぶんと寛かん容ようですね」

「まあね」当然だと言わんばかりの口く調ちようである。伊庵の言う〝好き〟が友達への〝好き〟とは違うことをきっちりと認識した上での態度のようだ。

「『変へん恋れん部』の部長さんは『変愛』には慣れていらっしゃるようだ」

「それもあるが自身の性質もある。なにごとにおいても既き成せい概がい念ねんに囚とらわれるのは好きではないからね。恋愛に関しても『ジェンダーフリー』の概念を基本としている。知っているかい？　君はジェンフリを？　ジェンフリとは固定された性による役割の通念からの解放を目指す考え方のことだね。男だからとか女だとか枠わく組ぐみに収められるなんて窮きゆう屈くつで私は好かん。自由恋愛大いに結構。そもそも想おもいは誰にも縛しばれないからね」

　言い終えた直後、彩家亭理子はあごに指を添そえて「ところで──」と前置きする。

「──『変愛』という用語は『変恋部』のＨホームＰページにあるＢＢＳの利用者にしか通じない通称だと思っていたが、いやはや私の知らぬ間に君のような一般生徒も使うようになったんだね」

　伊庵の内心を見み透すかすように彩家亭理子の眼差まなざしは眇すがめられていた。

「……さあ、どうですかね。僕は普通とは言い難がたい恋愛をしている人間なんで、一般的という括くくりは相応ふさわしくないかもしれません。ただ『変愛』をしている者には『変へん恋れん部』のＢＢＳの存在は口コミで割と知られてますけどね」

「ほう！　それは非常に興味深い。うん。嬉うれしいかもしれない。わざわざ〝部〟として立ち上げた甲か斐いがあるね」

　彩さい家け亭てい理り子こは「ふふ」とにこやかに微ほほ笑えむだけで、それ以上なにも追及はしてこなかった。

「……回りくどい真ま似ねは止やめてはっきりと先せん輩ぱいに尋たずねます。貴女あなたは悠ゆう仁じんのことをどう思っているんですか！」

　自然と口く調ちようは厳しくなる。

「どうとは？」

「れ、恋愛感情はあるのかと訊きいているんです！」

　鼓こ動どうが速まり喉のどがカラカラに渇かわいてくる。彩家亭理子は伊い庵あんとは対照的に落ち着いた素そ振ぶりで手元のチョコを一粒、口の中に放り込み「ふむ」なにやら考える素振りだ。

「答えて下さい。どうなんですか？」

「──逆に尋たずねるが、仮に〝ある〟と私が答えたら伊庵は悠仁から手を引いてくれるかい？」

　小首を傾かしげて彩家亭理子が鼻で笑う。瞬しゆん間かん、伊庵の頭に血が上る。

「冗じよう談だんじゃない！　どうして僕ぼくが手を引かなければいけないんだ！」

　それほど自分は馬鹿じゃない。何度もやり合っていれば向こうのやり口は大体は判わかる。

「僕はずっと悠仁だけを見てきたんだ！　みんなが『死にたがりの宇宙人』と悠仁を畏い怖ふし敬遠する中で唯一僕だけが彼と親しくしてきたんだ！　それなのに高校になって突とつ然ぜん現れたぽっと出の貴女にどうして悠仁を譲ゆずらなければいけないんだ！」

　相手を怒おこらせて本ほん音ねを引き出すのが彩家亭理子の得意とする交こう渉しよう術だと判っていながらも、伊庵は挑ちよう発はつに乗らずにはいられなかった。




「僕は彼が変わることなんて望んでいなかったんだ！　僕から悠仁を奪うばわないでよ！」




　声が掠かすれ乾かわいた笑いが伊庵のくちびるの隙すき間まから洩もれる。

「──知ってるよ！　ただの独占欲だって言われなくとも判ってるよ！　だけど男の僕が彼の一番近くにいるためには今の関係しかないじゃないかっ……だってそうでしょ？　悠仁が今みたいに振る舞ったらみんなが彼の魅み力りよくに気づいてしまうじゃないか！　彼はみんなから畏怖され敬遠される存在じゃなきゃ駄だ目めなんだ！　そうじゃなきゃ……僕では女の子に太た刀ち打うちできやしないんだから……」

「愛いとしいね。実に愛しいね」

　それまで黙だまっていた彩家亭理子が「ふふ」不意に楽しそうに笑う。

「君は実に可愛かわいい奴やつだな！　どうだい？　その熱い気持ちを思い切ってぶつけてみたらどうだ？　大抵の男ならイチコロで仕留められると思うんだがね」

「……僕ぼくをからかっているんですか？」

　彩さい家け亭てい理り子この場違いな発言は冗じよう談だんかもしくは頭がおかしいとしか思えなかった。

「まさか私は本気だが？」

「ふざけないで下さいよ！　言えるわけないでしょ！　貴女あなたは普通じゃないから理解できないかもしれませんが、普通の人は……世間は……僕みたいな特殊な人間を持て余し敬遠するものでしょ……」

　自分で言って言葉に詰つまる。胸に杭くいを突つき立てられたかのような痛みを感じる。

「確かに世間はそうかもしれない。かく言う私もずいぶんと手痛い洗礼を浴びてきた。私の人生にもいろいろあってね。それとご覧らんの通り少々〝常識〟という奴やつと仲なか違たがいしてる身だからね。君の気持ちは判わからなくもない」

　瞬しゆん間かん、彩家亭理子は射い抜ぬくような真剣な眼差まなざしで告げる。

「しかし、神かみ宇う知ち悠ゆう仁じんはそんな目先の価値で人を判断するような人物かい？」

　かっと顔が熱くなる。

「僕の前で知ったふうな口を利かないで欲しい！　神宇知悠仁を誰よりも知っているのはこの僕なんだ！」

　悠仁とすごした時間の長さが伊い庵あんにとっての最後の矜きよう持じだった。むしろもうこれ以外、なにも誇ほこれるものはなかった。この女は悠仁を変え自分はなにもしなかった。敗北は明白だった。そう自覚した途と端たん、諦あきらめに似た感情が胸中を満たした。

「……興奮してすみませんでした。でも、このことは悠仁には内ない緒しよにして下さい。お願いします」伊庵は咄とつ嗟さに頭を下げる。

　絶対に悠仁には知られるわけにはいかない。これまでずっと細心の注意を払はらってきたのだ。『好き』という気持ちを押し殺して友達なのだと〝自分に言い聞かせてきた〟のだ。せめてこれだけは死守しなければ今までの自分があまりに惨みじめだ。

「おやおや、どうやら君の命運は私の手に委ゆだねられているらしい。さあどうしてくれよう。君からは、散々、生意気な口を利かれたしねえ……」

　彩家亭理子はあごに手を当てなにやら逡しゆん巡じゆんするみたいに遠くを見み詰つめている。

「あ、貴女に生意気なことを言ったのは事実だ……だけどこれだけは許して下さい。それ以外のことならなんだって耐えますから……謝って済むのなら幾いくらでも謝りますから」

　伊庵はその場にしゃがみ込むと土ど下げ座ざする。

　どうってことはない。悠仁に気持ちを知られることに比べたら痛くも痒かゆくもない。

「私だけの問題ならそうしてやっても構わないんだがね──」

「……え？」伊庵が面おもを上げると、彩家亭理子が部屋の扉とびらへ向けてくいっとあごをしゃくった。

「──他人の話を盗ぬすみ聞きする趣味のいい人達がいるようだ！」

　伊い庵あんは咄とつ嗟さに振り返る。スライドドアの磨すりガラスの向こうに人型のシルエットがあるのが見えた。

「さあ、皆さんお待ちかね！　ブレーメン音楽隊の入場だ！」

　彩さい家け亭てい理り子このラジオＤＪのような声に促うながされてスライドドアが開く。最初に伊庵の視界に飛び込んできたのは、バツの悪そうな表情をした優ゆ衣いだった。下くちびるを噛かみ締め両手でスカートの裾すそをぎゅっと握にぎっている。

「……ご、ごめんね伊庵……知られたくなかったよね」

　すぐに伊庵は顔を伏せた。羞しゆう恥ちで優衣の顔がまともに見られなかった。

　室内を静せい寂じやくが満たす。見なくても判わかる。優衣は泣き出しそうな顔をしているに違いない。

　その時、「あ、あの！」室内に優衣の叫び声が反はん響きようした。

「その！　今まで通りだから！　私にとって伊庵は伊庵だから！」

　予想しなかった優衣からの言葉に不覚にもぐっときた。

「と川合かわい優衣は申しておりますが──他ほかの〝二人〟はどうだい？」

　──二人だって。全身が硬こう直ちよくして顔さえ上がらない。

「……ふんっ。もう慣れたね。理子の周りに変な連中が集まるのはいつものことだからな」

　これは円えん馬ま佐さ那なの声だ。ぶっきらぼうな物言いではあるが、内容通り意に介かいしてないという態度だった。

「君はどうなんだい？」

　瞬しゆん間かん、伊庵は一ひと際きわ身体からだを丸くする。両膝ひざの間に顔を埋うずめ亀かめのように小さくなる。

「──神かみ宇う知ち悠ゆう仁じんくん」

　……もうこのまま消えてしまいたかった。

　冗じよう談だんだ。すべては作り話だ。悠仁のことを『好き』だなんてそんなわけない。

　そう笑って言えばいい。無む駄だな足あ掻がきかもしれないが、表面だけでも取り繕つくろうことは今後を考えれば必要な処置だろう。

　けれどどうしても伊庵は言えなかった。言いたくなかった。




　悠仁のことを好きだという気持ちを否定するなんてできるわけないじゃないか！




　好きという感情の否定は即ち江え入いり伊庵存在そのものに対する否定だ。自分が自分でなくなるくらいならいっそ軽けい蔑べつされたって好きでいたかった。

　気が遠くなるような静寂と時間だった。誰かの足音がリノリウムの床ゆかを通じて伊庵の身体からだへと振動として伝でん播ぱする。直後、伊庵の震ふるえる肩かたに誰かが手を置いた。

「帰るぞ」

　聞き慣れたその感情の乏とぼしい声こわ色いろは──神宇知悠仁のものだった。悠仁が手を掴つかむ。冷たくしなやかな手だった。

　悠ゆう仁じんは手を引き無む理り矢や理りに伊い庵あんを立ち上がらせる。否いや応おうなしに伊庵は悠仁と面と向かうことになる。即座に伊庵は視線を床ゆかへと落とす。

「しっかり立てよ」

　直後、伊庵は悠仁の手を振り払はらう。

「き、君は平気なのか！　聞いて……聞いていたんだろ僕ぼくの話を！」

「ああ」即答である。

「だったら……だったらどうして……」
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「下らないことを訊きくなよ──」悠仁はそう素そっ気けなく告げると、再び伊庵の手を奪うばい取る。先ほどよりもさらに強く握にぎり締められた。




「──江え入いり伊庵は誰より神かみ宇う知ち悠仁のことを知ってるんじゃなかったのか？」




　しばらく床から視線を外せそうにもない。握り締められた手が熱かった。伊庵は顔が真まっ赤かになるほど恥はずかしくてなにも言えなかった。

「じゃあそういうわけなんで」

　去り際に周囲に向かって言葉を残す悠仁へと「お疲れさん」彩さい家け亭てい理り子こはにこやかに手を振っていた。

　伊い庵あんは悠ゆう仁じんに手を引かれるまま黙だまって後をついて行く。今はただ溢あふれてくる〝嬉うれしい〟という感情を必死で押し止とどめることしかできなかった。

「……ありがとう」伊庵はそれだけをどうにか搾しぼり出す。

「ああ」悠仁は相変わらず関心のなさそうな声で答えるのだ。

　……そうだった。神かみ宇う知ち悠仁とは他人に無関心なのだ。神宇知悠仁にとっては伊庵がなにものであろうがなかろうが、そんなことすべては些さ細さいなことだった。

　伊庵は知らなかった。

　世の中にこんなにも優しい無関心があるなんて。




　　　　◇◆◇◇◇◇




　あれから数日後の話だ。

　円えん馬ま佐さ那なは部活を終え武道場より更こう衣い室しつに移動するため一人で表に出ると、見計らっていたかのように「円馬先せん輩ぱい」江え入いり伊庵が姿を現した。

　佐那が訝いぶかしさに瞳ひとみを眇すがめると「……そんなに怖こわい顔で睨にらまないで下さいよ」伊庵は人ひと懐なつっこそうな上うわ目め遣づかいで首を竦すくめてみせる。

「うるさい。これは俺おれの地顔だ」円馬は「ふんっ」と鼻を鳴らす。

「円馬先輩は知っていますか？」

　伊庵が此方こちらの表情を窺うかがいながら尋たずねてくる。

「悠仁が『変へん恋れん部』に入部したことを──」

　瞬しゆん間かん、円馬は眉間みけんに深いしわを刻んでしまった。

「なので僕ぼくも『変恋部』に入部することにしましたから」

「だからなんだ？　そんな報告を俺にわざわざしに来たのか？」

「いえ。それだけじゃありません」伊庵は柔やわらかそうな栗くり色の髪かみをふわふわと揺ゆらす。

「円馬先輩はどうするんです？」

「……どういう意味だ？」

「どういう意味ってそんなの決まっているじゃないですか……」

　伊庵が少年のような屈くつ託たくのない笑みを浮かべる。

「……悠仁と理り子こ先輩をこれ以上近づけても平気なんですか？　という意味ですよ」

　佐那は伊庵を睨み付ける。しかし伊庵は僅わずかに眉まゆを顰ひそめただけで佐那の強い視線をを受け止めた。

「心配じゃないんですか？」

「神宇知悠仁には前科があるし正直賛成はしかねるが、アイツが以前とは少し違うというのは此この間の態度を見たら判わかる。それに理り子こは昔からああいう奴やつなんだ。俺おれが止めたって聞きやしない」

　言い捨てる佐さ那なに「そういう意味じゃありませんよ」伊い庵あんは頭を振る。

「あの二人ってどことなく似てるところあると思いません？　他人に流されないところとか、細かいこと気にしないところとか」

　佐さ那なは二人の姿を思い浮かべる。〝空気感〟とでも言おうか。言われれば確かに通ずるところがあるような気はする。

「あの二人って相あい性しようがいいように思うんです。それに悠ゆう仁じんにとっては理子先せん輩ぱいって命の恩人みたいなものだし。わざわざ『変へん恋れん部』に入部するくらいですからね。理子先輩への思い入れ強いと思うんです」

「……だからさっきからなにが言いたい？」

　伊庵の遠回しな物言いに佐那は苛いら立だちをぶつける。

「二人が付き合ったりしても平気なんですかって僕ぼくは訊きいてるんですよ！」

　伊庵は真まっ向こうから言い返してきた。可愛かわいい顔して気の強い奴やつである。

「……それは」口くち籠ごもる佐那へと伊庵はさらにけしかけてくる。




「好きなんでしょ？　理子先輩のことが！」




　佐さ那なの鼓こ動どうがドクンと飛び跳はねた。即座に反論を試みようとしたのだが、

「先輩が悠仁に手も足も出なかったあの日の放課後！　僕もあの場に居たんですよ！　あんなに取り乱しておいて理子先輩に気持ちがないなんてそんな嘘うそを僕は信じませんからね！」

　伊庵に先を越され益ます々ますなにも言えなくなってしまった。

「……僕の気持ちは円えん馬ま先輩も知っての通りです」

　伊庵は小さく息を吐はく。

「僕は悠仁のことが好きなんです。この気持ちに偽いつわりはない」

　これが一度曝さらけ出した人間の強さなのか。悪く言えば〝開き直り〟なのかもしれないが、佐那には〝清すが々すがしい〟とさえ映る。それは羨うらやましいくらいに眩まぶしくもあった。

「だからあの二人がくっつくのを僕は黙だまって見過ごすわけにはいかないんです。はっきり言って邪じや魔まをしてやろうと思ってます」

　間違いなくこれは悪い意味の〝開き直り〟である。

「お前なあ……」呆あきれる佐那に「しょうがないじゃないですか。これが僕の生き方なんですから」伊庵は平然と言う。

「男の僕が悠仁に近づく女たちを退どけるためには正攻法なんて選んでいられないですよ。だって僕の存在自体がイレギュラーですからね。だから僕、全然悪いことしてるなんて思ってませんから」

「……大体、二人がくっつくなんてお前の勝手な決めつけだろうが。理り子こは恋愛はからっきしなんだよ。俺おれの知る限り理子の奴やつが誰かと付き合ったりしたなんて話は聞いたことがない！」

　……だから大だい丈じよう夫ぶだ。佐さ那なは内心で頷うなずく。

「へえ、それは意外だな。てっきり理子先せん輩ぱいって色っぽいし度胸もあるし恋愛経験豊富なのかと思ってた」

　伊い庵あんが円つぶらな瞳ひとみをさらに大きく丸くする。心底驚おどろいたという表情を浮かべていた。

「でもそんなの気休めですよね。僕ぼくには嘘うそを吐つかなくてもいいですから──円えん馬ま先輩も内心ではやばいって思ってますよね？」

　確信に満ちた微ほほ笑えみだった。

「だってそうじゃなきゃ紙切れ一枚ごときで──ノートＰＣを壊こわしたりはしないでしょう？」

「お、お前がどうして……」佐那からはそれ以上、声が出なかった。あまりに驚きすぎてなんと続けていいのかが判わからなかったのだ。

「お前があの紙切れを俺の下げ駄た箱ばこに入れたんだな！」呼吸を整えると同時に佐那は伊庵へと掴つかみ掛かる。

「さあ、なんのことでしょうか？」胸ぐらをひねり上げられているというのに伊庵に怯ひるむ様子はなかった。

「惚とぼけるな！」

「喚わめかないで下さいよ！　仮に僕が円馬先輩を煽あおったとしてですよ！　実際に行動を実行に移したのは先輩の意志じゃないですか！　人を責めたりできる立場なんですか！」

「……う、うるさい！」

　佐那には馬鹿みたいに叫ぶことしかできなかった。

「……この話は止やめましょうよ。お互たがいに得する話じゃないですし」

　伊庵が佐那の腕うでを胸元から外し襟えり首もとを整える。

「とにかくそういうことですから、今後とも仲良くしましょう。〝佐那〟先輩」

「……うるさい消えろ。俺がお前をぶんなぐる前に何ど処こかへ行ってしまえ！」

　そう腕を無む造ぞう作さに振り払はらう佐那から「怖こわい怖い」伊庵はぴょんぴょんと後あと退ずさりする。

「……佐那先輩」

　不意に伊庵が真剣な表情を浮かべる。

「これだけは判っておいて下さいよ。僕ぼくほど〝佐那さん〟の気持ちが理解できる人間は他ほかにいませんよ」

　瞬しゆん間かん、怖気おぞけを感じた時のように佐那の全身がゾクリと震ふるえた。

「……どういう意味だ」

　誰にも気づかれていないはずだ。知っているのは理子に麻ま穂ほさんにマリリン先輩とごく限られた人間だけだ。誰かに洩もらすとは考えられない。

「お忘れですか？　僕ぼくも〝貴女あなた〟と同じく『マイノリティ』なんですよ？　〝同じ匂においがする〟って言うのかな。なんとなく同類って判わかっちゃいません？」

　佐さ那なはなにも答えない。

「僕の告白を聞いても、貴女は一言だって僕を詰なじったり軽けい蔑べつするような言葉は吐はかなかった。それは貴女もまた誰よりも僕の気持ちが判るからだ。違いますか？」

　悔くやしいほどに判っている。胸が締め付けられるようなこの感覚が確かな答えだった。

「貴女がどうして僕と同じように〝男の振り〟をしているのか。野や暮ぼなことは詮せん索さくしません。安心して下さい。もちろんこのことは誰にも言いません」

　落ち着いた眼差まなざしだった。去り際に、なにかを思い出したかのように伊い庵あんが足を止める。




「……世の中ってどうしてこう上う手まくいかないんでしょうね。あるいは貴女と僕の立場が今とは違ってたらこんなにも苦しまなくて済んだのかもしれない」




　それはひどく寂さびしそうな口く調ちようだった。

　一人残された佐那は地面に膝ひざを落とし項うな垂だれる。

「……そうだよ！　悪いかよ！　女のままじゃ理り子こを守れないんだよ！」

　佐那の叫びが空気に霧む散さんする。ここまで剥むき出しにされて強がるのは、負け犬の遠とお吠ぼえの虚むなしさだった。

　気持ちだけではどうにもならないこともある。強くありたいとどれほど願っても、細い二にの腕うでが柔やわな胸板が佐那へと現実を突つき付けてくる。

「知ってるよ……滑こつ稽けいだってのは……」

　理子だって本心では佐那のことをどう思っていることか。

「最低だな……」

　理子は佐那が女だという理由で侮ぶ蔑べつするような奴やつじゃない。そんなこと判わかり切ってるはずなのに。自分が犯した卑ひ劣れつな行為への罪悪感が暗いイメージを思い起こさせた。

「……これからもずっと理子の傍そばに居たいだけなんだ……それだけなんだ……それ以上なんて望んでいないから……」

　佐那は痛みに耐えるかのように瞳ひとみをきつく閉じ、指先で地面を強く食はんだ。か弱き肉体よりも弱い自分の心が今はなにより憎にくかった。






　　シュプリームの空に







　　　　◇◇◇◇◇◆




　一人になりたい時、神かみ宇う知ち悠ゆう仁じんは屋上に来ることにしていた。

　屋上から見える豆まめ粒つぶのような生徒たちを眺ながめていると少し安心するのだ。

　生きようと決めた時から、人との関わりを再び始めようと思った。確かにブランクはあるが十一歳さいのあの時までは社交的ではなかったにせよ友達もいるにはいたのだ。その気になれば周囲と足並みを揃そろえるくらい訳はないとタカをくくっていた。

　しかし始めてみるとこれが思うようにいかない。

　神宇知悠仁のマイナスイメージもあるだろう。一度根付いた悪い印象は簡単に払ふつ拭しよくできるものではない。もっとも最大のネックは悠仁のブランクにあった。

　正直、周りとどう接して良いのかさっぱり判わからないのだ。昨日きのうまで嫌きらいだった食べ物を翌日から好きになれと言われても無理なのと同じで、急に人への興味など湧わいてはこなかった。

　要は慣れないことに悠仁は辟へき易えきしていた。今や屋上で一人すごす時間が唯一の憩いこいの一時なのであった。

「──よう地じ獄ごくから生せい還かんせし者よ！　どうだい地上の空気は格別だろ？」

　背後からからかうような声が聞こえてくる。

「遠えん慮りよはいらない。今日きようは私の奢おごりだ。思う存分空気を吸うが良い」

　振り返らなくとも、こんなふざけたことを悠仁に言うのはこの学校でただ一人しかいない。

「……せっかくの奢りなのに申し訳ありませんが俺おれに少々此こ処この空気は味が濃こいようです」

「そのようだね。うっかり間違って日中なのに棺かん桶おけの中から出てきてしまったドラキュラ伯はく爵しやくのごとく辛しん気き臭くさい顔をしているものな」

　彼女は人の顔を指差しいけしゃあしゃあと言ってのける。

「なるほど。俺はドラキュラだったのか。道理で空気より〝こっち〟が恋しいはずだ」

　悠仁はすぐ傍そばまで来た彼女を瞬しゆん間かん、抱だき寄せるとその白く細い首くび筋すじに向かってドラキュラのポーズを取ってみせた。

「……おや、そんな真ま似ねができるようになったのか。驚おどろくべき進歩だね」

　瞬間、彼女は驚いた表情を浮かべたが、すぐに悪戯いたずらっぽく瞳ひとみを眇すがめる。

「私の記き憶おくが確かならばドラキュラ伯爵は〝処女の生き血〟を好んでいたはずだが？」

「ええ、だから貴女あなたなら相手に申し分はない」

　すると、腕うでの中の彼女は自らの身体からだを抱だきしめジト目で睨にらみ付けてくる。

「……さては悠ゆう仁じん──私が寝ている間にこっそり確かめたな？」

　瞬しゆん間かん、悠仁は白旗を振るように彼女を解放し両手を掲かかげる。

「……貴女あなたのプールサイドでの一言から推測したまでのことです」

『一いつ緒しよに探そう』彼女のその言葉が悠仁の脳裏にはあった。

「ふむ」一つ頷うなずくと彼女は肩かたを小さく竦すくめてみせる。それからフェンスに背中を預け「それで実際のところ最近の調子はどうかね？」話題を変えた。

「生きるというのはなんて面倒なのだとうんざりしてますね」悠仁が吐はき捨てるのを「実に哲学的な答えだね」楽しそうに彼女は笑っていた。

「まあ焦あせることはないさ。君は五年間ほど人里離れた山奥で暮らしてきたようなものなんだからな。都会の生活に慣れないのは当然さ」

「……俺おれには人里離れた暮らしのほうが性しように合ってるような気がしますね」

　すると彼女が「ふふ」喉のどを鳴らす。

「失った時間をそう簡単に取り戻せるものか。ちょっとずつだ。人との関わりだってそう。ちょっとずつでいい。ほんの些さ細さいなことで良いんだよ。かの有名な芥あくた川がわ竜りゆう之の介すけも言っている『人生を幸福にするためには、日常の些さ事じを愛さなければならぬ』とね」

　彼女が悠仁の肩かたをぽんっと叩たたく。

「それとこれはアメリカの哲学者ウィリアム・ジェームズの言葉だが『人間は心の持ち方を変えることによって人生をも変える事ができるということだ』簡単だろ？　少し見方を変えるだけで人生はどうとでもなるんだからさ！　なあ悠仁！　空を見てみろよ！」

　彼女に言われるまま悠仁は頭上を見上げる。悠仁は眩まぶしさに瞳ひとみを細める。

　雲一つない真まっ青さおな空が延々と広がっている。吸い込まれるような澄すんだ青色は、見る者のささくれだった心を清せい浄じようにしてくれるようだった。

「たまには上を見上げてみるのも良いものだろ？」

　彼女が悠仁を愛いとしげな眼差まなざしで見み詰つめていた。

「……ええ」

　自然と悠仁の口元に笑みが零こぼれる。心よりそう思ったからだ。思えばあの日から下ばかり見ていた。

　きっと彼女と出会っていなければ空がこんなに青いということを忘れたままだった。

「君もさ自分が『愛しい』って思えるものを探してみたらいいよ。今よりずっと生きることが楽しくなるから。どうせ生きるなら楽しいほうがいいに決まってる」

　本当に嬉うれしそうに彼女は語るのである。




「『人生とはチョコレートのごとし。齧かじってみるまでその甘さや苦さは判わからない』ってね」

　にやりと笑う彼女はポケットから取り出した金貨チョコを青空に向かって弾はじく。金貨は高速で回転しながら陽光を受け黄金こがね色に輝く。彼女はそれを器用にもくるりと回って背面キャッチしてみせる。

「この広い世界にはまだ私の知らないチョコレートが存在しているやもしれん。それらを食べずにして死ねるものか。時々、間違えて泥どろでも食べてしまったのかと疑いたくなるほど不ま味ずいチョコもあるが、むしろそれがいいんだ。そうだろ？　失敗があるからこそ美う味まいチョコを食べた時の感動も一ひと入しおなんだ。人生だってそうさ。酸すいも甘あまいも苦いもあるから生きてて楽しいんだ。最初からどれか一つに答えが決まっていたら、美味いチョコレートを探す楽しみがなくなってしまうじゃないか」

　貪どん欲よくなまでに人生を楽しみ尽つくしてやるという彼女の姿勢は、見ている此方こちらまで楽しくなってくる。もし彼女のように生きられたら、世の中が今とは違って見えるのかもしれない。そう考えたら、今はまだ億おつ劫くうではあるがこの先は少し楽しみだと思えた。

「一つどうだ？」彼女の伸のばした手には一枚の金貨チョコがあった。悠ゆう仁じんは初めて彼女と出会ったあの時を思い出しながら「……どうも」女王陛へい下かから褒ほう美びを貰もらうかのようなイメージで胸元に片手を添そえチョコを受け取る。

「人生とはまだまだ我々の知らぬことばかりだとは思わんかね？　絶望するのはすべてを試してからでも遅くはないはずさ」

「なるほど確かに」悠仁は紙を剥はいだ金貨チョコを奥歯でカリッと齧かじる。懐なつかしい味が口一杯に広がった。

「……ちなみにさっきのは誰の言葉なんです？」

「ん？　なんだそんなことも知らないのか？　呆あきれた奴やつだな君は」

　そう彼女はやれやれと言わんばかりに肩かたを大おお袈げ裟さに竦すくめてみせるのである。

「だったら教えて進ぜよう！　かの有名な──」

　そして彼女はお得意の不ふ敵てきな笑みを顔一杯に貼はり付けて堂々と言い放つ。










「────彩さい家け亭てい理り子この言葉さ！」




　最後にチャーミングな彼女はパチリとウィンクしてみせるのである。

　瞬しゆん間かん、悠仁は身体からだをくの字に折り曲げて笑う。青空に声を響ひびかせ笑う。声を出して笑うなんていつ以来だろうか。

[image: ]

　笑い続ける悠仁を彼女はただ満足そうな顔で黙だまって眺ながめていた。

　柔やわらかな風が悠仁の髪かみを頬ほおを撫なでてゆく。ふと姉ねえさんの笑顔が脳裏をよぎり姉さんとの約束を思い出す。姉ねえさんの分まで幸せになろうと思った。約束したからじゃない。今ならなんだか幸せになれそうな気がするのだ。

　隣となりには彩さい家け亭てい理り子こがいる。

「……アンタ最高だな」

　そう『ストレンジサイケデリコ』こと彩家亭理子は最高だ。






　　　　　あとがき




　私の好きな映画の一つに『アメリ』というフランス映画があります。

『人間には人生を失敗する権利がある』

　これは『アメリ』の劇中で語られる有名な台詞せりふです。私にとっては、膝ひざが震ふるえる時に唱となえると勇気の湧わいてくる魔ま法ほうの言葉だったりします。

　ところで一つ気掛かりなのは、権利を行使するのに限度があるのか否かについてです。

　私はこれまでの人生で〝失敗する権利〟を億おく万まん長ちよう者じやが札さつ束たばを薪まき代がわりに暖だん炉ろへとくべるがごとく、これでもかというくらい遠えん慮りよなく使いまくっちゃっているので。限度量超えてますんで使用禁止ですとか、運命を管理するお役人とかに言われたりしないだろうか。心配です。

　それと対極として〝成功する権利〟ってのがどこかにあるはずなんですが見当たりません。落ちているのを見かけた方。それ私のなんですぐに届けて下さい。よろしくお願いします。

　ふと思いました。失敗のない人生と成功のない人生。果たしてどちらが幸福なのだろうかと。どちらも必要な気はするし、そもそも幸福とはなにを以もつてして幸福とするのか。考え始めるとゲシュタルト崩ほう壊かいなのかキッシュ・タルト・ポークパイなのか、どちらがマーク・ザッカーバーグでどちらがサバンナの高たか橋はしさんなのかさえ私にはもうなにがなんだか判わかりません。




　というのはおいといてえ！　以下謝辞です！　（作家とは思えない力技である）




　最初に、勝手気ままな私を許容してくれる常に寛かん大だいなアスキー・メディアワークスに深い感謝を。もちろんお世話になった関係者の皆様へ多大なる感謝を。

　前回に引き続きイラストを担たん当とうして下さった白しろ味み[image: ]そさんには格別の感謝を。それから私の我わが儘ままをいつも全力で叶かなえようと努力してくれる担当の粂くめ田た氏に言い尽つくせぬ感謝を。

　私に多くの勇気をくれる家族、友人、知人、同期の皆にも心より感謝を。

　そしてなにより、間ま宮みや夏生なつきという作家を支えて下さっている読者の皆様へ変わらぬ感謝の気持ちを送ります。

　最後に少しだけ作品に関するコメントを。

　私はあくまで作家ですから、マイノリティへの理解を世間に広めようというような不ふ相そう応おうな考えはありません。今回は『変へん愛あい』というガジェットを扱ってはいますが、あくまで物語というパズルを完成させるために、世の中に事実として存在するピースを拾ってきて盤ばん面めんに落とし込んでいるにすぎません。

　願うことは常に一つです。作品を読者の皆様に楽しんでいただくこと。ただそれだけです。

　それではまたお会いできる日を楽しみに。間宮夏生でした。






[image: ]







間ま宮みや夏なつ生き

なんと間宮には春生、夏生、秋生、冬生、そしてそれらを統括する四季が存在していた！　四季曰く「我ら間宮において夏生など最弱の存在ッッッッッッッ！」間宮の頂点に立つべく、夏生の熾烈な戦いが今始まる──劇場版『ＭＹＮ』coming soon!

[image: ]




白しろ味み[image: ]そ

神奈川県に自生する、カレーで伸びるもやし。

最近篭り過ぎて友達の話題についていけなくなりはじめ、危機感を覚えた春でした。
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